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く〉公開講座専門委員会
-第 1回地域連携推進機構生涯学習部門公開講座専門委員会
開催日時・平成23年10月28日 (金)16時30分-17時17分
開催場所.事務局 中会議室
議 題(1)平成23年度公開講座事業報告について
(2) 平成24年度公開講座事業計画について
.第2団地域連携推進機構生渡学習部門公開講座専門委員会
開催日時.平成23年12月20日 (火)9時05分-10時00分
開催場所 生涯学習教育研究センター会議室
議 題(1)平成24年度公開講座実施計画について
く〉北陸地区社会貢献系専門委員会
.平成23年度北陸地区国立大学連合協議会社会貢献系専門委員会
開催日時:平成24年1月19日 (木)14:0 -15:50 
開催場所.金沢大学サテライト ・プラザ
議 題(1)平成23年度まちなかセミナ一実施報告について
(2) 平成23年度まちなかセミナーの実施計画について
く〉全国会議
.第33回全国国立大学生涯学習系センター研究協議会
開催日時:平成23年 10月20日 (木)-10月21日 (金)
開催場所:札幌全日空ホテル (当番校:北海道教育大学)
テーマ:i国立大学生涯学習系センターへの期待と応答J
実践報告:i大学における社会貢献の今後の方向性J北海道教育大学
「自治体と生涯学習系センターとの協働J山口大学
「教育職員と事務職員との協働」熊本大学、福島大学
全国縦断熱議m北海道(文部科学省共催)
テーマ「聞かれた大学に、生涯学習系センターは貢献してきたかj
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E 事業報告

富山大学地域連携推進機構生涯学習部門における
2011年度の実施事業について
竹 内 章
(富山大学地域連携推進機構生涯学習部門長)
要旨 :富山大学地域連携推進機構生涯学習部門事業において20日年度に実施した事業の概要を報
告する。今年度公開講座の開設数は84講座、オープン・クラスの公開科目数は922科目であっ
た。ここでは、本年度を通じて取り組んだ事業について概観する。
はじめに
富山大学では.地方国立大学の使命として教
育.研究に次ぐ第三の住に社会ft献を掲げ.さ
まざまな活動を展開しています。富山大学地域
連携推進機構生涯学習部門は.その窓口のひと
つとして，本学の地元地域における生涯学習の
振興をはかり.1知の循環型社会の構築」に向
けて「生涯を通じて大学等で学べる環境づく
り」や.1大学等における社会人受け入れjなど，
地域の生涯学習のニーズに積極的に応える事業
に取り組んでいます。
いま地域社会の営みは大きな変化を見せつ
つあり.とくに行政主体のまちづくりはNPO・
ボランティアの活動によって.1新しい公共j
とも呼ばれる住民主導型に移行しつつありま
す。そのしくみを切り拓く道筋において.市民.
行政，企業，大学.それぞれの役割を考え直す
必要があります。 とくに大学にはどのような
役割が求められるのか。
これまでであれば.1知の循環型社会の構築j
に向けて大学の果たすべき役割とは.社会の変
化に対応できる総合的な知の提供.地域の総合
大学としてのアウトリーチ，地域とのコミュニ
ケーションを阿っていく上でのスキルやツール
の提供などとされます。
ところが， 今年は東日本大震災が発生した
ことから.まさに大学と NPO・ボランティア，
行政などとの「協働」が鋭く試されることにな
りました。
世界経済の減速傾向のIj1. 2011年3月11 
に発生しマグニチュード9.0を記録した東北地
方太平洋沖地震が発生しました。まさに千年に
一度の稀な頻度で発生した大津波で 19.000余
の犠牲(死者 ・行方不明者).東京電力福島第
一発屯所の過酷事故と令わせて東日本大震災と
呼ばれ.その発災からほぼl年になりますが.
各被災地での復旧 ・復興の取り組みはようやく
端緒についた段階です。
この状況だからこそ.地域社会のあらゆる世
代が災害の原因や対処の知忠を学ぶニーズが一
段と増しています。地域における防災教育の推
進と生涯学習の振興は，両者が相乗効果を発揮
して共駆的に進めなければならないと考えてい
ます。
本学生涯学習部門では.この1年間の生涯学
習部門の取組みを総括し今後の事業展開を一
府活発にする基本材料を報告するため，ここに
年報第 14巻を刊行します。内容として，当官1
門が実施してきた平成23年度事業の概括.つ
ぎに，当該年度の大学開放状況に関するデータ
類「公開講座関係資料」および「大学開放懇話
会関係資料J.地域連挑ならびに大学開放に関
する資料集となっています。
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1 .大学開放の事業
① 公開講座
本学は数多くの公開講座を実施している。こ
のことは、スタッフの大学開放に対する深い理
解 ・協力のもとで実現されているとも言える。
キャンパスごとの開講数をみると、五福キャ
ンパスで63コース、高岡キャンパスで 12コー
ス、杉谷キャンパスで9コース、計84コース
が企画された。それぞれの受講者数(修了者数)
をみると、五福キャンパスで867名、高岡キャ
ンパスで 114名、杉谷キャンパスで88名、合
計 1069名であった。
本学の公開講座は、一般市民の学習ニーズと
うまくかみ合った企画であることから例年恒例
の形で (微調整 ・ヴァージョンアップも伴いな
がら)実施される講座が多い。語学では、初級
から中級にステップアップする講座が開設され
ている。他方では新しいタイプの講座も生み出
されつつある。今年度は次のような多岐にわた
る講座が新しく企画された。
むかしの古物からわかる日本語の歴史
映像で知る世界の文化
図画工作科教科書の和極的活用を通した
指導と評価のあり方
身近な法律の話
分子モデルで理解する蛋白質の構造
人を惹きつける驚異のプレゼンテーショ
ン技法
ebook端末を活用した ICT社会の楽し
み方
伝統食としての和菓子を学ぶ
マリ ・クリスティーヌと異文化の度一小
泉八雲をテーマにして一
初心者のためのCAD入門
地域生活学ーみんなで考える「新j富山
駅
こころの病気を探究する 他
極めて多彩なジャンル ・レベル設定を備えた
講座の数々について、ここで詳細に述べつくす
ことはできない。しかし、多くの一般市民が受
講していること、本年報収録の受講生アンケー
トの結果をみると、大学の知的資源を還元する
という目的はおおむね達成できている。
① オー プン ・クラス
オープン ・クラスは、正規学生に対する授業
を一般市民に開放する取組である。
今年度のオープン ・クラス利用は、受講希望
者が395人 (前期204人、後期 190人)、試聴
等を経て実際に受講した者は326人 (前期 171
人、後期 155人)にのぼった。
前年度969科目から今年度922科目と開放科
目数が減少し、延受講者数も昨年度より 76名
程度の減少があった。
① 出前講義等
出前講義等は、本部門や各学部なとごへ高等学
校や専修学校からの依頼に応じて開催される。
2011年度は、74回開催された。
なお、本学の出前講義等には本学入試グルー
プまたは本部門を経由せず、各学部に申し入れ
て実施されているケースも存在する。特に、後
者については把握が不十分な学部があることを
お断りしておく。
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① サテライト公開講座
本年度も 8講座が開講された。多くの参加者
が集まり、盛況であった。
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⑤ その他の講座・イベント
.コラボフェスタ 2011
20日 年9月28日 (水)、富山大学五福キャ
ンパス内においてコラポフェスタ 2011を開催
した。第三部で生涯学習部門は、 iNP 0・ボ
ランテイア，行政，大学との現代的協働 - r新
しい公共jのしくみを切り拓く一」をテーマに
基調講演とケーススタデイ ーを行った。
約50人の参加者と共に活発な意見交換がな
された。
.倉庫週繊姐温・・
大学は地lItとともに何をすべきか
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-まちなかセミナー
20日年10月8日(土)、北陸地区4国立大
学連携のまちなかセ ミナーを開催した。富山 ・
石川 ・福井の各会場に相互に講師を派遣し合う
取り組みである。今年度も、各会場でコー デイ
ネーターを採用し好評であった。富山会場は「北
陸の美術」と題して福井大 ・金沢大から講師を
迎え、 42名の受講者があった。富山大からも
福井 ・石川各地に講師としてスタッフを紹介し
た。
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-パネルディスカッション 「ヘルン文庫からの
文化の多様性を理解するJ
20日年 12月13日 (水)、富山国際会議場に
おいてパネルデイスカッション「へルン文庫か
らの文化の多様性を理解するJを開催し、約
50名の参加者あった。
本学附属図書館が所蔵するヘルン文庫は、小
泉八雲 (ラフカデイオ ・ハーン 1850 -1904) 
の旧蔵哲:と 『日本:一つの解明J(r神園日本J)
の手書きの原稿からなり、 一般にも公開されて
いる。マリ ・クリスティーヌ富山大学客員教授
をナピゲーターとして、有識者と共にヘルン文
庫の新しい価値や活用策について意見交換が行
われた。
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2.学外との連携
① 第 13回大学開放推進懇話会
2012年2月15日(水)、多岐にわたる本部
門の事業の成果や改善すべき点を把握するた
め、第1311大学開放推進懇話会を開催した。
① 全国協議会
2011年 10月20日 (木) -10月21日 (金)
にかけて、第33回全国国立大学生涯学習系セ
ンター研究協議会において、意見交換の機会を
得た。本年度の当番大学は北海道教育大学が担
当した。
① 北陸地区大学問連携
2012年 l月19日 (木)に金沢大学サテライ
トプラザ (於金沢市)において、富山大、金沢
大、北陸先端科学技術大学院大、福井大の各大
学スタッフによる専門委員会が開催され、今年
度まちなかセミナーの反省 ・次年度の企画につ
いて.在見交換がなされた。
3.広報・出版活動
今年度の広報・出版活動は下記のとおりである。
新聞折込広告
公開講座、オープン ・クラスについて、サテ
ライ ト公開講座について、新聞へのチラシの折
込みを実施した。対象は、富山市、高岡市を中
心にした地域で、前期 ・後期各 l回ずつ (サテ
ライト公開講座は 1lilのみ)約 130，000世柿に
配布を行った。
このほか、DMの形でパンフ レットを郵送し、
また名地でチラシ、ポスターの配布を行った。そ
の他の事業についても、'Jj前に募集案内を作成し、
県民カレッジや各地の公民館等に配布した。
出版物
↓公開講座、オープン ・クラス、サテライト
募集チラシ及びポスター
必公開講座、オープン ・クラス募集要項
3 I生涯学習部門年報J第 14巻 (3日発行
予定)
Webやメールを利用した広報活動
rセンターニュース「生涯学習の窓J29号
2メールマガジン
メールマガジンは、おおよそ 200人に対し月
1囲のペースで発信し、 48号を数えた。また、
大学開放に関する的報発信として随時 Webサ
イトを更新した。
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生涯学習の窓
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皿公開講座等紹介

年間活動報告
マリ・クリスティ ヌー
(富山大学客員教授/異文化コミュ二ケーター)
，~ ~~ ， 
.2011年の活動のねらい
1924年、富山高等学校の開校記念を祝して寄付されたヘルン文庫は、間もなく 100周年を迎え
ます。そのへルン文庫について、より多くの方にまnっていただくため、 2011年は啓発活動に取り
組みました。具体的には公開講座やパネルデイスカ ッション等を企画・開催し、有識者や専門家に
ヘルン文庫の文化的価値と意義を伝えることに努めました。その活動を以下にご報告いたします。
1 .マリ・クリスティーヌと異文化の旅一小泉八雲をテーマにして-
1 )経緯
小泉八雲は、異文化コミュニケーションの先駆け的存在です。明治という、日本が世界に向
けて飛び出していった時代を生きた八雲の考えに触れることは、国際化が進展する現在の日本
においても役立ちます。私たちが今の時代を生きる上での大きなヒントが符られると考え、今
回、全61百lの講座を企画 ・開催しました。
2)日時・場所
平成23年 10月4日(火)-1月29日 (火)13 : 30-15 : 00(全61百1)
富山大学五福キャンパス生涯学習教育研究センター会議室及び黒田講堂会議室
3)定員・受講料
定員 28名/受講料6.3∞円 (全6阿)
4)講座内容・講師紹介
日 時 講 座 名
10月4日 (火) 西ー洋の怪談と日本の怪談
10月5日(水) -夢幻能青柳
10月18日(火) 天E章院篤姫とその時代一女性がみた幕末明治一
1月1日(火) 小泉八雲と万葉集
1月22日(火) ラフカァイオ-ハーンと日本の仏教の関係
1 1月29日(火) -異文化と小泉八雲-総括
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講 師
平川祐弘
(比較文化史家・東京大学名誉教授)
寺尾美保
(元尚古集成館学芸員-明治大学大学院在籍)
石王丸夏陽子
(高岡市万葉歴史館主任研究員)
村井文夫
(富山大学人文学部教授)
マリ・クリスティ ヌー
(異文化コ二ユ二ケーター・富山大学客員教授)
2.1パネルディスカツション|ヘルン文庫のお宝発見
1 )経緯
ヘルン文庫は、小泉八雲の旧蔵書と f日本:一つの解明jの手書き原稿からなり、貴重な歴史
的財産となっています。このパネルデイスカッションでは、私がナピゲーターを務め、有識者に
よるヘルン文庫の意見交換を行い、文化の多様性や新たな価値を紐解いていきました。
2)日時 ・場所
平成23年 12月13日(火)13・30-15: 00/富山国際会議場2F特別会議室
3)主催
国立大学法人富山大学 ・地域連携推進機構生涯学習部門 (参加費無料)
4)テーマ
ヘルン文庫から文化の多様性を理解する
5)パネラー紹介
講 師 略 歴
ウィリアム・力リ一氏 元上智大学学長、上智大学名誉教授
佃-可氏 制知識資源機構代表理事、側)全税共文化財団理事、煎茶道文化協会代表理事
鈴木良雄氏 専門図書館協議会事務局長
栗林裕子氏 富山大学附属図書館司書
総括:2011年の活動を振り返って
20日 年はたくさんのことが起こったl年でした。特に3月1日の東日本大震災は、忘れてはな
らない悲しい記憶として刻まれるでしょう。その一方で、圏内はもちろん、海外からもたくさんの
支援が被災地へ寄せられました。国や文化の違いを超え、多くの人が手を取り支え合う姿勢に、あ
らためて異文化コミュニケーションの大切さを確認しました。それだけに、 l∞余年前、日本でそ
の異文化コミュニケーションを実践してきた小泉八雲の考えや生き方を知ることは、意義があるこ
とだと長年考えてきました。2012年はこれまでの啓発活動をより充実させ、ヘルン文庫を通じて
文化の多様性を広く皆さんに知っていただき、また、学部内で、ヘルン研究会を立ち上げ、昨年申し
上げた、国内外でのへJレン研究されている方々と述携をもちながら富山大学をへルンの情報の宝庫
として形づけていきたいと思います。そしてアメリカのニューオーリンズのトゥレイン大学やイリ
ノイ州のシカゴ大学等にへjレン文庫があるので富山大学のへルン文庫との輪を世界中に広げていき
たいと思います。
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ポエムっていいね!
キタノアス力
(富山大学非常勤講師)
『短い言葉で気持ちを表現する英語講座 ~ポエムやポスター表現に挑戦する-Jクラスを担当
して3回目になります。少人数ですが、毎回有意義で楽しい講座になっています。“WritingSimple 
Poems" (Holmes and Moulton. Cambridge University Press. 2001)の参考書をベースにしながら、
9回のクラスを通して、 8種類のポエムスタイルを学び、そのルールに沿って、毎回受講者が各自
で考え、書いて、英語で発表します。最後の 10回目のクラスでは、受講者が自分で詩集をデザイ
ンして作成したものを持って来て、その中から選んだ数種類のポエムを気持ち込めて朗読して、五
感を使いながら英語でプレゼンテーションしてもらいます。受講生の感性、想像力、英語表現力に
は毎回脱帽します。
先ず、今回の受講生たちのお気に入りのポエムを2点を紹介します。
“The Cherished MemOIγ" 
By Nagai Kaori 
We savored the cool breeze on the moonlight path. 
It gave the peaceful smile to us. 
We heard the song of the brook in the dark. 
It was as if the people were clapping for us. 
We looked up the great many stars inthe night sky. 
The scene日ledus with happiness. 
-9-
解説 :これは、作者 (Nagaiさん)と幼い息子とのとても大切な思い出の一つです。このポエムに
は、昔の息子と過ごした楽しく、心地よく、微笑ましい思い出が込められています。彼女がこのポ
エムを作るとき、家族で互にキャ ンフ。に行ったときの場面が頭に浮んだようです。そのときの星空
の下、 息子と 2人で川のそばを散歩していたら、息子が言いました、「ママ、川が僕たちに拍手を
しているよ。」彼女は彼の感性に驚き、感動しました。なぜならば彼女にはただの川の音にしか聞
こえませんでした。そのときの思い出をベースにして、川、風、山、森林の様々な音やにおいをイメー
ジしながらこのポエムが生まれたそうです。そして、彼女は自分に「そのときどう思った?何を感
じた?何が見えた?Jと問いました。このポエムでは「自然、Jがうまく表現されていると思います。
このポエムを読むと、「自然」に触れている感覚が間近によみがえってきます。
“His Favorite" 
By Ikeda KaOlU 
He boils hot water ina pot 
He opens the co庁eecan with his hand 
He folds the bottom ofthe coffee filter 
He puts ground of coffee beans into it 
He pours hot water slowly and carefuly 
He sets 2 cups on the table 
So l say to him， 
“Please give me a delicious one" 
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解説:作者 (Ikedaさん)はずっと毎朝コーヒーを作る習聞があって、その香りや、そのひとと
きがとても好きでした。最近ご主人もコーヒーを作るようになりました。そして、彼女は自分で作
るだけでなく、ご‘主人が作ったコーヒーを飲む楽しみも増えました。毎朝お互い忙しくても、別々
の行動しても、そのわずかな数分のコーヒータイムで、2人が貴重なれ会話 (communication)" を
しているのです。普段の日常ですが、その雰囲気や、お互いへの思いやりなど、彼女のとてもハッ
ピーな様子がうまく表現されていると思います。
次に、彼女たちからのこのクラスについての感想を相介します.
fこのクラスでは、英語の詩の形式をいくつか習いそれに沿って今度は自分で作ってみます。言
葉の表現を選び、アドバイスを受けながら作る作業は文法の勉強にもなりました。また、自分の内
面を詩で表現することは普段は照れてなかなかできませんが、英語だからこそ、すなおにその↑百景
を表現できて、私も満足しています。このクラスで習う詩は、アメリカの子供の詩を例に出して学
ぶことが多いですが、どの詩も心打つものです。詩を作るに年齢は関係ありません。詩の、言集ー の
深さに魅了されます。J(池田燕さん)
「表現する楽しみ，.私は当初、 「英語で詩を苫く」 と聞いて思い浮かんだのは、洋楽の詩ぐら
いでした。今まで英会話の講座しか受講した事がなかったので、このクラスで初めて「文学として
の英語」にふれた気がしました。「詩jは、文章とは巡って短い。その短い1-11で言葉を紡いで、白
分の思いや心のj瓜呆を表現する難しさを知りました。しっくりくる単語を探すのに苦労することも
度々 。また、リズム感を出すための工夫をするのも「詩jならではだ‘ったと思います。講座を終え
てみて、意外なiJHこ気がつきました。「詩を苫ーくJことで、「短いセンテンスで伝えたい事を表現するJ
方法を学びました。それは、私にとって会話表現のヒントとなっていたのです。自由にのびのびと
表現する楽しさを知った講座でした。J(永井香里さん)
最後に、このような経験を通じて、英語で気持ちを表現するいろいろな方法をこれからも探した
いと思います。ポエムっていいですね !
Reference: 
Holmes Vicki L. and Moulton Margaret R. (200 1). Wriling Simple Poems -Pattern Poeliy 
fo/' Language Acquisition-. Cambridge Handbooks for Language Teachers. New York， NY: 
Cambridge University Pres. 
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平成23年度公開講座フランス語関連講座概要
一安価で良質な外国語教育を目指して-
清水 まさ志
(富山大学非常勤講師)
はじめに
平成23年度は、前期・後期とも 5講座を開設した。「中級フランス語J1.2、「初級フランス語J3・
4、「入門フランス語フランス文化J1 . 2(五福キャンパスと高岡キャンパス)、「愛を語るフランス
文学J1 . 2。また後期講座「外国のことばと文化を楽しく学ぶ~これからはじめたい方へ-Jにお
いてフランス語の回を担当した。 まず、今年度新たに高岡キャンパスにおいてフランス語講座を開
講したところ、前期は7名と少なかったものの、後期は 19名の受講者が集まり、呉西地区におい
てもフランス語学習の需要が確かめられ、大きな成果を上げることができた。また、「愛を語るフ
ランス文学」と題して、フランス文学の原文講読の講座を開講、前期にスタンダールの『恋愛論i
後期にボードレールの 『悪の華jを取り上げた。前期に 10名、後期に 7名の受講者が集まり、少
ないながら熱心な受講者に恵まれ、平成24年度も継続していくことが決まっている。多種多様な
講座が開設され、全国的に見ても非常に充実した富山大学公開講座であるが、その中でフランス語
閃連講座が、五福および高岡キャンパスにまたがり前期 ・後期合わせ10講座も開設できたことは、
フランス語教育に携わる者として喜ばしい限りである。
5講座とはいえ、ー講座あたりの受講者は 15名以下であり、受講料を鑑みれば採算性が高いと
はいえない。今年度、何人かの受講者の方が「公開講座は受講料が安くていいJとおっ しゃってい
た。それはすなわち一般の語学学校で学ぶとなると、出資がかさむということだろう。そして講座
担当者としても、公開講座は安価で良質な語学教育を提供できる場として、まだまだ可能性が大き
いと考えている。特に学ぶ場が多くない第二外国語の場合、安価である点は非常に重要だと考えら
れる。フランス語の場合、学生のクラスでも、このような少人数で学習できる環境を見出すのは年々
難しくなっている。実際、私立大学では、選択科目のフランス語で5人以上の履修学生がいない場合、
授業自体が開講されないケースもある。しかし語学の授業は、受講者が多いほど一方的な講義にな
らざるを得ず、文法と会話の学習をバランス良く進めるためには、やはり少人数が好ましい。安価
な受講料と少人数で語学講座が開設できている公開講座は、今のところ外国語学習としては大変理
想的な状況である。
1 .英語教育と第二外国語教育
日頃フランス語教育ばかりに携わっていると、現在の英語偏重の外国語教育をl嘆くことはあれ、
英語教育の実際に関してあまり注意を払ってこなかった。それゆえ、平成23年9月23日に開催さ
れた第 14回五福キャンパス教主主教育教員研修会において、英語教育の実践を聞くことができ大変
参考になった。五福キャンパスの教養教育の授業では、毎年科目を決めて学生による授業評価アン
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ケートを実施しているが、そのアンケートで高評価を得た科目の担当教員が、「グッドプラクティス」
と題して教員研修会で発表を行っている。平成23年度は、英語に関する発表があり、科目の追い
こそあれ同じ外国語教育を担当する者として大変興味深かった。その際に、発表者に対して会場か
ら出た質問が印象深かった。「今の英語教育は、英語を f英語jとして教えているのですか、それ
とも 『共通語jとして教えているのですか」、この質問に対して発表された方は少々困惑されてい
たように見受けられたと同時に、現在の英語教育の課題も垣間見られた気がした。各大学で英語教
育に関して様々なプログラムが取り組まれていて、富山大学の教養教育でも独自のプログラムの構
築を目指しているが、現在まだ富山大学の教養教育全体で、どちらの方向性なのか統一された意思
があるわけではないようだ。英語は英語圏の言語であるだけでなく 、違う言語を話す人々同士の「共
通語Jであるという認識がますます広まりつつあり、おそらく英語教育は「共通語jとして教える
方向に進まざるを得ないだろうと予測される。
その場合、英語を学ぶ際の基準が変化せざるを得ないだろう。英語を「共通語」として学ぶ場合、
極端な言い方をすれば、英語は「目的」ではなく「道具」にすぎなくなる。そして英語を作り上げ
てきた英語圏の文化を学ぶ必然、性は低くなる。英語を学ぶためにシェイクスピアについて知る必要
はない。むしろ英語で夏目撤石について十分に説明できることがより重要となるだろう。イスラム
圏の人々は英語に堪能でも、それと同時に英語圏の文化を受け入れているわけで、はない。アメリカ
の経済力を背景に英語圏の文化も世界に広がり、「英語」がいわば特権的な地位に上りつめたとき、
「英語」は「共通語」となり「目的」ではなく「手段Jと見なされていくだろう。この点は、英語を 「英
語Jとして学んできた日本人の教員にとっては戸惑わざるを得ない状況だと考えられる。英語を「共
通語」として教える方向に進めば進むほど、「英語Jを育んできた文化への関心は失われていくと
考えられるからだ。そして英語教育は、ネイテイプを基準とした「英語J教育ではなく、日本人を
基準とした「共通語」教育とならざるを得ないだろう。しかし英語圏ではない国々にとって、それ
はむしろ好ましい平態であろう。その結果、「共通話」をきっかけとして、自国の言葉と文化、そ
して相手の国の言葉と文化を考え、それぞれの言葉と文化を尊重する態度こそが重要であることが
明らかになるからだ。そうでなければ、日本語を「国語」としながら英語を「共通語Jとして学ぶ
ことは不可能ではないだろうか。
この問題は、実はフランス語教育の場でも閉じである。フランス語も、ヨーロッパの「共通話j
と考えられた過去と、世界各地へ植民地政策を行った歴史から、フランス共和国を基準とした「フ
ランス語」として教えるのか、カナダのケベック地方やアフリカの国々も含んだフランス語圏の「共
通語」として教えるのか、これはなおざりにできない問題である。現在の「外国語としてのフラン
ス語J教育は、「共通語」として教える方向に向かっている。ただフランス語を英語と並ぶ「共通語J
としてフランス語教育を推し進めることは、学生に対するひとつの戦略としては有効で、も、一般人
を対象とした公開講座においてそれを強調するのはあまり有効でないと考えている。
2.実用語、専門語、社交語
平成23年度後期に開講された講座「いろいろな言葉を学んでみよう」は、毎回違った外国語 (英
語、フランス語、 ドイツ語、中国語、韓国語)を学ぶ講座で、フランス語の回を担当した。趣旨は
面白かっただけに、受講者が男性2名と少数だ、ったのは残念だ、った。おそらく前期公開講座の開始
前にこうした講座が開講されれば、その後の指針になりやすく、受講者も増えていたのではないか
と思われる。ただ担当者としては、五つの外国語のなかでフランス語をどのように位置づけるかを
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考え、一般の方にプレゼンテーションする良い機会であった。その際に、実用語、専門語、社交語
という区分を使い、フランス語を社交語としてプレゼンテーションした。現在の実用語である英語
とこれからの実用語である中国語、そして特定の分野の専門語であるドイツ語に対して、フランス
語はそうした実利的な観点とは別に、人と人が一緒にいて楽しい時間を持つための言語、すなわち
社交語であるとして説明を試みた。
人間の人生は仕事だけではない、どれだけ日々の生活を楽しく豊かに生きるか、そこにこそ生き
る大きな意味があり価値があると考えられる。フランス語とフランス文化は、 生活を楽しみ豊かに
アール ド ヴ eー ヴん
する術、 iart de vivre =生活の術」を発展させてきたところに大きな特色がある。その観点を取
り入れ、フランス語を学びフランス文化を知ることで、受講者の日々の生活が少しでも楽しく豊か
になることを、公開講座フランス語の趣旨と考えてきた。こうした方向性は、当然フランス語だけ
に限られるわけではないが、その方向性をより前面に出せる点に特色が見出せると考えている。実
利性ばかりが求められ非'市にス トレス度の高い社会に生きるとき、こう した観点は非常・に孟要だと
考えられる。
現代のインターネット社会は、プログ、ツイッタ一、 フェイスブックなど、世界規模で多くの人
と知り合う場があり、そうした場で友だちの輪を広げるためにも外国語をま1ることは大きな意味
を持っている。ただ、こ うしたコミュケーションツールは、遠くの人と コミュケーションを取るた
めには非常に有効でも、すぐ側にいる人とのコミュニケーションをなおざりにしてしまう側面があ
るのも考えなければならないだろう。授業中に学生が携帯屯話をいじっている風景が1"市化してし
まっているし、人と話していても携帯電話が気になりチェックしてしまう人も多い。インターネγ
ト・ツールもやはり良い面、悪い面がある。
今年度、芸術文化学部の一年生対象のフランス語クラスで、公開講座の内容を試してみた。「フ
ランスの朝食jと題し、フランスパンにジャムを塗り 、カフェ ・オ ・レを飲みながらみんなで食べ
るという単純なものである。ある学生がアンケートに「あまりにおいしかったので、一人で試して
みたがおいしくなかった、やはりみんなで食べたからおいしかったのだろう」と書いていた。イン
ターネットでどんなに世界中の人と活発にやりとりしても、ふと屯j原を切ってまわりを見回せば一
人きりだというのでは、人生は豊かだとはいえないのではないだろうか。学ぶこと も同じだと考え
られる。多種多様な教材や便利なツールが存在する現在、語学は一人でいくらでも勉強できる。し
かしそれでも楽しく学ぶことを考えるならば、仲間と一緒に学ぶ場があることが大切なのではない
かと考えられる。今のところ、公開講座フランス語では、フランス語を仲間と一緒に楽しく学ぶ 「共
通語Jとしてとらえているといっていいだろう。しかし、こうした坊を手軽に確保することは、現
代社会に生きる社会人にとってとても難しいのではないかと恩われる。
3.現在の講座における課題
「日々の生活を豊かにする」、 「仲間と共に楽しく学ぶ」を掲げて、これまで5年間公開講座フラ・
ンス語を担当し、前期 ・後期合わせて 10講座まで増やしてきたが、特に平成23年度は現在の体制
の悪い側面が顕著に見られた。第一に、富山大学公開講座の語学講座に設定されているレベル別区
分が、フランス語講座にはうまく適用できないことが明瞭になってきた。というのも、フランス語
講座では、レベル別ではなくクラス別と考えているからである。レベル別は、語学講座の基本であ
ると考えられているが、時間的制約の多い社会人の場合、必ずしもレベルと受講可能な日時は一致
できないのが実情である。フランス語は、継続的に同じ仲間と同 じ時間帯で、スライド的にレベル
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を上げていくという方向性を取ってきたので、年度毎にレベルの名称が変更されても、基本的にレ
ベル別ではなくクラス別である。しかしその結果、平成23年度「中級フランス語J(土曜日 10:00
-12:00)と「初級フランス語J(土曜日 13:00-15:00)のクラスは、違う教科書ーを使用しているため、
初級クラスの進度が中級クラスに追いついてしまい、平成24年度はいずれも「中級クラスJとい
う講座名にせざるを得なくなった。これは継続的な学習から見れば変ではないが、新たに講座を受
講しようとする人には不都合であろう。
さらにクラス別で継続的な受講者が多い場合、すでにクラス内に人間関係と雰囲気が作られてい
て、途中からの受講者が溶け込みづらいという欠点もますます顕著に見られた。 23年度に新たに
開設した五福キャンパスと高岡キャンパスの「入門フランス語フランス文化j講座では、後期から
受講する受講者の定着率に著しい差が見られた。五福キャンパスでは、前期9名の受講者の内8名
が後期まで定着されたが、後期に新たに受講された5名は、その内 l名しか定着されなかった。す
なわち、いかに途中から入ることが難しいかを考えさせられた。一方、高岡キャンパスでは、前期
受講者7名の内5名が後期まで定着されたし、後期に新たに受講された方14名も、その内 12名が
最後ま で定着された。 すなわち、新しい受講者が多い場合、明らかに定~~:率が高いことが明らかに
なった。いくらクラス別だとはいえ、講座が閉鎖的になることは避けねばならず、継続的な学習と
途中からの受講者の受け入れに関して、どう対処していくかより多く考えていかなければならない。
継続的な学習に効果を上げる場合、夏期と冬期のプランクにどう対処するかという点も大きな課
題として残されている。ほとんどの受講者がIを揃えて「休みの聞に習ったことを忘れてしまうJ
とおっしゃるからだ。5年間、 5月から 7月末までの前期と、 10月から 12月の半ばまでの後期に、
回数は 11 固から 12 阿で、ずっと開講してきたが、継続的な学習を考えるj~j合 、 プランクの期間の学
習に|則 しても何らかのフォローを与えなければならないだろう。
日間キャンパスでは後期の最終回後、受講者の方が「公開講座フランス語」のブログを開設し
てみてはどうだろうかと提案くださり、非公式のプログを開設してくださった。講座終了後な
ので、今のところ活発な交流は見られないが、平成24年度はこうしたツールも積極的に活用し
ていくことを考えている。詰-山大学には学生と教員のみがアクセスできる PSNS(Psycho-Social 
Networking Service)システムがあるが、公開講座の一般受講者が利用できるものではない。公開
講座も、いずれはホームページ上で各講座のブログを設置できるようにして活動内容を公開してい
く必要があるかと思うが、取りあえず独自にこうしたインターネッ ト・ツールの利点を活用して、
受講者との連絡や交流、学習のフォローなとな行っていくことを実践してみたいと考えている。
結びに代えて
フランス語教育に悦わる者として、公開講座は外国語教育の理想的な坊で、あると同時に試行錯誤
の実験の場ーである。優先順位で英語教育ばかりが語られる学生の外国語学習であるが、英語が共通
語となった先に、それぞれの国の文化と言葉を尊重する方向性において、第二 ・第三外国語の重要
性が見えてくるのではないだろうか。日本語が国語であり続けるためにも、円本語を話す人々が様々
な言葉や文化を学ぶ機会を失わないためにも、そしてその機会が特別な人のためではなく誰にでも
手が届くものであるためにも、安価で良質な外国語教育を一般の受講者に提供し続けていきたいと
考えている。
楽しむ英会話の公開講座で、教員も楽しむ
渡辺康洋
(芸術文化学部教授 地域連携推進機構地域づくり ・文化支援部門長)
開講の経緯
公開講座「やさしい英会話一海外旅行で使える英語一Jを開講して今年ではや 10年目になる。
第 l回目の講座は、前身の日間短期大学の時代であった。当時筆者は、旅行会社勤務のサラリーマ
ンから教職へ転じて2年目で、まだ学部での授業をこなしてゆくだけでも精いっぱいだった。勤務
での経験を活かしたコミュニケーション系の英語講座を担当してみないか、とお声をかけていただ
き、あまり深く考えずに開講を了承した。初めは果たして何人くらいの受講生に応募してもらえる
か不安があったが、いざふたを聞けてみると 12名の定員を大きくオーバーする講座となった。県
西高岡でも市民の英語学習意欲は極めて高く、以来、毎年開講することになり現在に至っている。
授業の方針と内容
旅行会社での業務経験で、幸運にも世界のさまざまな人々と会話を交わす機会を持つことができ
た。中でも、英語を母語としない人々との英会話経験は、業務であってもプライベートであっても
学ぶところが多かった。彼らの発音はおよそ発音記号からかけ離れていて目茶苦茶なこと、英文法
などまったく知らないのではないかと思わせるような表現をすること、しかし、しゃべるときは実
に堂々と大きな声で話すこと、自分の英語レベルはすっかり棚にあげ、意味が通じなければ、それ
は聞き手が悪いのだと信じ切っていること、そして、遠慮もなくどんなことについても発言するこ
と、等など。「自分は、英語ができない。」と思い込み、できる限り英語との距離を置こうとする日
本人とは実に対照的だ。講座の授業では、受講生にまずこのことを篤と理解してもらう。そして、
英語が苦手だという意識があるとすれば、それは教室の外に置いてくることを約束してもらう。母
語が異なる人々が会話する際に、誰もが使うこ とになっている外国語としての英語に、遠慮の気持
ちをもっているのは日本人だけだと、筆者の旅行会社時代の体験談を交えて説明をして、テンショ
ンをあげてもらう。
講座は英語に関するこの大前提のもとで進めていく。授業の前半は、受講者一人ずつに英語で質
問をしてそれに答えてもらう。週末には何をしたか、夏休みにはどこに旅行をしたか、等のやさし
い会話である。表現できなければ、知っている英単語を並べるだけでいい、との指示もする。それ
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でも英語にならなければ、いったん言いたいことを日本語で言って、それをどう英語で表現したら
よいかを皆で考えようと持ちかける。後述の通り、英語の講座では受講者のレベルにかなりの聞き
がでる。多少でも英語に親しんでいる受講者は、この程度の質問だと流れるように返答するし、対
極にある受講者は、短い日本語だけを発する。それを、おそらく覚えているだろう中学の教科書レ
ベルの文章にこちらで落とし込み、単語は英語で教えながら少なくともーセンテンスは英語で言っ
てもらう。こうするとどんな受講者でも一文は英語で話す。そして、自分の英語が相手に通じたと
いう実感を持ってもらうために、他受講者にそれに対して英語で質問してもらう。このようなやり
とりを繰り返す訳だが、子供が巣立った年齢層の主婦が多いこのクラスはこれでけっこう盛り上が
る。
英語の発言、質問のやりとりが一通り終わった後は、用意した世界の観光地に関する短い英文の
音読練習をする。さらにその内容に関して英語で質疑応答をする。テキストに関する質問に対して
は、概ね順調に答えが返ってくる。誰もが慣れた、日本の教科嘗ベースの学校英語教育のスタイルだ。
そこで、テキストでは答えがみつからない質問も交えるようにするとレベルの高い受講生は答えが
いがあるようだ。そして、授業の最後のパートでは、海外旅行で使える表現をひとつふたつ板書し
たりして紹介する。「この辺でお土産を買える庖はありますか?J、「ホテルの部屋を 3時まで利用
することはできますか?Jなどのいわゆる旅行英会話である。ここでは、筆者のツアコン時代のエ
ピソードなどを交えて説明するので、多少疲れが見えてくる受講者もけっこう関心を見せてくれる。
恐る恐る始めた第1回の講座だったが、また次も受講したいという声から、 2年目、 3年目と継
続し、 24年度には 10回目を開講するまでになった。
前述のような構成の授業を当初は90分で実施していたが、受講者の希望により 2時間に延長し
た。もう少ししゃべる時間がほしいとの声がたくさんあった。2時間の授業時間は現在も続いてい
る。回数は、初年度だ、け毎週間講だ‘ったが、 主婦層が多い受講者にとって参加しやすいように隔週
間催の全6回とした。現在の受講者の中には初回から欠かさず参加している熱心な参加者もいるが、
その他毎回リピーターが数名参加している。このような受講者のためになるべく題材は重ならない
ような配慮をしている。クラスは 12名を定員にしているが、希望者が多くなり毎年15名程度で
ある。英会話の授業としては、このあたりが上限だと感じる。
一方で、受講者の中から、もう少しまとま った英語をしゃべる練習がしたいという声もでるよう
になってきた。そこで、本講座の姉妹講座として「楽しい英会話Jを3年前から新たに実施してい
る。この講座の基本コンセプトは「やさしい英会話」と同じだが、会話練習部分だけを取り出して、
テーマを決めたミニ発表と、それに対する受講者間での質問のやり取りを中心にしている。講座タ
イトルにあるように、この講座は、英語で自分がいいたいことを相手に伝える「楽しさ」を味わえ
るような授業を目指している。
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教える側からみた公開講座の意義
この講座は、実は、教える側としても楽しい授業である。よく言われることではあるが、最近の
学部のJ受業では、学生たちからの自発的リスポンスはほとんどない。90分の講義はのれんに腕押
し状態に近い。しかし、公開講座は少し状況が追う。公開講座の受講生は年齢層的にも唯者に近・い
こともあり、授業はかなりの盛り上がりをみせる。(勢い余って、全面的に日本語会話になってし
まうこともあるが。)教師と生徒のインタラクテイプな関係は時に新鮮であり、楽しい。
また、近年はグローピッシュとも呼ばれる、実際に世界で共通語として話される英語の指導を万
針とする筆者のような教員にとって、この公開講座はまた有意義で‘ある。
現在、教義教育としての大学英語J受業は一段とr!I!学、高校での英語授業のスタイルに近づいてい
ると感じる。学生たちに用意されている各英語授業の内容がだんだんと標準化されてきているのだ。
高校のように複数の教員が共通の教科書を使ってJ受業を行うカリキュラムはその最たる例として
も、英語について担当教員問で共通の授業スタイルや目標、試験方法をとることも珍しくなくなっ
ている。かつてのような、教授によって授業の内容が、よく言えば個性的、恵く言えばぱらぱらだ.っ
た時代とはだいぶ様子が違っている。おそらくこのようなスタイルは、高校を卒業してくる学生の
英語のレベルが総合的に低下している今、それなりの必然性の結果であろう。つまり今の大学の英
語授業は、高校までの英語をしっかりと復習するという任務を帯びている。
このよ うな状況下だと、筆者のような英会話教育コンセプト、つまり英語そのものはでたらめで
もよい、とにかく黙ってないで、英語を声にすることが大事、という主義の英語教育 (ちなみにこ
れは会話だから言えること。ライティングの授業では話は別。)は場進いとなる。というより )j針
を乱すものとなる。しかしその点、公開講座での英語は、達成目標が大学の学生の対象授業とは違
うので、世界語として使われている英語の実態に即した授業が展開できる。イタリア人が話す英話、
マレーシア人が話す英語、と同じレベルで「日本人が話す英語jを話すことを教えることができる。
コミュニケーションのツールとしての英語とは、自分が言いたかったことが相手に通じることが最
大の目的である、と教えることができる。そして通じた時の喜びを受講者に|味わってもらえる教μ
としての「在・び」を、この公開講座は感じさせてくれる。貴重なありがたい機会である。
英語授業ゆえの特殊性
ところで、英語という、講座のテーマとしては一般的な教科は、実はそれゆえの特殊性を持つ。
それは、英語は受講者の誰にとっても決して英語が「初習J科目ではないという ことである。他の
語学や社会系、芸術系科目とちがって、英語を学ぶのが生まれて初めてだ、という受講者はいない。
そのことも一つの理由となって、この講座の受講者の参加動機は実にさまざまである。来年の海外
旅行で使えるように勉強をしに来た、日本に来ている外国人に話しかけたい、仕事で英語が必要に
? ?
なりそう、学生時代に学んだ英語の復習がしたい、等の動機は理解できるとしても、子供(あるい
は孫)が苦しんでいる学校の英語授業のむずかしさを自分でも体験してみたい、などという動機は
想定外だ。また中には、ボケ防止には語学の勉強が一番だと聞いた、とずばりおっしゃるシニア層
もいる。いずれにせよ、単純に「英語を勉強してみたい。Jという動機にはあまりお目にかからない。
このように、受講生が英語の公開講座に求めるモノは千差万別である。それにしたがって受講者の
英語レベルもピンからキリまである。英検 l級に挑戦している人もいれば、過去形がわからない人
もいる。そんな受講生集団を教えるのはもちろん容易で・はない。
しかし、公開講座の教員というもの、どんな状況であっても受講者のニーズや期待感はそこそこ
満足させたい。そのためには、まずいち早く各受講者の受講動機を聞き出すことが必要となるが、
これには語学の授業ゆえできる方法が使える。「なぜ英語を学ぶのかJを題材に会話練習をするのだ‘。
動機がわかったら、なるべくそれに|期述したテーマを指示して発言をしてもらう。そして受講者の
発言内容に応じて、そこからの英語会話を受講者の興味や、目標に沿った方向に誘導して組み立て
てゆく 。なかなか準備がきかない、即興性が求められる授業方法だが、展開がうまくいって受講生
が活き活きと英語で語ってくれるとこちらは実に気分がよい。これは、クラスの人数が十数名であ
ることや、受講生に同世代が多いこと、そして教える側と教えられる側がほぼ同世代であることな
どが理由で可能なのであろう。そのうち、受講生の巾にも こんな進め方がほ透してきて、阿l件のH予
I肢で、ぴったりの返答や質問をしてくれる者がでてくる。そうなると授業はどんどんとよい雰聞気
で展開していく 。もちろん、毎同毎同こんなにうまくいくとは限らないのだ.が。
公開講座ならでは
70歳を越えた受講生が「初めて英語でしゃべることができた。jとのうれしそうな感想を言って
くれ、またリピーター受講者からは「この前の海外旅行で、授業で習った英語を使ったら見事通じ
た。」との報作を受ける。
学部の授業でも学生からこのようなコメントを受けることはある。しかし、社会に出てさまざま
な経験を経た後で、さまざまな動機を持ってこの公開講座を受講している受講者からの感想となる
と、これはまた別の感慨ひとしおである。
この公開講座はもうしばらく続けるつもりである。
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2011年度公開講座とオーフン・クラス〈公開授業〉
アンケート調査報告
仲嶺政光
(富山大学地域連携推進機構生涯学習部門 准教授)
I 公開講座アンケート
ここでは、 20日年度における富山大学公開
講座受講者に対するアンケート集計結果を報告
する。
今年度の公開講座受講者は述べ 1177人であ
り、アンケート回答者は373人であった。回収
率は3l.7%である。
1.集計結果
図表1 回答者の性別
度数 パーセント
男性 125 33.5 
女性 221 59.2 
無回答 27 7.2 
合計 373 100 
図表2 回答者の年齢
度数 パーセント
10代 4 1 .1
20代 13 3.5 
30代 46 12.3 
40代 86 23.1 
50代 73 19.6 
60代 113 30.3 
70代以上 29 7.8 
無回答 9 2.4 
合計 373 100 
図表3 回答者の職業
度数
フルタイム 137 
J¥一 卜 37 
無職 148 
学生 8 
自営業 39 
無回答 4 
合計 373 
図表4 回答者の最終学歴
度数
義務教育 4 
高卒 65 
専門卒 39 
短大卒 59 
大卒 177 
院卒 20 
その他 4 
無回答 5 
合計 373 
図表5 回答者の通学時間
度数
15分以内 66 
16-30分 156 
31-60分 131 
60分以上 17 
無回答 3 
合計 373 
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パーセント
36.7 
9.9 
39.7 
2.1 
10.5 
1 .1
100 
パーセント
1 .1 
17.4 
10.5 
15.8 
47.5 
5.4 
1 . 1 
1.3 
100 
パーセント
17.7 
41.8 
35.1 
4.6 
0.8 
100 
図表6 サテライト公開講座受講経験
度数 パーセント
0回 236 63.3 
1-5回 82 22 
6-10回 13 3.5 
1 1回以上 9 2.4 
無回答 33 8.8 
合計 373 100 
図表7 公開講座受講経験
度数 /て一セント
初めて受講 157 42.1 
1-5回 151 40.5 
6-10回 46 12.3 
11回以上 12 3.2 
無回答 7 1.9 
合計 373 100 
図表8 その他の講座受講経験
度数 パーセント
0回 183 49.1 
1-5回 136 36.5 
6-10回 13 3.5 
11回以上 16 4.3 
無回答 25 6.7 
合計 373 100 
図表9 講座の難易度
度数 パーセント
平易 1 1 2.9 
やや平易 26 7 
ちょうどよい 225 60.3 
やや難解 84 22.5 
難解 16 4.3 
無回答 11 2.9 
合計 373 100 
図表lは回答者の性別をみたものである。男
性 125人 (33.5%)、女性221人 (59.296)となっ
ており、若干女性の方が多くなっている。
図表2は回答者の年齢をみたものである。 60
代 (113人、 30.3%)、 40代 (86人、 23.l96)、
50代 (73人、 19.696)の順に多くなっている。
図表 10で性別との関連をみると、男性は 60代
以上が多く (76人、 62.39o)、女性は 40-50 
代が多くなっている(120人、 55.096)。
図表 10 性別×世代
男性 女性 合計
18 44 62 
30代以下 29.00% 71.00% 100.00% 
14.80% 20.20% 18.20% 
28 120 148 
40・50代 18.90% 81.10% 100.00% 
23.00% 55.00% 43.50% 
76 54 130 
60代以上 58.50% 41.50% 100.00% 
62.30% 24.80% 38.20% 
122 218 340 
合計 35.90% 64.10% 100.00% 
100.00% 100.00% 100.00% 
図表3は回答者の職業についてみたものであ
る。これは、何らかの職業を持つ者(フルタイ
ム、パート、自営業)と持たない者 (無職、学生)
に大別される。前者は213人 (57.l96)、後者
は 156人 (41.896)となっていて、やや有職者
が多くなっている。
図表4は回答者の最終学歴についてみたもの
である。高校卒が69人(18.5%)、専門学校 ・
短期大学卒が98人 (26.3%)、大学 ・大学院卒
が197人 (52.8%)となっており、約半数が大学・
大学院卒となっている。
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図表5は回答者の通学時間についてみたもの
である。最も多かったのが16-30分以内(156
人、 41.896)、続いて31-60分以内(131人、
35.1 96)となっている。
図表7は過去に公開講座を受講した回数をた
ずねた結呆である。はじめて受講した者は157
人 (42.196)となっており 、四割以上の新規受
講者がみられたことがわかる。
図表9は講座の難易度についてたずねたもの
である。「平易Jが37人(9.996)、「ちょうどよいJ
が225人 (60.396)、「難解Jが100人 (26.896)
だった。
図表 11は、公開講座を受講したことによ っ
て得られたメリットについてたずねたものであ
る (複数回符可)0r複数で学んだ‘方が効果的j
(179人、 48.096)、「知識を活用する機会が増え
たJ(163人、 43.796)などが多くなっている。
図表 11
度数 パー セン卜
知り合いが増えた 120 32.2 
活動範囲が広がった 64 17.2 
知識を活用する機会が増えた 163 43.7 
自分の成長を実感できた 117 31.4 
複数で学んだ方が効果的 179 48 
図表12は、公開講座を知ったきっかけにつ
いてたずねた結果である。最も多かったのが「大
学からの郵便物=DMJ (167人、 44.896)、続
いて「知人を通じてJ(73人、 19.696)、rWeb
サイトJ(67人、 18.096)となっている。
図表12
度数 パー セン卜
新聞記事-折込 52 13.9 
大学からの郵便物 167 44.8 
知人を通じて 73 19.6 
Webサイト 67 18 
その他 24 6.4 
以下は、自由記述に記載された内容で、ある。
-許先生の公開講座がとてもわかりやすく、楽
しく学ばせていただきました。次回は、中医
学、漢方薬など理論を勉強したいと思います
ので、よろしくお願いします。(日常生活に
おける薬膳理論)
.ICTを活用した講座を企画してほしい。特
に語学。(ebook屯子書籍…)
-初級クラスでしたが、はじめて受講しました。
同クラスには既に昨年に受講された方が多く
受講されていて、差を!長じました。基礎クラ
ス的なものがあればと思います。講義は大変
楽しく受けさせていただき感謝します。関係
者の方そして先生に! (ドイツ語講座初級1)
.伎の講座の時間;iutは州りの公共交通機関の|剥
係がありますので、教室 ・ロビーなど早く締
まり困ってます。時間待ちで千寺っているとこ
ろを作っていただけるとうれしいです。(巾
級フランス)
・アスカクラスは来しかったです。英語の詩集
も作れてよかったです。このチャンスがなけ
れば作れなかったと思う。(短い言葉で・・・英
語講座)
-講座以外で中国人 (留学生)と接する機会が
あればよい。(中国語講座)
-開始時に自己紹介、終わりに理解して記憶する
ための簡単なテストの希望。(むかしの苦:物一・)
・イタリア、フランス歌曲の講座も設けてほし
い。(ドイツ歌曲)
・受講生によるミニコンサー トやジョイントコ
ンサートなど催されれば良いと思う。(ドイ
ツ歌曲)
.ドイツ歌曲のCD配布していただき、通勤の
途中に聴きながらも学べるのもよいと思う。
(ドイツ歌曲)
-22-
H オープン・クラス(公開授業)
アンケート
ここでは、 2011年度における富山大学オー
プン・クラス (公開授業)の前学期受講生述べ
171人に対するアンケート調査の結果を報告す
る (回収率65.596)。
図表 13 回答者の性別
度数 パー セント
男性 64 57.1 
女性 38 33.9 
無回答 10 8.9 
合計 112 100 
図表 14 回答者の年齢
度数 パー セント
20代 2 1.8 
30代 0.9 
40代 13 .11.6 
50代 21 18.8 
60代 50 44.6 
70代以上 24 21.4 
無回答 0.9 
合計 112 100 
図表 15 回答者の職業
度数 パーセント
フルタイム 14 12.5 
J¥一卜 15 13.4 
無職 73 65.2 
学生 0.9 
自営業 7 6.3 
無回答 2 1.8 
合計 112 100 
図表 16 回答者の最終学歴
度数 J¥一セント
高等学校卒 13 11.6 
専門学校卒 8 7.1 
短大-高専 12 10.7 卒
大学卒 72 64.3 
大学院卒 5 4.5 
その他 0.9 
無回答 0.9 
合計 112 100 
図表 17 回答者の通学時間
度数 パ セント
15分以内 8 7.1 
16・30分 46 41.1 
31-60分 53 47.3 
60分以上 5 4.5 
合計 112 100 
図表 18 オープン・クラス受講経験
度数 パ セーント
0回 32 28.6 
1-5回 43 38.4 
6-10回 27 24.1 
1 1回以上 9 8 
無回答 0.9 
合計 112 100 
図表 19 サテライト公開講座受講経験
度数 パー セント
0回 79 70.5 
1-5回 18 16.1 
6・10回 2 1.8 
無回答 13 11.6 
合計 112 100 
? 。??
図表20 公開講座受講経験
度数 パーセント
0回 60 53.6 
1・5回 43 38.4 
6-10回 0.9 
1 1回以上 0.9 
無回答 7 6.3 
合計 112 100 
図表21 その他の公開講座受講経験
度数 パーセント
0回 61 54.5 
1・5回 34 30.4 
6・10回 3 2.7 
1回以上 4 3.6 
無回答 10 8.9 
合計 112 100 
図表22 オープン ・クラスの難易度
度数 パーセント
易しい 3 2.7 
やや易しい 18 16.1 
ちょうどよ 70 62.5 し1
やや難解 15 13.4 
難解 4 3.6 
無回答 2 1.8 
合計 12 100 
図表13は、回答者の性別をみたものである。
その結果、男性が64人 (57.196)、女性が38
人 (33.9%)となっており、やや男性が多い。
図表14は回答者の年齢をみたものである。
60代 (50人、44.696)が最も多く 、70代以上 (24
人、21.496)、50代 (21人、18.8%)と続いている。
図表23で性別との関連をみると、男性 ・女性
とも 60 代以上が多いが、女性の 40 ~50代の
割合が比較的高い。
図表23 性別×世代
男性 女性 合計
3 。 3 
30代以下 100.00% 0.00% 100.00% I 
4.80% 0.00% 3.00% 
17 17 34 
40・50代 50.00% 50.00% 100.00% I 
27.00% 44.70% 33.70% 
43 21 64 
60代以上 67.20% 32.80% 100.00% 
68.30% 55.30% 63.40% 
63 38 101 
合計 62.40% 37.60% 100.00% 
100.00% 100.00% 100.00% 
図表15は回答者の職業についてみたもので
ある。何らかの職業を持つ者(フルタイム、パー
ト、自営業)と持たない者(無職、学生)にわ
けてみると、前者は36人 (32.196)、後者は74
人 (66.196)となっていて、無職の割合が多く
なっている。
図表16は回答者の最終学歴についてみたも
のである。高校卒が13人(11.696)、専門学校・
短期大学卒が20人(17.996)、大学 ・大学院卒
が77人 (68.896)となっている。公開講座受
講生よりも高学歴傾向が高い。
図表17は回答者の通学時間についてみたも
のである。31~60分以内がもっとも多く (53 人 、
47.3%)、続いて 16~ 30分(46人、41.1%)となっ
ている。
図表18は過去のオープン ・クラスの受講経
験についてたずねたものである。過去に 1-5
回受講した者が最も多く (43人、38.4%)、は
じめて受講 (32人、28.6%)、6-10回受講 (27
人、24.196)と続いている。
図表22はオープン ・クラスの難易度につい
てたずねたものである。「平易Jが21人(18.8%)、
「ちょうどよいJが70人 (62.5%)、「難解」が
19人(17.096)となっている。
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図表24は、オープン ・クラスを受講したこ
とによって得られたメリッ トについてたずねた
ものである (複数回答可)0I知識を活用する機
会が増えたJ(57人、 50.9%)I複数で学んだ方
が効果的J(43人、 38.4%)などが多くなって
いる。
図表24
度数 パー セント
知り合いが増えた 20 17.9 
活動範囲が広がった 14 12.5 
知識を活用する機会が増えた 57 50.9 
自分の成長が実感できた 23 20.5 
一人より複数で学んだ方が効果的 43 38.4 
図表25はオープン ・クラスを知ったきっか
けについてたずねた結果である。s:も多かった
のが大学からの郵便物 =D M (64人、 57.1%) 
であった。
図表25
度数 パーセント
新聞記事折込 17 15.2 
DM 64 57.1 
知人を通じて 14 12.5 
Webサイト 17 15.2 
その他 7 6.3 
以下は、自由記述に記載された内容である。
-学生の学習意欲の向上が期待できる授業とし
て，課題. レポートなど一緒にできたのはよ
かった。
-高岡キャンパスで，中国語の中級程度の会話
主体の授業科目があれば受講したい。
-学内は以前より清潔になり，気持が良い。
-今年の受講は，快く学生が受け入れてくれ，
仲間としての授業環境で¥楽しく熱中した学
び方，知識を増やすことができ感謝の気持ち
である。
-浄瑠璃を読んで.江戸時代の人々の生活習慣
や考え方を知ることができたのは良かった。
機会をみつけて本物の人形浄瑠璃を観に行き
たい。
-学生から元気をもらえたようで気持ちが若
返ったように思う。
-試聴期間を 2週間にして欲しい。l週日に都
合がつかないと受けたいものも諦めないとい
けなくなる。
. 1年間を通じて lつのテーマ.1つの教科書
を最初から最後まで教えて欲しい。
-知識を広めることができ，毎回楽しく受講で
きた。特にグループデイスカッションが楽し
かった。
-適切な指導のもとに初めての中国語をスター
ト出来た。毎回楽しかった。
-休んだ聞の各班のレポートを郵送しても らっ
たことに感謝している。
-もっとたくさんの講座をオープンにしてほし
し、。
-授業料以上の勉強ができた。
-社会人が自分一人だったため疎外感があっ
た。
-実務を経験してきた者としては，知識のリ
ニューアルに役立つたと思う。
-宮大生と一緒に学ぶことができ，精神的に若
返った気分で楽しく 受講できた。
-大きな講義室や大人数の受講生の講義の方が
集中できる。逆の場合.授業内容に興味があっ
ても路賭して申し込みできない。
-経済に関する視野がふえ，新聞も興味をもっ
て読めるようになった。また機会があれば参
加したい。
-本を読んで意味が分からないときに講義に
よって理解する所があり参考になった。
-学生が仲間に入れてくれていると感じられる
ので，楽しく学ぶことができた。
-目を向けてこなかった分野への知見が得ら
れ.研究の方向性を決める大きな助けとなっ
た。
???
??

W 論
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「大学開放」と地域生涯学習の展開
一博物館との協同を視野に考える一
藤田公仁子
(富山大学地域連携推進機構生涯学習部門副部門長)
1 .はじめに
生涯学習時代の到来といったことが言われる
ようになって久しいが、教育基本法改正後は、
「生涯学習」を推進する政策的な位置づけが変
化してきた動きがあることに重要な意味を持つ
と考える。「生涯学習Jの主体である個人の学
びも多椋化 ・高度化するとともに、その学びを
サポートし生涯学習の推進の一端を担う大'字 ・
行政 ・社会教育施設等、さ らにNPOや民間教
育産業の各種の取り組みが多様な学習プログラ
ムを開発し続けている。この状況をふまえた「生
涯学習研究jも、多様な領域 ・角度から追求さ
れてきている。
「大学開放Jという場合、各大学の状況に応
じて実践されているのではあるが、改めてその
基本的な戦略を捉え直すと、地域生涯学習の推
進という視点では一つの役割を担うことで設定
されると言える。国立大学に即して考えた場合
には、「研究 ・教育 ・社会 (地域)貢献Jとい
う3本柱が基本的な役割として設定され、その
「社会(地域)貢献」を具体化するものとして「大
学開放Jが捉えられることも多い。筆者は、「研
究」と「教育jにおいても「大学開放Jが追求
し得る (実際に追求されている)ものと考えて
いるが、それにしても 「地域生涯学習の推進」
に大きくコミットすることが重要である、と考
える。
「地域生涯学習jの担い手としては、地域課
題や住民の生活課題の克服を目指す住民の「学
び」を基本として考えた場合、個人とともに様々
，_ 
な組織 ・団体 ・機関 (大学 ・行政 ・企業 ・ボラ
ンテイア.NPOなど)が考えられるのであり、
それらがネットワークを形成することで 「地域
生涯学習」の推進が可能になる。
ところで、博物館は、主要な「社会教育施設J
の一つであり、「生涯学習」をサポートないし
推進する役割を果たしていることについては論
をまたない。しかし、かつて博物館のlr~J:iとし
て勤務した経験を踏まえると、今岡の大学にお
ける学芸員養成カリキュラムの大幅な改訂のね
らいとするところを考えれば、「博物館教育J
についての捉え方は今後いっそう充実させる必
要があると言わざるを得ない。それは、博物館
米館者の個人の学び、及び社会教育施設の専門
職員である学芸員や関係するスタッフの果たす
べき教育的役割というこつの側面から先ず探究
されるべきことである。さらに、社会的存在と
しての博物館が、現代社会において果たすべき
役割という意味においても、探求されなければ
ならない。
この問、地方の国立大学において「大学開放J
を理論的 ・実践的に追求する立場から、様々な
テーマ・内容で生涯学習について言及してきた。
以前勤務していた岩手大学で、ボランティアの
養成を含めた「大学ミユージアム」の運営にも
関わった経験から、 「地域生涯学習」ゃ 「大学
開放」との関連を念頭におきながら「博物館教
育論」の在り方について私見をとりまとめたい、
と考える。
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l.地域生涯学習の推進とその担
い手の育成
( 1 )地域生涯学習と社会的な教育システム
グローパル化や少子高齢化が進行する中で、
住民は地域における様々な課題に直面してい
る。とりわけ昨年の「東日本大震災」以降、深
刻な問題が生じている。
地域住民には課題として、復興計画の中で、
社会教育の現代的課題として捉えられるものに
柱として位置づけられるべきである、というの
である。そしてその意味でも、個人や行政 ・企
業 ・ボランティア ・NPOなどで「地域をつく
る学びJが必要とされているということであり、
そういう視点から「地域創造教育Jが重要な視
点として位置づけられるべきである、というこ
とである 2)。
今日、地域社会を取り巻く状況は深刻化して
おり、「グローパル化」の進展の下の地域間格
差は拡大し、「少子高齢化」の中で地域によっ
取り組む上で、「教育のシステム化」が必然的 ては高齢化率が40パーセン ト台になり、「限界
に求められることになる。その「システム」を 集落」も増加している。この動向は、住民が労
構築するものとして、公民館や図書館、博物館 . f~jJ ' 生産 ・ 生活を営む地域の条件によって多様
などの社会教育施設、民間企業、 NPO、マス
コミ、大学等多くの組織 ・個人が関わり合うこ
とになる。
例えば、昨年の「東日本大震災」を経験して、
改めて地誌や津波の発生のメカニズムについて
理解することが必要とされるとともに、災害か
ら逃れるための知識、教訓等についての学習機
会を求められるようになっている。
そこでは、大学を始めとする研究機関の研究
者や様々な領域の行政担当者、企業、救援活動
に参加したボランテイア 'NPO、被災した住
民などの協働 ・協同が必要とされている。
「地域生涯学習の推進Jという課題に関連し
て、鈴木敏正の言う「地域創造教育」の視点か
ら考えてみたい。鈴木は、「内発的発展を進め
るためには地域住民の自主的・主体的な学習実
践、すなわち自己教育活動が不可欠であり、 21
世紀においては、自己教育を本質とする社会教
育の論理を組み込んだ内発的発展論が求められ
ているということである。しかし、そのために
は同時に、生謹教育 ・社会教育の側からも 『地
域をつくる学びjを育てる 『地域創造教育jを
発展させなければならない」と指摘する l。筆
者なりに理解すれば、「地域課題 ・生活課題J
を「内発的発展」というコンテクストの中で克
服しようとすることが大事であり、そのために
は「自己教育を本質とする社会教育Jが重要な
な事象となって現れている。その基盤には、産
業構造の変容とそれに伴う社会構造 (社会的人
間関係)の変容がある。一方ではそうした社会
変動にともなって地域社会が解体している所も
あるが、他方では積極的に「地域づくり」に取
り組む地域もある。
こうした傾向は、様々な形で「博物館」にも
影響を及ぼしている。例えば、人口減少が急激
で、地域に居住する若者 ・絶対的人口が減少す
ることで、かつての地域社会 ・人間関係によっ
て継承されてきた生活文化 ・伝統的な文化が消
滅した事例も多い。勿論、目的意識的に生活文
化 ・伝統文化を継承する取り組みをしている地
域も多い。こうした中で、博物館は、地域の生
活文化 ・伝統的文化を有形 ・無形の「資料」と
して収集 ・保存することが必要とされてくる。
かつて、筆者は、「アイヌ民族」に関連して文
化の継承 ・発展という課題を博物館が積極的に
担うべきではないか、と提起したことがある3)。
かつての狩猟 ・採集を主な生活基盤としていた
明治以前と比較して、大きく異なる生活条件に
あってもなお、民族として文化を継承しようと
する努力がなされていることに注目したい。ま
た、この小論が執筆された当時と比較して、社
会のマイノリティに対する配慮がなされるよう
になってきているのだが、決して十分なものと
は言えない。その意味でも、博物館が地域の生
? ?
活文化 ・伝統的文化を保存 ・継承しさらに発展
させる役割を担うよう期待したい。
また、 「社会的協同関係Jに注目した場合、
公民館活動と連動して積極的に「社会的協同」
を再生産ないし創造しようとする取り組みが各
地で展開されていることにも注目する必要があ
る。公民館と博物館は同じ条件下にあるわけで、
はないが、これまで以上に博物館が 「地域づく
り」や「社会的協同Jといった課題に和極的に
取り組む必要がある、と考える 410
(2) r大学開放」と博物館
地域課題に取り組む個人や行政 ・企業 .NP
O等も多い。環境問題や経済発展、福祉、医療
等々、多くの課題には、その課題について正確
に認識する上で継続的な学習が不可欠となる。
また、そこでは「学習」が「学習jとして完結
するのではなく、学習の成果を「実践」へと発
展させ、 「実践を通して学習を深めるJという
ことが追求されなければならない。また、「実践J
も、多くの場合は 「社会的協同Jで追求される
ことになる。
このように考えた場合、個人や行政 ・企業 -
NPOの学習をサポートするものとして (行政
や企業 ・NPOの内部で学習活動を展開するこ
とも多いのだが)外部に講師やファシリテー
ターなどを求める場合も必要とされてくる。そ
こで、恒常的に研究活動を行っている大学や教
育機関などの果たす役割が注目されることにな
る。
「大学開放」をネットワークの組織化という
文脈で捉えるならば、博物館もその一翼を担う
ことが求められている 5)。
ネットワークの組織化ということは、様々な
課題ごとに追求すべきものである。例えば、昨
年の東日本大震災による被災者の支援という課
題は、国家や自治体 ・組織 ・企業 ・個人に即し
て設定されるべきである。その課題を具体化す
る際に、よ り効果的に対処する上で、様々なレ
ベルでのネットワークが必要とされてくる。実
際、「とやま 31 1ネット」は、富山に移り住
むようになった人々の支援活動を行う上で、極
めて積極的に活動し、多くの成果を上げること
カfできている 610
博物館が関与し得るネットワークには、教育
や文化活動をはじめ、地域づくり ・地域の活性
化を図る多様なものが考えられる。例えば、青
森県では、「教育支援プラットフオームjの組
織化が図られているが、これには 「三沢航空科
学館Jが重要な役割を果たしている。学校教育
と連携し、博物館で蓄積された資料や研究成果
を活用した教育活動を、博物館から学校に「ア
ウト ・リーチ」する活動である。のみならず、
学校教育をサポートする体制を企業や、 NPO
などを巻き込んで、「教育支援プラッ トフォ ムーJ
を組織する上で、 「三沢航空科学館jは地域の
センター (事務局) としての役割も果たしてい
る。
また、 「エコミ ュージアムJという構想は、
基本的に博物館聞の連携 ・博物館運営への住民
参加という内実をもつものと して性格づけられ
ており、その意味では「ネ ットワーク」 が基軸
にf居えられている、と十足えることカfできる。
「大学開放jの一環として、近年 「ユニパー
シティミュージアム」が多くの大学で設置され
るようになってきている。大学によって、その
位置づけ ・果たすべき役割や機能において異
なっている。「研究」、「展示」、 「資料保存J等、
どの博物館機能に重点を置くかは様々である。
岩手大学の「大学ミュージアムJの運営を一例
に挙げると、めざしていたことは、単に大学の
一施設の管理運営を担当するということにとど
まるものではなく 、「大学開放」の拠点として
位置づけようとするものであった。即ち、大学
ミュージアムの役割は、第一に、大学として蓄
積した研究活動の成果と現在の教員の研究活動
の過程で集積された資料などを「公開」するこ
と、 第二に、展示解説を行うボランティアを養
成し、来館者の展示見学をとおした学習をサ
ポートすると同時に、ボランティアに参加する
市民の学習をサポートすることであり、これら
は大学開放の基軸となっている i)。
田. I博物館教育論Jの基本的な
捉え方
( 1 )博物館の果たすべき機能としての教育
博物館が社会的に果たすべき機能は、調査研
究、資料の収集・保存 ・管理、展示、教育普及、
情報提供、として捉えられる。「情報提供」は、「教
育普及」の一部として考えることも可能かもし
れないが、「ネット社会Jといわれる今日に対
応した、相対的に独自な機能として考えたいと
思う。具体的には、ホームページを開設して様々
な情報発信を行うことである(アクセスの方法、
特別展示の紹介、教育普及事業の広報、博物館
活動の報告、 r1iJf究紀要jや 『年報j等の出版
物の Web上での公開、所蔵している資料につ
いてのデータ提供、等々)。 技術的な発展にと
もなって、多株な方法で多様なコンテンツを提
供できることから、最近はバーチャルミュージ
アムという形で情報提供している博物館も多く
存在する。
ところで、今まで「博物館教育」という用語
は、多くの場合、博物館が持つ機能として、あ
るいは博物館が果たすべき役割 ・活動のーっと
して捉えられてきた。しかし、「博物館とは何か」
とか「博物館の利用の仕方jを教育内容として
いる、という捉え方もある。そこで「博物館が
果たしている教育機能をどのように捉え、今後
充実させていくべきか」という基本的な立場か
ら論点整理を試みたい。
この問、博物館の教育機能を重視する傾向が
強まってきている。博物館の教育機能について、
かつて倉田公裕は博物館法第2条の定義をふま
え、「博物館の存在理由とは一体何であろうか。
端的に言えば博物館は博物館活動を行い、社会
の教育を役割とする機関といえよう」と述べた
ことに注目したい8)。倉田の場合、法律上博物
館が社会教育施設として位置づけられている、
という ことを単に確認しているのではない。北
海道立近代美術館の館長としての実践において
も、松極的に教育活動を重視し、その精神の実
現を図っていた。
また、若宮広和の捉え方では、展示を含めて
「教育機能」が構成されている。即ち、「展示事
業」、「出版事業」、「教育事業」の3つで博物館
の教育事業として位置づけていたのである 9)。
乍者も、博物館の展示は、社会教育施設として
博物館が果たすべき社会的役割を実現する活動
として最も重要なものの一つであり、優れて教
育的機能を発揮している、と考える。また、多
くの博物館来館者は、その来館目的が展示見学
にあるということができ、実際に展示見学:をと
おして多様.な教育学胃効果を実現しているので
ある。また、『ガイドブックjゃI展示解説占j、『図
録j等の一般向けに編集発行された各種印刷物
は、「自己教育J活動の優れた教材として亙要
な役割を果たし得るものであり 、学芸員の調査
研究活動の成果を集約した f調査報告jや 『研
究年報jなども、場合によっては教材となり得
るものである。そして、「講演会Jや「講習会J、「見
学会J、「展示解説」等々の教育事業は、一義的
に 「教育活動Jとして位置づけられる。
しかし、そうした教育論を展開する前提とし
て、各種の教育事業に参加する「受講者Jや「参
加者」を「学習主体jとして位置づけた上で、「学
智者の学習過程」という視点からは、十分な分
析がなされてこなかった、と言えるのではない
だろうか。
なお、「博物館教育論Jに焦点を絞って論述
するならば、展示については「博物館展示論J
として、周知のように今回の博物館学関係の講
義の改訂において、独立させて講義科日として
設定されることになっているからである。
筆者が散見した中では、これまで博物館の関
係者の中で展開されてきた「博物館教育論」は、
総じて博物館が実施している教育的活動の実Wi
に即して、その活動の教育的機能の確認に終始
? ?
していた面が多かったと考える。勿論、多様な
教育方法が展開され、それに伴って様々な教育
内容が構成し得るため、それは博物館ならでは
の積極的意義に基礎づけられた議論であった。
鷹野光行は、「博物館教育論」について、 『博
物館学事典jの中で次のように述べている。即
ち、 12009(平成21)年の学芸日益成科目の見
直しの際に新たに設けられた2単位の科目。博
物館の教育活動の充実と重要性が世界的にも要
討されていることも踏まえ、設定された。それ
まで科目として設けられていた f教育学概論j
の内容の一部も含むものとされ、博物館におけ
る教育活動の基盤となる理論や実践に関する知
識と方法を習得し、博物館の教育機能に関する
基礎的能力を養うことをねらいとして、学びの
立義、博物館教育の意義と理念、博物館の利用
と学び、博物館教育の実際、の観点から取り扱
うことにしたJIO と。鷹野は、このカリキュ
ラム改訂に際して、 「全日本博物館学会」の内
部に設定された検討委員会の委員長を務めた
が、筆者もこの委只会の委員として議論に参加
している。
勝野が言う「学びの意義、博物館教育の意義
と理念、博物館の利用と学び、博物館教育の実
際」ということ を理論的・実践的に深める上で、
筆者は少なくとも次の3点が必要ではないか、
と考える。第一に個別的な博物館における教育
実践に即した検証を行う 、第二に他の社会教育
(公民館、図古館など)との比較を行う (相違
性と同一性の両}Iで捉える)、第三に、社会教
育施設を拠点とした住民の社会教育 ・生涯学習
を離れて、よ り一般化した中での「個人の学習
と教育」について整理する、ということである。
関連して小原千夏は、 「博物館教育学」につ
いて、「博物館教育は、年々多様になっており、
展示のほか、展示解説、講座、サークル活動、ワー
クショップなど、様々な教育活動があるJ11 と、
多様な形態のものが実践されていることを指摘
している。さらに、「博物館教育の特色は、資
料に立脚していること、調査研究がなされ情報
が蓄積されていること、学芸員その他専門職員
がいること、にある。つまりIものJrことJrひ
とjによる複合的な教育が可能だということに
あるJ12)としている。こうした認識の上に、円増;
物館教育学jの謀題を「博物館教育の実態、効
果、問題点などを明らかにし、今後の在り方を
探るJ13)ことにある、としている。筆者も基
本的に同じ認識である。
(2)博物館法に示された教育的活動
先に触れたように、大学における養成カリ
キュラムの大幅な改訂が図られ、 「博物館教育
論Jが新たに設定された。この 「博物館教育論J
をどのような内容で構成するべきかということ
を念頭におきながら、ここで博物館法に示され
た教育に関わる条文について吟味してみたい。
先ず、第l条の 「この法律のFln~J では、「こ
の法律は、社会教育.法 (昭和二十四年法律第
二百七号)の精神に基き、博物館の設置及び運
営に関して必要な事項を定め、その健全な発達
を閑り、もって同民の教育、学術及び文化の発
展に寄与することを目的とする」と明記されて
いる。「博物館の健全な発達を図るjと同時に、
そのことで「国民の教育、学術及び文化の発展
に寄うするJことが笠岡されていた、というこ
とである。また、何よりも「博物館法」の基礎に、
「社会教育法の精神」を置くと明記することで、
博物館を社会教育施設として位置づけた、とい
う点を石在認しておきたい。
次に、博物館法に規定された「教育機能」に
ついて触れてみたい。やや長くなるが、紹介し
たい。約2条では、「この法律において『博物
館jとは、歴史、芸術、民俗、産業、自然科学
等に関する資料を収集し、保管 (育成を含む。
以下同じ。) し、展示して教育的配慮の下に一
般公衆の利用に供し、その教養、調査研究、レ
クリエーション等に資するために必要な事業を
行い、あわせてこれらの資料に関する調査研究
をすることを目的とする機関(社会教育法によ
る公民館及び図書館法(昭和二十五年法律第
-31-
百十八号)による図書館を除く 。)のうち、地
方公共団体、民法 (明治二十九年法律第八十九
号)第三十四条の法人、宗教法人又は政令で定
めるその他の法人 (独立行政法人 (独立行政法
人通則法 (平成十一年法律第百三号)第二条第
一項に規定する独立行政法人をいうJとなって
いる。この第2条の「定義」では「教育機能」
や「教育普及」という用語は見いだすことはで
きない。しかし、 i(一般公衆の)教養、調査研
究、レクリエーション等に資する」ということ
は、「社会教育法Jで示された国民の「自己教育」
の内容の一部を構成している、と捉えることが
できょう 1110 さらに今日的には生涯学習の理念
にも連なるものとして位置づけることが可能で
ある、と考える。
第3条 「博物館の事業Jには、具体的な活動
が提起きれ、その中には、「教育機能」ゃ「教
育普及Jを意味するものが示されている。以下、
具体的に紹介しよう。
先ず、 「第一項三号Jでは 「一般公衆に対し
て、博物館資料の利用に関し必要な説明、助言、
指導等を行い、又は研究室、実験室、工作室、
図書室等を設置してこれを利用させること」が
挙げられている。「資料の利用に閑し必要な説
明Jは、専門職員である学芸員によってなされ
る場合もあるが、 1970年代以降は 「展示解説」
を行う「解説員」といった専門職員が配置され
る博物館が増加し、さらに近年では、住民のボ
ランテイア活動によって担われる例も増えてい
る。先に紹介した 「岩手大学ミュージアム」の
場合も含めて、展示解説を行うことで博物館の
教育機能は一段と充実する、と言うことができ
ょう。
また、「研究室、実験室、工作室、図書室等
を設置してこれを利用させるJということは、
管理上のこともあり、必ずしも多くの博物館で
追求されているとは言い難い。しかし、「図書室J
については、比較的規模の大きい博物館では設
置されている例が多く、展示資料に関連した図
書や、博物館が発行している各種印刷物等が配
架され、住民の学習活動に利用されている。
「第一項第六号Jでは、「博物館資料に|却する
案内書、解説書、目録、図録、年報、調査研究
の報告書等を作成し、及び頒布すること」が示
されている。先に紹介した若宮などの「博物館
教育」においても明記されているとおりである。
今日的な状況としては、「頒布」するというこ
ともさることながら、Web上で積極的に公開
する、ということが追求されてきている。
「第一項第七号Jでは、 「博物館資料に関する
講演会、講習会、映写会、研究会等を主催し、
及びその開催を援助することJが挙げられてい
る。「講演会、講習会」等は、今日では一般的
な「教育普及事業Jとして、椋々なテーマ ・内
容で実施されている。個々の博物館の置かれた
状況によって異なるが、「見学会」ゃ「観察会J、
さらに「ワークショップ」など名称 ・方法も多
様化している、ということができる。「映写会」
ということについては、ある意味では 「時代的
制約Jといえよう。「映画フィルムJや各種「映
像資料」は今日なお博物館の重要な資料になっ
ているが、かつて広範に行われていた「映写会」
は影を潜めた。映像関係における技術革新は著
しく、それが博物館の世界にも反映している、
ということである。
「第一項第八号」では、 「当該博物館の所在地
文はその周辺にある文化財保護法 (昭和二十五
年法律第二百十四号)の適用を受ける文化財に
ついて、解説書又は目録を作成する等一般公衆
の当該文化財の利用の使を図ることJが挙げら
れている。「文化財Jとしては、考古遺物 ・埋
蔵文化財が思い浮かぶが、今日では工場ーなどの
産業遺産や橋梁なども含めて広く捉えられ、和
極的に保存されるようになってきている。こう
した活動も、住民の 「自己教育Jや「地域生涯
学習」の推進という文脈では重要な意義を持っ
ている、と考える。
「第一項第十号」では、「他の博物館、博物館
と同ーの目的を有する国の施設等と緊密に連絡
し、協力し、刊行物及び情報の交換、博物館資
料の相互貸借等を行うこと」が挙げられている。
実際、博物館聞で各種印席IJ物が交換されたり、
特別展開催の際には資料の貸借も実施されてい
る。また、都道府県や全国レベルで「博物館協
会」が組織され、博物館 ・学芸員などの交流も
追求されている。インターネットを利用した交
流 ・ネットワーク化も模索されている。
「第一項第十一号」では、「学校、図告:館、研
究所、公民館等の教育、学術又は文化に関する
諸施設と協力し、その活動を援助すること」が
挙げられている。博物館の特徴をいかした形で、
教育機関や研究機関 ・文化施設等との幅広い連
携が想定されていた、ということである。
このように見てくると、博物館法が制定され
た1951年当時すでに多様な教育機能を追求す
ることが想定されていた、という ことができょ
う。勿論、時代的制約という面もあるが、 「社
会教育施設jとして住民のf自己教育Jをサポー
トする基本的立場が示されていることからは、
先にも触れた「地域生涯学習の推進」というこ
ととの関連も含めて、多くのことを学び取るこ
とができる。
(3) r学校教育との連携」
先に触れた博物館法「第三条第二項」では「博
物館は、 その事業を行うに当つては、土地の事
情を考慮し、国民の生活向上に賢し、更に学校
教育を援助し得るようにも留意しなければなら
ない」と示されている。博物館と学校教育との
連携については、古く戦前の「教育博物館」の
時代から追求されてきた経緯はあるのだが、実
際には博物館法制定当時は博物館の設置数も少
なく、必ずしも積極的に位置づけられてこな
かった、ということができょう。しかし、近年
では、博物館における教育機能を追求する上で、
学校教育との連携を積極的に志向することも顕
著である。「国立民族学博物館」など多くの博
物館で、「博学連携」ということが実践的に追
求されてきている。
学校教育の一環で、博物館を利用する場合は、
かつては団体行動の中で展示見学をすることが
中心であった。社会科の単元で、地域の歴史を
学習することが必要とされ、その関連で博物館
展示を「教材jとして活用しよう、というもの
である。
見学 ・研修旅行 (修学旅行含む)の一環とし
て、名所旧跡を訪れる場合もあるが、最近は著
名な博物館や、遠隔地にあるため訪れることの
少ない博物館を訪れ、 lつのテーマに焦点を当
てて調べ学習をするというケースもある。歴史
学習や科学技術の学習など、博物館の展示に応
じて、多J憾な教科においていわば「教材」とし
て活用し得るものである。とはいえ、 「博物館
の利用の仕方」を学ぶことが少ないという面も
あり、その意味での 「博物館教育」という課題
も存在している、という ことができょう。
また、総合的学習を進めていく中で博学連携
の一環として、博物館資料を学校教育の中で活
用する教育実践もあり 、それをサポートするこ
と(資料を貸与したり 、学芸員が教育内容を編
成する上で専門的な知識を提供するといった協
力)も追求されている。
IV.社会教育 ・生涯学習論との関
連の捉え直し
一博物館の発展を目指して一
( 1 )教育と学習
ー その相互規定的な関係ー
ここでは、「教育Ji学習」といった概念につ
いて簡単に検討してみたい。
「学習」は、個人が生活を営む上で恒常的に
行っていることであり、いわば社会的存在とし
ての人間の「存在形態」であると言えよう。そ
の意味するところは、日常生活の中で様々な人
間関係 (家族、職場、地域などの人間関係)を
通じて「学習」したり、メディア・インターネッ
トなどを利用して、現代的課題、地域 ・生活課
題等を「学習Jしている、という ことにある。
この「学習」という行為は、一定の目的意識 した研究成果をふまえて、博物館においても教
的な「行為」ゃ「行動」としてイメージされて 育機能について実証的に研究していくことが求
いる。しかし、人間の「行為」ゃ「行動Jは、 められている、ということである。
必ずしも「意識的に」方向付けられたものとし
て遂行されていない局面においても一定の学習
効果を上げる場合もある。「行為」や「行動」
の遂行の中に、学習効果をもたらす可能性を内
在させている、と捉えることができるのではな
いか、と考える lるl。
「教育」と「学習Jについて考えた場合、そ
れは相互規定的な関係として捉える。「学習jは、
自ら学ぼうとする個人(学習主体)が外界に働
きかける行為である。自然や社会的な環境と密
接に関わり合う営みである。多くの場合、社会
的に提供される様々な情報 ・学習媒体との関わ
りの中で学習という行為は成立している。ま
た、「他者Jとの関係の中で営まれる行為であ
る。この場合、「他者jが和極的に一定の働き
かけをしようとするのが「教育」ということに
なる。その「他者Jは、社会的な一定の役割を
担う存在として立ち現れてくる。具体的には、
学校という社会的なシステムのrl'で「先生」と
いう役割を担うものとして立ち現れる。あるい
は、社会教育施設の専門職員 (例えば、博物館
の学芸員など)といったように。今日では、民
間教育産業やNPO等が「教育機会Jを提供す
ることも多い。また、「大学開放」ということで、
大学教只が地域住民・市民を対象として「教育」
の役割を果たすことも多い。
このように、「教育jと「学習」をめぐっては、
様々な角度から議論する必要があるが、少なく
とも「場Jと「場を構成する条件Jを設定する
必要がある、と考える 160
また、社会教育・生涯学習の領域では、この問、
教育方法論に関する実践・研究の苔和もなされ
てきている。とりわけ多様な「参加体験型」の
学習方法として、近年、様々な実践と理論的蓄
積がなされてきている。もっとも、その多くは、
社会教育施設の中では「公民館Jにおける学習
活動や研修の場において追求されてきた。こう
( 2)博物館を利用した住民の学習活動
ここで、改めて博物館教育論のパラダイムと
社会教育 ・生涯学習について簡単に考察してみ
たい。
博物館を訪れる人を対象として教育学習を論
じる場合、少なくとも展示見学という利用方法
の場合と、講演会等一定の教育的条件の下で展
開される教育学習とに区分する必要がある。と
いうのは、「展示見学」という行為、 unち「学
習の営みJの積極的な意義とその「限界」は、「講
演会Jや「講座」等の学習機会に参加すること
で実現する「学習効果jと相対的に異なるもの
として捉えられるべきである、と考えるからで
ある。
多くの来館者の展示見学をとおした学習と教
育について考えてみよう。チどもから高齢者ま
で、年齢層は極めて広い。博物館の個別性を考
えた場合、動物図や美術館、歴史系博物館、科
学館、といった種類によって来館者の求める学
習内容が異なっている。さらに、 学習歴や世代
的な文化の共有状況の追いなども反映してく
る。それは「展示見学」において一段と顕著と
なる。
また、一過性の来航者とリピーターとでは、
利用頻度を規準とした米館者即ち住民(学押者)
の性格づけも必要とされてくる。少なくともリ
ピーターの場合、その多くは博物館の展示や教
育活動に強い関心を持ち、実際に展示見学のみ
ならず、講習会、講話i会等の多様な博物館事業
に桁梅的に参加している。さらに地域における
自然、 ・環境等や歴史・文化など、展示内容に|拘
わる専門分野に比較的強い関心を持っている、
ということが想定される。こうした学習者の場
合、「共同学習」や「学習した成果を社会参加
に生かすjということも事業の目的として設定
するべきではないか。実際、多くの博物館では、
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こうしたリピーターが博物館ボランティアとし
て活動していることも多い。
とりわけボランティア活動については、今日
では自立的な組織活動を行う例も生まれてきて
おり、今後自主的に研修や学習活動を行う他、
博物館が主導して行う調査研究活動に参加する
ことや、資料の所在調査などにおいて、ボラン
ティアスタッフ(住民)も調査員として参加す
る、あるいは共同での調査 ・研究活動に携わる
という機会も多くなるだろう。
以上をまとめると、博物館の展示見学をとお
した学習活動(展示解説を受けることも含めて)
や講演会 ・講座等に参加することで実現する教
育学習効果について実践的 ・実証的に探究する
ことが重要である、ということになる。また、
継続的に博物館の教育の場に参加することで実
現する教育学習効果についても検証する必要が
あり、それは住民の「社会参加」との関わりも
視野に入れて行われる必要がある、ということ
である。さらに、地域生涯学習の推進という文
脈の"，で、「地域創造教育」や生涯学習ネッ ト
ワークの形成の一端を博物館が担う、といった
点も重視される必要がある、ということである。
I事物館学の関連授業科目として、これまでも
「生涯学習論jや「博物館情報論」が必修科目
として位置づけられてきた。しかし、「生涯学
習論」の領域は極めて広く、講義内容を「区間:
館司占Jr社会教育主事Jr学芸只」という伺別
の社会教育専門職只に絞って、資格取得のため
にシラパスを作成することは、複数の資格を取
得できる大学が多い現状では難しいと考える。
しかしながら、社会教育専門職員の対応しなけ
ればならない個別の社会教育施設に対応できる
「生涯学習者Jのより実践的な「教育論Jr学科I
論」等の専門的教育は必須で、あると考える。
v.結び
この小論では、博物館教育論をめぐって、筆
者なりの教育論 ・生涯学習論を基礎として、一
定の論点整理行うことができた、と考える。長
らく「大学開放Jに関する研究と実践を追求し
てきたが、その中からも「博物館教育論Jを構
築していく上で重要な論点を見いだすことがで
きた、と考える。簡単に要約すれば、次のよう
になる。
第一に、博物館法第l条の「目的J及び第2
条の「定義」、そして第3条で示された具体的
な事業から、豊かな「教育機能Jを読み解くこ
とができる。
第二に、社会教育・生涯学習における「教育」
と「学習」について基本的な整理を行った。「学
習」と「教育jを相花作用として捉えることで、
「学習主体」というものの性格付けがいっそう
明確になる、と考える。また、社会教育法に言
う「向己教育jについても、今日的に捉えなお
すことができる、と与える。
第三に、社会教育施設としての博物館に即し
て「教育機能jを捉えると同時に、地域課題 ・
生活課題に関する地域生涯学習を推進する上
で、博物館が果たしf与る役割に注目する視点の
必要性を探究することが重要である、と考える。
<注>
1 )鈴木敏正「内発的社会経済発展と f地域をつく
る学びJ (宮崎隆志 ・鈴木敏正編著 『地域社会発
展への学びの論理下北町産業クラスターの挑
戦j、序章、 1頁、北樹出版、 2∞6年)。
2)関連して、m者は地域の持続的発展を図る課題
と大学:開放について別の機会に触れているので参
照されたい。拙稿 「今日的な大学の役割!と地域生
涯学習の方向性一持続的発展を目指して-J(r富
山大学地域連携推進機構生涯学習部門 年報j、
第 13巻、2011年)。
3)拙稿 「アイヌ文化の継承と博物館の役割J(日
本社会教育学会編 『多文化 ・民族共生社会と生涯
学習j、東洋館出版、1995年)。
4) i社会的協同」については、鈴木敏正 『教育の
公共化と社会的協同一排除か学び合いか-J(北
樹出版、 2∞6年)などを参照されたい。
5)地域生涯学習を推進する上でネットワークの形
成を軸に展開することの重要性についてはすでに
別の機会に触れているので参照されたし、。拙稿
「ネットワーク型生涯学習と大学開放J(r岩手大
学生涯学習論集j、第4号、 2008年)。
6)この点について、筆者は 「日本社会教育学会第
58回研究大会J(2011年)で、「地域協働型ネ ッ
トワークと大学開放一緊急支援活動の事例から
-Jとし、うテーマで、藤田昇治(弘前大学)と共
同研究発表を行っている。
7)i岩手大学ミュージアムJについては、別の機
会に触れているので、詳細についてはそれを参照
されたい。拙稿 「地域と融合した住民参画型 f大
学開放jの実践と可能性一地方国立大学博物館の
実践例から一J<r北海道大学教育学研究科紀要j、
第号、 2012年刊行予定)。
8)倉田公裕f博物館学J(10頁、東京堂出版、1990年、
第 12刷)。
9)若宮広和 「博物館教育の種類J(加藤有次 ・椎
名仙卓編 『博物館ハンドブックj、N. 2.1、雄
山閣、1998年)。
10)目標野光行 「博物館教育論J(全日本博物館学会
編 『博物館学事典j、288頁、雄山問、 2011年)。
1)小原千夏「博物館教育学J(全日本博物館学会
編 『博物館学事典j、288頁、雄山間、2011年)。
12)同前。
13)同前。
14)社会教育法における 「自己教育jの概念につい
ては、鈴木敏正 『自己教育の論理 主体形成の時
代にJ(北樹出版、 1992年)を参考にされたい。
15)こうした 「学習」についての理解については、
拙稿「食生活-食文化を捉えるパースペクテイブ」
(北海道大学大学院文学研究科 社会システム科
学講座小林甫退官記念論集 『現代の社会学地平j、
2004年)や拙稿「生活規範の変容と生涯学習J<r岩
手大学生涯学習教育研究センタ一年報j、第3号、
2∞5年)を参照されたい。
16)藤田昇治「生涯学習と社会参加J<r弘前大学生
涯学習教育研究センタ一年報j、第13号、 2010年)
を参照されたい。
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V 大学開放推進懇話会報告

第 13回富山大学大学開放推進懇話会
日時 平成24年2月15日(水)10:0 -12:0 
場所 富山大学事務局 5F大会議室
主催 富山大学地域連携推進機構生涯学習部門
趣旨 富山大学大学開放推進懇話会要項に基づき、学外有識者から意見を聴き、多様
出席者
委員
化・高度化する学習状況や地域ニーズへ対応した効果的な学習を提供し、大学
開放事業をより円滑に推進するとともに、その実施状況について評価を受ける
ため開催する。
平野 富佐 (富山県教育委員会生涯学習 ・文化財室長)
加藤 敏久 (富山県民生涯学習カ レッジ学長)
金井 進 (富山県生涯学習団体協議会会長)
北村 康明 (日本放送協会富山放送局局長)
西国 良正 (富山市市民学習センター所長)
和田 悟(北日本放送(株)常務取締役放送本部長)
板倉 均 ( (株)北日本新聞社代表取締役副社長編集局長)
伊藤 敏幸 (富山県立小杉高等学校校長)
富山大学
遠藤俊郎 (富山大学長)
丹羽 昇 (理事 ・副学長地域連携推進機構長)
竹内 章 (地域連携推進機構生涯学習部門長)
藤田公仁子 (地域連携推進機構生涯学習部門 副部門長)
仲嶺政光 (地域連携推進機構生涯学習部門准教授)
渡遁 弘樹 (研究振興部長)
近藤達也 (研究振興部付)
中田由紀子 (研究振興部社会貢献グループ地域連携チーム 主査)
藤井秀春 (研究振興部社会貢献グループ地域連携チーム 主任)
平野美沙希 (研究振興部社会貢献グループ地域連携チーム)
坊田 康平 (研究振興部社会貢献グループ地域連携チーム)
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1 .開会の辞
富山大学地域連携推進機構の生涯学習部門長竹内草より、以下のあいさつがあった。
富山大学の平成23年度大学開放事業についてご報告するので率直に評価していただきたい。
本学は総合大学として、8学部すべてがオープン ・クラスや公開講座などの大学開放事業に取り
組んでいる。昨年は東日本大震災が発生し、近い将来、西日本大震災も危倶され、まさに地域の力
が試されている。大学は、従来のオーソドックスな大学開放の枠組みを超え、地域防災や地域ジャー
ナリズムの立ち上げなども考えるような状況に至っている。地域の生涯学習の新しい仕組みを切り
開いていく上で、富山大学にどのような役割が求められているか、忌慌のない意見や提言をいただ
きたい。
2.学長あいさつ
遠藤俊郎学長より、以下のあいさつがあった。
私は昨年4月から学長を務めている。富山大学の社会地域連携、大学開放事業は一つのポイン卜に
なっていると考える。現在、国立大学はさまざまな課題を抱えているが、一番は日本を担う|世界に
発信できる人材をどう育成するかで、大学の基礎教育、教主主教育の見直しが非常に問われている。
大学は若者に対してもっと基礎教育をする一方、社会に対してはメッセージを出さなければいけな
い。一万で、大学の運営費交付金は年々 1%ずつ減らされている。そういう I巾ドで、大学は何をとどεこ
までで.できるのかが問い直されている。社会でで、求められるものに大学が応応、えていく責
献する役;拘訓切切lを大事にしていカか、なければいけない。
富山大学は3大学が統合して6年がたった。国立大学は86大学あるが、その中で最大の改J12を
したのは富山大学だと思う。ただ、大学開放推進懇話会は旧富山大学でスタートしているので、杉
谷、高岡のメッセージが十分入っていない可能性がある。三つのキャンパスが一緒になったメリッ
トを発揮し、また地域や県、 産業、教育委員会などと協力して、よ りメッセージ性を高め、まとまっ
た形のメッセージを出していきたい。大学ができることは何か、皆さまと協力できることは何かを
議論していただきたい。
3.出席者の紹介・資料確認
4.座長選出
富山県民生涯学習カレッジ学長の加藤委員が座長に選出され、あいさつがあった。
5.議題
(1 )平成 23年度生涯学習部門事業・活動報告について
(2)富山大学大学開放の在り方についての平成23年度評価と提言について
(3)その他
竹内生涯学習部門長より、平成23年度の大学開放事業の活動報告があり、公開講座 ・オープ
ンクラスの講座数、受講者数、講座科目について説明があった。
今年度の特徴については、藤田副部門長より説明があった。
また、仲嶺政光准教授より、公開講座 ・オープンクラスの受講生アンケートの結果と自由記述
について報告があった。
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最後に竹内生涯学習部門長より、小杉高校で、実施された「校外学修事後研修」、富山大学で実
施された「富山駅前サテライト公開講座J、富山大学 ・金沢大学 ・福井大学 ・北陸先端科学技術
大学院大学が開催した「北陸4大学連携まちなかセミナーJ1201富山大学コラポフェスタJIワー
クショップ 災害が起きたらどうなる?J等のイベント、平成23年度出前講義の実施状況につ
いて報告があった。
6.閉会の辞
丹羽昇地域連携推進機構長より、以下の謝辞があった。
本日いただいたご意見を当部門の中で検討し、反映させていきたいので、今後ともご指導をお願
いしたし、。外側からのワンストップステーションはパンフレットに屯話番号が古いであるので、何
でも言っていただきたい。できるだけ迅速に対応する。
意見交換
(1 )平成23年度生涯学習部門事業・活動報告について
(西田委員) 開放講座は平成元年から始まり、年々講座数、募集人員、受講者数が増えて充実され
てきた。これは地域の人的資源を十分に活用できるというメリットもあると思う。平成22年
と平成23年を比較すると、講座数が二つ増え、必集人民が300名余り多くなっている。これは、
講座が多くなっただけではなく、今までの講座や新しい講座の非集人貝が増えたのか。
(大学制IJ:藤田) 平成22年度は調理実習が入っている講座を少し募集人員を減らして実施したと
ころ、もう少し指導できるということで、平成23年度に少し募集人数を増やした。ほかも同
様に流動的に対応している。微妙な組み合わせの中で明加している。できる限り努力していく
ということで、人数とシフトの関係を講師の先生方と相談しながら進めており、今、作業段階
に人っている。
(西田委只) 講座も、新しいものを設けたり、今までの講座をなくしているのだろう。
(大学側:藤田) 必柴がゼロの講座については、先生方が次年度も開講したいというときには難し
いと rlし上げる。講師の先生や受講者とコミュニケーションを密に取り、アンケートだけでな
く、広に会いながらいろいろなニーズに応える形で双方向関係を築くことに取り組んで2年目
である。
(西田委只) 私たち市民学習センターも、募集人只に比して受講される方が少ない講座や、逆に募
集人員の2倍以上の講座が幾つかある。毎年見直しをするが、難しい面もある。アンケートだ
けでは分からない。いろいろ苦労すると思う。
(大学側.藤田) 同じ悩みを抱えている。「家庭菜園」はとても人気の講座で、抽選している。受
講者を一人増やすには家庭菜園の区画を一つ確保しなければいけないが、それでも一人噌やし
てほしいとお願いするのに2年かかった。だから、数字の面では少しずつである。
? ?
(加藤座長) そのほかの機関で開設している講座や受講者数の動きはどうか。北日本新聞社ではど
ういう状況か。
(板倉委員) 長くカルチャー講座を聞いているが、受講生は伸びていない。講座によっては非常に
少人数のところもあれば、たくさんのところもある。やはり内容によりけりだと思う。
大学内で長く続けてきている公開講座を含めて、これから続けていくための最大の評価は人数
なのか、アンケートの声なのか。「ヘルン文庫のお宝発見」という講座があったが、これは少
ないと思っていた。一般市民の方々でヘルン文庫を研究しているグループがあるので、もっと
売り出したらどうか。
県外から 9人応募しているが、どう いうことを求めてくるのか。
(大学側:藤田) ヘルン文庫の講座は内容面で聞きたいということで、八雲会など必要なところに
広報をかけている。あとは、やはりこの先生でなければという形で先生に受講者が付いている
ところもあり、県外からも来ている。
これからの公開講座については、いかに市民に大学を開放してくかという観点もあるが、大
学に親しんでいただき、社会人入学や大学院の方へ進んでいただくきっかけづくりもある。大
学卒業の方が結構受講されている。富山大学は大学院もあるので、その後、継続的に学んで・い
くための一つのステッブ、ツールともなっている。公開講座は、全国的な大学でもとてもいい
効果になっているので、今後も取り組んでいきたい。
(大学側 J主藤) ご指摘のとおり、ヘルン文庫に関する富山大学の研究者チームの形が今まであい
まいだ.った。そこで、今年度は新たに学術的な学内研究チームを人文学部を中心にっくり、勉
強会を開始した。そこと、民間でヘルン文庫に興味を持って活動されている方と、今さまざま
な形で交流を始めている。また、マリ ・クリスティーヌさんがこの公開講座に参加してくださ
るのは大きい。マリさんは関係者の方を、ご自身のコミュニケーションで全国的に呼んでいる。
彼女のグループ、学内の研究グループ、富山の市民の3者を組み合わせて、ヘルン文庫を富山
大学の財産として育てていきたいと強く思っている。今年の5月に県の文学館ができるが、そ
こにヘルンの富山大学の資料も出していく。皆さまのお力添えを得ながら富山の文化財のーっ
として維持していきたし、。
(加藤座長) 今後のいろいろな可能性を秘めているということか。
(大学側:遠藤) 県など皆さんのお力添えをいただいている。
先ほど板倉さんが、大学が公開講座をやっているときではないと私が言ったように言われた
が、私はやるべきだと思っている。それは竹内さんが言われたのではないか。
(大学側:竹内) 基本的にはもっと行動しろ、座学で終わるなということだ。
(加藤座長) 人を呼んで講座を聞いているだけではなくて、公共のネットワークづくりに和極的に
行動しろという発言だ、ったと思う。
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(大学側 :藤田) それは竹内先生が「コラポフェスタ 201Uの生涯学習部門シンポジウム講師の
世古先生の発言を紹介したもので、同講師は金沢大学からNPOの方に移られた方で、柔軟に
対応した形で動くべきだというご意見であったと思う。
(加藤座長) いろいろな角度から大学に対する期待が高まっていると思う。
(大学側 :丹羽) 公開講座の継続の意義は、オープン ・クラスの受講者アンケー トにも見られるよ
うに、60代、70代の高齢者の割合が非常に高くなっている。超高齢社会にな り、退職してか
らかなり長い時間を生きなければいけない。その場合、知的な欲求をどこで満たせばいいのか。
ニーズが結構あると思う。今後はオープン ・クラスにしろ、公開講座にしろ、多くの高齢者の
方々が積極的に参加していただけると思っている。どのようなニーズを持っているのかを的確
に把握し、それに合うようなものを提供していかなければいけないと思っている。今後とも積
極的に進めていきたい。
(加藤座長) 今年度の事業について、ほかの委員の方々はどうか。
(金井委員) 資料5ページにあるが、杉谷キャンパスの76番で 14月1日~配信jというのは通
信教育のような形か。「修了していない」という備考書きがあるが、これはどういう形で、終わっ
ているのか。
二つ目は、オープン ・クラスの受講登録状況で、 1ページに前期、14ページに後期が出て
いるが、前年度の受講生が前期では減っていて、後期では若干増えているのは、前期 ・後期で
受講生の層に違いがあったのか。同じような講座を聞いていたと思うが、その辺の数字の違い
はどのように受け止めているか。
もう一つは、出前講座で県外が何件かあるが、出前講座の情報はどんな形で発信しているの
か。
あと、 61ページに生涯学習のオープンサロンの話が出ているが、これの受講、利用者は結
構いるのか。ほかの大学では、受講を卒業した方々で一つの集ま りを組織しているという動き
があると聞いたのだが、そのようなものは富山大学ではあるのか。それができれば、そこから
またいろいろなネットワークが生まれるのではないか。
(大学側 :藤田) オープン ・クラスについては、前期に受講された方たちが後期のプログラムに興
味を持つので、前期と後期で別々に募集をかけているところもあるし、講座の内容もあるので、
後期の方が多い、前期が多いという形では把握していない。ただ、オープン ・クラスについて
は、この講座を聞きたい、これに興味があるという形でビンポイント的に受講されていること
が相当あることは受け止めている。
修了者については、県民カレッジのように組織していることはない。
オー プン・クラスについては 10月からオープンしたが、今、徐々に広報している段階である。
利用者は講義の始まる前の9月の受講生が行き場所がないので、休憩所に使っている現況だ。
生涯学習相談も行っているので、分からないことを講師の先生に聞きに行っていいのかという
ことからもスター卜する。本当に基本的な悩み事の相談から、今後はこういう資格を取りたい
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という相談もある。今一つ一つ積み上げているような状況であり、まず場所の存在を知ってい
ただくことがスタートという状況である。
出前は部局の方でやっているので、今年度の出前はこれだけあったというデータ的な情報が
こちらに届いているだけだ。
(大学側 :竹内) 出前は各学部のホームページなどで掲示をしているのが大部分だが、一般的には
直接各学部に申し込みがあるので、私どもの部門ではなかなか把握しづらい。
(大学恨IJ:遠藤) 出前講義に関しては、例えば入試の説明などが入ったときに、これが出前講義と
いうとクェスチョンのところがある。その区切りが非常にあいまいなところがあり 、竹内先生
が苦労されている。出I1'j講義は個別で惟独でコミュニケー トで依頼されて出ていくものもある
し、それをどこまでまとめられるのかという課題は持っている。
がんプロは、対象者が医療者絡みの専門職を持っている人たちに対するものだ。これは北陸
の医系の大学が一緒に作っているプランニングで、そのメッセージを伝えようというものだ‘。
ずっと続いてメッセージを出しているので、修了していないということだ。ここにこれが入る
のは少し異質だ。
(2)富山大学大学開放の在り方についての平成23年度評価と提言について
(平野委員) 事前に資料を送っていただいて見て、「これだけか」と感じた。把揖できないところ
で富山大半:は本当に身を削っている。県、教育委只会としてもお世話になっているし、学校も
たくさんお世話になっている。伺別に比ると、子どもたちから 1目安屯話やメールで相談事を1m
いてくれている富山大学の学生5名ほどが、今日で最後だと昨夜あいさつした。先生方だけで
なく、学生の力も含めて大学が持っている人的、知的な財産をそれぞれの得意分野を生かして
開かれた大学に日ごろから活動しているのに、これだけしか絞っていないと思った。しかし、
表紙を兄て、地域連携推進機構の部門のフィルターを通すとこういう集約になるのかと納得し
た。
今日、追加の資料を見ると、従来にないたくさんのコーディネート力が必要な新たな取り組
みも進んで、いる。情報収集とコーデイネ トー力がないとこれからの発信ができないと思う。
個々の説明を聞くと、例えば2ページの平成元年からの20年間の実績は、生涯学習県と需
われている本県の明らかに大きな支えとなっている。富山大学は推進役として若実に成果が表
れていると思っている。
6ペー ジ、 7ページに年齢、男女の性別による特徴が芹いである。男性は70代が多く 、女性
はもう少し若いときにピークがあるが、ここ数年変わらない傾向の分析である。県民カレッジ
の受講生も似たような傾向がある。しかも、リピーターが多くてなかなか広がらない。これを
どう分析して、これから減りはしない高齢者に対するニーズを把揮していくのか。これはいろ
いろな誹座を開設するときの一つの共通課題だと思うが、富山大学では今後どのように分析さ
れるのか。
座長をしている学長がいるのに、県民カレッジの方でもキャンパスという、こういう教材の
情報の中に富山大学の公開講座も入れている。この公開講座を見て選ぶのは少ないのかもしれ
ないが、どの程度関連があるのか。私が十分把握していないだけかもしれないが、公開講座を
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受けたら、カレッジで単位として連携講座という位置付けにしているのでお互いに情報提供を
し、相乗効果が出ればいいと思っている。
カレッジで学遊ネッ トという情報を提供するネットを持っているが、そこにいろいろな講座
の情報を載せている。今年度から公民館のいろいろな企画もウェプサイトを立ち上げて、全県
的に情報を集約して発信している。その中に講師の先生の情報を入れているものがある。指導
者として約63∞人ほど登録しているが、その中に県内の4大学の先生方は約 10名、そのう
ち富山大学の先生方は調査した 12月初旬では24名ということだが、本当はもっとたくさんい
る。先生方の情報をもっと広く出してもいいのではないか。情報発信の仕方もいろいろな方法
カfある。
(加藤座長) 講師の方々のいろいろな情報はカレッジの方でも講師情報という欄を設けて、講師の
方の了解を得て紹介している。
和田委員は北日本放送の立場で、いかがか。
(和田委員) 私の立場からということはないが、公開講座はいろいろな分野をたくさんやっていて、
定員いっぱいの講座も結構たくさんあり、 一生懸命やっているというのが第一印象である。た
だ、大学としては公開講座やオープン ・クラスを維持していくには負担はかなり宍きいのか。
(大学側:丹羽) 個別の先生からすると、日常的に自分の講座、あるいは研究が本分としてある。
そのほか、富山大学の知的な財産を外に流して社会民献をするという役割も持っている。先生
方にはご理解をいただきながら、過度に負担がかかり不満が出てこない範囲内でどうにかこれ
だけのものが提供できていると思っている。実態はどうか。
(大学側:藤田) 国立大学は社会貢献という一つの住があるが、その7守業を出すより、先生の研究
を市民の特さんに紹介していただけないかということをきっかけにしている。
また、となみ政経塾や経営者大学などは、私どもで講師を紹介するだけではなく、パッケー
ジとしてプログラムを組んで市民に提供している。3同とか5回とかバランスを取りながら楽
しんでいただくようなパッケージもっくり、いろいろな形で先生方とコミュニケーションを密
に取りながら協力していただいている。私たちのセクションからすれば、「ご理解をいただい
ているJという言葉で今のところは進んでいる。一万で、外部の講師も来ているので、その辺
の費用面のれmも抱えている。
(和田委員) 意欲的に取り組んでいる先生方もいるということだが、地域住民の意欲に応えていく
のは非常に有意義で大事なことだと思う。一方で、大学としては大学開放推進のメリットをど
のように求めていくのかということになると、もう一つ違った面での取り組みが必要で・はない
か。先ほと1能回先生から、こういう講座を辿して次のステップにつながっていくという話があっ
たが、受講者数だけでなく、そういう人がどれだけそういう分野につながったか。もう少し具
体的な形を考えていくことも必要ではないか。
(大学側:藤田) 実際のところ大学としてという こともあるが、こちらの公開講座とオープン・ク
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ラスの受講者は市民学習センターや北日本新聞社、放送大学などいろいろなところで受講して
いる方が多い。その後を富山大学という一つのツールで把握するのは難しい面がある。
(和田委員) 講座で全然重なっていない部分がたくさんある。例えば北日本新聞でカレッジはいろ
いろ開講しているが、民間と競合している部分もある。大学ではもう一味、目的があったらい
いと思う。では、どうすればいいのかは私も分からない。
(大学側 :丹羽) 答えになるかどうか分からないが、国立大学法人は税金で運営されているので、
強化すべき機能のーっとして社会へ貢献することが明確に打ち出されている。その意味で、本
学の機能強化プランがある。これは遠藤学長が今年度作ったものである。その中の社会貢献と
して、生涯学習だけでなく産学連携部門、地域医療 ・保健支援部門などのいろいろな側面で大
学は自分の持っている教育研究の財産を地域に還元していく 。これは地域に存在する一つの主
体としてのu務であるととらえている。官業が民業を圧迫する側面もあるかもしれないが、お
互いの目的はそれぞれ違うと思うので連携、協調しながらやっていけるのではないかと思って
いる。
(和田委員) この意義を疑問に思っているわけではない。ただ、せっかく大学の講座であるから、
学習意欲のある方に応えていくこともあるが、より地域の活性化などいろいろなことになって
くると、どういうところに人と金を使うのかという中で考えていく点もあるのではないか。
(大学側 :遠藤) 和田さんの言われるとおりだと思う。私の個人的な思いだが、大学人も立場とし
て学長になったらみんな地域貢献をしようと言うが、私は4-5年前まで大学の教授として手
術などに携わっていた立場からいうと、日中に一つ講座を持ってくださいと言われたら路踏す
るので、名前を書くのはやめておこうかと思った。それが現実的な姿だと思う。医療は特殊な
状況ではあるが。大学で何のメリットがあるかと言われると、例えば聞いていてくれた若い人
が、富山大学のあの先生が面白いから入学試験を受けてみょうかと思うとすると、受験生が増
えて授業料が少し増えるという経済的なことがあるかもしれないが、本当の意味で何がメリッ
トなのかをよく考えながらプロジ、エクトをつくっていかなければいけない。最終的には、講義
させていただく ことによ って、あるいはいろいろなコミュニケーションができる形で、われわ
れが知識を一方的に出すのではなく、自分自身をプログレスしなければいけないときに別の考
え方を教えてもらうなど、感性の部分では本当の意味で何かあるはずだ。それは講義をする側
の姿勢だと思っている。
余談だが、私は金沢の中学校の立志会に呼ばれて、 「よく遊べ、よく学べjというタイトル
で話をした。話を終わって一人の中学生に質問された。「私はバレー部のキャプテンをやって、
部活がとても忙しくて遊ぶ時間がない。そういう人はどうすればいいのかjと言われた。私は
パレ一部のクラブ活動は遊びの延長かと思っていて、「君の遊びは何か」と聞くと、「友達としゃ
べったり、別の遊びJと言った。そのとき私は、今の中学生にとって部活は学びなのかと一瞬
戸惑った。それは一例だが、医療の講演で質問を受けたと きに新しい発見があるかもしれない。
(大学側・藤田) 生涯学習の教育の観点からいうと、大学でなければでき ないことだと思う。大学
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を知っていただく ことで、次の学びのコース、プログラムのツールとして使っていただく 。富
山大学に限らず、学芸員や栄養士の資格を取ったり、経営学修士を取るという形でリタイアし
た方たちがチャレンジしていく 。公開講座で学んだことをきっかけに、もう少し詳しく専門的
に知り たいと、その大学だけではな く通信教育や放送大学などで自分の学びの時間に合わせて
資格取得にかかわっていく形で使われている。本当は富山大学の公開講座で富山大学のメリッ
トが出てくるようになればいいのだが、受講者たちの幅広い学ぶ意欲があるのでその中の一つ
の手助けになれば、大学を開放していく ことで貢献できる形になるのではないか。
(北村委只) この l年、富山大学の社会への露出度がかなり上がったのではないかと思っている。
私の社会へのかかわりはそれほど多くないが、その原因として目に付くところが三つある。一
つが遠藤学長だ。いろいろなと ころに行って情報発信している。二つ目は竹内先生である。大
震災以来、県内のいろいろと ころでの情報発信が地域社会に対して露出度がかなり上がったの
ではないか。もう一つは、総曲輪の商店街の中を学生がちょろちょろ動いていることだ。学生
の活動は別個として、そういうもので富山大学が何を目指しているのかが少しずつ地域社会の
中で見えてくると思っている。社会へのアプローチはそう いう ことなのではないかと思う。
冒頭に竹内先生が地域防災、地域ジャーナリズムということを言われた。これは非常に興味
深く 、聞いてみたいと思った。広告塔ではないが、地域への露出を学長なり竹内先生が先兵と
してやることにより地域社会への貢献度が上がってくるのではないか。それによって社会が見
えてくると感じる。それが結果的に公開講座の中身にも影響してくると思う。
そのときに思うのが、「大学開放」という言葉だ。聞いて、来たければ来て、来てほしけれ
ば行くというスタンスだ。これはかなり昔の言葉だと思う。大学地域連携推進機構で地域貢献
と声高に言っているのであれば、「大学地域貢献」と素直に言った方がいいのではないか。そ
の方が今の世の中にはダイ レクトに伝わってくる ような気がする。
もう一つよく分からないのは、地域連携推進機構の生涯学習部門である。私どもは富山大学
といろいろな形で講座をやっていて来週も言語講座を予定しているが、例えば大学で学生たち
にこういう講座をやったらどうだろうかというときにどこにコンタクトを取ればいいのか分か
らなかった。大学側は地域連携という形でこ ういう部門をつく っているが、私どもがコンタク
トしたくても分からない。私どもの組織だけではなく 、これからいろいろなところから出てく
ると思う。もう少し外からアプローチしやすい体制をつく っていただくとありがたい。
(大学側.丹羽) おっしゃるとおり、大学は敷居が高いという思いが県民の皆さん方にあるようだ。
それをできるだけ低くしたいということで、学長が就任されてから、大学の外側から入ってく
る者についてワンストップステーションでいきたいというのが地域連携推進機構だ。もし仮に
いろいろな話があったとしても、ここへつなげていただければしかるべきところにきちんと話
がつながるようにしたいと思っているが、なかなかうまくいってないようだ。例えば言語表現
という講義が教養教育であり 、それにはアナウンサーやいろいろな方々から従来からご協力を
願っている。これは教養教育の部門だが、外側からの人からするとそういう ことは分からない。
だから、ただそれを入れていただければ迅速に対応できるようにしたい。今までいろいろな要
望等がそれぞれの部局へ直接行かないとつながらない状態だ、ったが、ワンスト ップで地域連携
推進機構、社会貢献のところに話を持っていただければ、 それを迅速にこなせるような体制を
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っくりたし、。至らないところが多々あると思うが、改善していきたいと思っている。
(大学側 :近藤) 地域連携推進機構のパンフレットをお手元に配っているが、その中に総合窓口と
して私ども社会貢献グループという名前の電話番号とアドレスを載せている。その上の方に「地
域連携推進機構は地域に聞かれた大学の総合窓口です。どのような相談にも応じるので、大学
に相談したいけれど、どこに相談してよいか分からないときは、お気軽にご連絡くださいJと
書いている。学内的になかなか周知が至っていないが、基本的には大学の総合窓口としていき
たいと思っているので、ぜひ活用していただきたい。
(加藤座長) 伊藤委員、高等学校の立場からいかがか。
(伊藤委員) 教育と研究、医学部ならば治療という普段の中で、これほど多くの社会貢献をしてい
ることを知らなかった。また、公開講座の意味とオープン ・クラスの意味も初めて知った。4
の私の理解ーが一般の方々の理解レベルではないか。大学のこれだ‘けの社会貢献に比例して一般
の方々はそれほどあまり理解していないのではないか。もっと PRしていければいいと思う。
これは生涯学習部門だけのまとめなので、私どもの学校だけに限れば、本校の自IJ校の父は南
原繁先生なので、南原繁研究会の中に人っている富山大学の先生に本校の生徒向けに講演に来
ていただいた。また、健肢に関する講演会も医学部の先生に本校に来ていただいた。だから、
生涯学習部門以外のことも含めればどれほど社会貢献をしているか、どれほど出かけているか
分からないほどのことをしていると思う。
本校は総合学科ということで選択することをキーワードにしているので、いろいろなところ
で、いろいろな授業やいろいろなことを選んでいくのだが、本校は校外学修で、今年度は 1
名の生徒が富山大学の校外学修を選んで、いろいろなオープン・クラスに参加している。 レポー
トや発表も含めて35週で l単位をうえる。去年、校外学習の総括の発表会が?江山大学であっ
たときにある生徒が発表し、そこにI¥J市された担当の先生から、非常に手厳しい批評をいただ
いた。私は「そこまで言わなくてもいいのではないか。かわいそうだなJという思いがあったが、
後日学校で発表会のときにその生徒は、「富山大学の発表会では、高校生として批評されたの
ではなくて、一受講生として批評していただいたJと言った。在、はその言葉に感動した。その
生徒は今3年生で、今度の富山大学の個別2次試験を目指して勉強しているが、生徒にとって
は勉強もそうだし、先生からの批評もそうだし、同じ富山大学の学生とともに勉強している面
でいろいろ吸収するものがあった。そういう面では、私どもとしてはありがたい制度を利用さ
せていただいていると思っている。これは小杉高校だけで、はなく、ほかの高校にも少し広がれ
ばと思う。山前講座でたくさんの高校が富山大学に応募していると思うが、もう一歩広めて校
外学修という制度も広がればというのが私の印象である。
(加藤座長) 最後に言い足りないところがあれば伺いたい。
(大学側:遠藤) 加藤さん白身の意見を。
(加藤座長) 広報の仕方ということで、胃頭、竹内先生から悩んでいるという話があったが、カ レッ
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ジも同様だ。私も 60代だが、カレッジに来られる人の様子を見ていると、必ずしも 自発的に「あ
れを勉強したいから」という ことばかりではない。ニーズは掘り起こしてあげなければいけな
いところがある。それには、こ ういう勉強の機会があるという情報はもちろんだが、声掛けが
最後の決め手になる。大学のアンケートでも、大学からのダイレクトメールが一番効いている。
電子媒体、紙媒体、あ りとあらゆる手段で広報されているが、いざ受講に行くかどうかの最後
のきっかけは人からの声である。大学の方でこういう講座をしていることを先生方が口づてに
カレッジに来られる方に知らせる機会をつくれば、つまり 、この講座を受けた後は大学にもっ
と進んだ講座があるという言い方がで、きるのではないかという気がしていた。最後はやはり人
のネットワークが決め手になる。
そこをどうやってうまく連携を取っていくかが、これからのわれわれと大学との連携の在り
方のーっかもしれない。そうすることによって県民の皆さんがさらに豊かな生涯学習社会の思
恵にあずかれると思う。こういう辿携の場はますます必要になってく るし、連携の在り方その
ものの本質論はこれから大事になってくる。ぜひお互いに知恵を絞り合って、本県の生涯学習
社会の基盤整備のために努力していきたい。
(3)その他
(大学側:遠藤) 北村さんから提案があった大学開放推進懇話会の 「開放」は変えたい。
(大学恨IJ:竹内) 学長もそう いうご意見だが、何か問題があるか。
(大学側 :遠藤) i地域貢献推進」は少しはまらない感じがする。
(大学側 竹内) では、名称を変える方向で検討・したいが、皆さんのごff:見も伺いたい。
(大学側 .藤田) 生涯学習教育研究センターが、今、生涯学習部門にそのままの形で改組されたの
で、今度は社会貢献、地域貢献という ことになると、教育セクションというよりは、全体機構
全体で対応の形の方に当てはまるのではないかと考えている。
(大学側 .竹内) 学長の方もそういう意味合いで言っていると思う。こちらで検討していくという
ことでよろしいか。名称の件はそういう取り扱いにする。
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平成23年度公開講座
【五福キャンパス】
〔教養講座〕
講座名
期間
会場
受講対象者
募集人数
家庭菜園を楽しもう
平成23年4月7日(木)~ 1 0月 27日(木)
富山大学人開発達科学部附属農場(富山市花園町4丁目 4番 18号)
家庭菜園初心者(もしくは基本的な栽培技術を習得したいと考えている方)
15名
回数 J切 日 題 目 講師氏名(所属職名 ・専攻分野)
1 4月 7日(木) オリエンア ション，畑作り
2 4月 21日(木)
夏野菜の栽培
3 5月 6日(金)
4 5月 19日(木)
穴山 彊(本学名誉教授 ・技術教育)
作物の管理技術 田中 普(本学名誉教授 ・生物)
5 6月 2日(木) 植物の知識 結城善之(本学元講師 ・農業)
6 6月 16円(木) 環境・股業問題等 高橋 i諸彦(人間発達科学部 ・准教授・環境)
7 7月 14日 (木) 山口 耐司 (本学名谷教綬 ・生物化学)
8 8月 18 n (木) 秋冬野菜の.1'&培 鳩山 照夫(人間発達科学部 ・技術服員 .~支培管理)
9 9月 8日(木) 環境と栽培技術
1 0 1 0月 27日 (木) 野菜の収後 ・収穣祭
講座名
期間
会場
受講対象者
募集人数
短い言葉で気持ちを表現する英語講座 #3 
ーホエムやポスター表現に挑戦する一 (日中クラス)
平成23年4月 7臼(木) ~8 月 4 日(木)
富山大学生涯学習教育研究センター 第 1研修室
中級レベル以上の市民一般
4名
回数 J切 日 題 目 講師氏 1; 所属 職名 専攻分野
1 4月 7 n (木)
2 4月 21円(木)
3 5月 12日(木)
4 5月 26日(木)
毎回、ポエムやポスターの文章を 富山大学 ・
5 6月 9 n (木) っくり、発表する機会を持ちます。 キタノ ・アスカ 非常勤講師 英語教育
6 6月 23日(水)
7 7月 7 n (木)
8 7月 21 n (木)
9 8月 4日 (木)
? ??
講座名
期間
会場
受講対象者
募集人数
とやま学一近世富山の史料を読む(前期)
回数
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
平成23年4月 11日(月)....__ 7月11日(月)
富山大学人開発達科学部2棟 3階ワークスへース
市民一般
15名
期 日 題 目
4月11日(月) 「町吟味所触留J1 
4月25日(月) 「町吟味所触留J2 
5月16日 (月) 「町吟味所触留J3 
5月30日(月) 「町吟味所触留J-l 
6月 6日(月) 富山船橋について
6月20日(月) 「町吟味所触留J5 
6月27日(月) 「町吟味所触留J6 
7月 4 A (月) 「町1今味所触留J7 
7月11日 (月) rUI丁目今l床所触留J8 
講師氏名 所属 ・職:f，
深井甚三 人開発達科学部
古川知明
富山市埋蔵文化財
センタ
深井甚三 人開発達科学部
講座名
期間
会場
受講対象者
募集人数
簡単な英語テ‘イスカッションを通じたコンバセーションカフェ #2 (日中クラス)
平成23年 4月14日(木)._ 8月25日(木)
富山大学生涯学習教育研究センター 第 1研修室
中級レベル以上の市民一般
6名
回数 期 日 題 |司 ;/1: 日市 氏 :f， 所属 職名
1 4月14日(木)
2 」月 28日(木)
3 5月19日(木)
毎回遠うテーマについて立見
4 6月 2日(木)
5 6月16日 (木)
や考えを述べあいます。受;存生
キタノ ・アスカ
富山大学 ・
相互の理解とテーマの深まり 非常勤講師
6 6月30日(本) を目指します。
7 7月 1-l日(木)
8 7月28日(木)
9 8月25日(木)
専攻分野
近世史
歴史考古学
近世史
専攻分 野
英語教育
講座名
期間
会湯
受講対象者
レベルアッフしよう!英語ディスカッションを通じた コンパセーションカフェ # 2 (夜のクラス)
平成23年4月14日(木)._ 9月15日(木)
富山大学生涯学習教育研究センター 第 1研修室
中級レベル以上の市民一般 (英語の新聞 ・雑誌.TVのニュース、インターネット等から積極的に情報を取
り入れ、活発に意見交換の学習が可能な方が対象です。)
募集人数 6名
回数 J羽 円 題 n ;/1: 日市 氏 4'i 所属 j除名 専攻分野
1 4月14日(木)
2 4月28日(木)
3 5月19日(木)
4 6月 2日(木) 毎回違うテーマについて意見
5 6月16日(木) や考えを述べあいます。受講生 キタノ ・アスカ 富山大学 ・ 英語教育
6 6月30日(木) 相互の理解とテーマの深まり Jド常勤講師
7 7月 14日(木) を目指します。
8 7月28日(木)
9 9月 1日 (木)
1 0 9月15日(木)
講座名
期間
会場
受講対象者
募集人数
むかしの古物からわかる日本語の歴史
回数
1 
2 
3 
4 
5 
6 
平成23年4月15日(金)....... 7月29日(金)
富山大学生涯学習教育研究センター 第4研修室
市民一般
20名
期 日 題 目
4月 15日(金) 読平安も時う代の百科事典『和名頬緊抄』を
5月 6日(金)
日本語の文字の変遷
一漢字と仮名と片仮名と
5月27日(金)
鎌倉時代の漢字辞典『類緊名義抄』を
読もう
6月 17日(金)
室町時代の実用国務辞典『節用集』を
読もう
7月 8日(金)
キリシタンの日本語静!l4W日葡辞書』
を読もう
7月29日(金)
室町時代の淡詩註釈君子『中華若木詩
抄』を読もう
講座名
期間
会場
受講対象者
募集人数
富山の1!..t食文化を講話iと料理体験を通して学ぶ
平成23年4月 16日(上).......9月 10日(土)
富山大学人開発達科学部 2棟2階調理室
市民一般
32名
回数 期 日 題 目 講師氏名
L 4月 16日(土)
魚食文化と富山の魚 i事井 保子
神泌のほたるし、か料理 倉本穂子
魚が{本にいいわけ F軽井保子
2 6月 4日(土) 車rし、か(小さい其し、か)料
倉本穂子
理
3 7月30日(土)
魚を取り巻く問題とは 湾井 !呆子
せエビと牡傾料理、 倉本種子
4 9月 10日(土)
ふくらぎ料理 倉本穏チ
総括 勝因公仁子
講座名
1腕 rlf
会場
受講対象者
募集人数
中国語で戯曲を読もう
回数
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
平成23年4月 21日 (木).. 6月30日(木)
富山大学生涯学習教育研究センター 第4研修室
初級中国語文法を一通り終えられた方
10名
J切 日 題 目
4月21日(木) 作家、作品紹介
フリント配布、各自の
4月28日(木) 担当部分(翻訳)を決
める
5月 12日(木) 原作を読む
5月 19日(木) 原作を読む
5月26日(木) 原作を読む
6月 2日(木) 原作を読む
6月 9日(木) 原作を読む
6月 16日(木) 原作を読む
6月 23日(木)
I~Jの人物になって、声
を出して読んでみる
6月 30日(木) まとめ
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講師氏名 所属 ・職名 専攻分野
樋野幸男 人文学部 ・教授 日本語学
所属 ・職名 専攻分野
「食育研究会 いただきますJ代表 食育、栄災学
滑川漁業協同組会女性部部長 魚料理
「食育研究会 いただきますJ代表 食育、栄J史学
滑川漁業協同組会女性部部長 魚料理
I食育研究会 いただきます」代表 食育、栄養学
滑川漁業協同組会友性部部長 魚料理
滑川漁業協同組会女性部部長 魚料理
地峻連携推進機構生涯学習部門 教授 食生活食文化論
講師氏名 所属 ・職名 専攻分野
豆 嵐 人文学部 ・教授 中国現代前期|
講 座名
期間
会場
受講対象者
募 集人 数
ドイツ歌山を歌おう ! (パー ト2)
平成23年4月23日 (土)-- 7月30日(土)
富山大学共通教育棟 C22番教室
市民一般
30名
回数 期 日 題 目 講師氏名(所属職名 ・専攻分野)
1 4月23日 (土)
2 5月 7日(土) 歌う姿勢・発声法・ドイツ語の発音な
3 5月21日 (土) ど、歌曲を歌うための基礎、および音
4 6月 4日(土) 楽を美しく 演奏する表現法などにつ 大前 さち子(声楽家 ・ソプラノ)
5 6月 11日(土) いて、段階を踏んで学んでいきますの 海老原あゆみ(ピアニスト・伴奏担当)
6 7月 9日 (土) で，初心者でも大丈夫です。詳細は講
7 7月16日(土) 座の初回にお話しします。
8 7月30日 (土)
講 座名
期間
会場
受講対象者
募集人数
中級フランス諮l
平成23年5月7日 (土)--7月 23日 (土)
富山大学生涯学習部門 第4研修室(1階)
前年度フランス語ステッフ ・アップ2を修了された方。
またはどこかで初級程度のフランス語を学習された経験がある方
20名
回数 期 日 題 目 講師氏名 所属 ・職名 専攻分野
1 5月 7日 (土)
2 5月 14日(土)
3 5月21日(土)
教科1:'にそってフランス語の基4 6月 4日(土)
5 6月 11日 (上)
礎文法と会話表現を習得する。講
6 6月 18日 (上)
座内で試験のたぐいは一切あり
清水まさ志
宮山大学 ・ フランス言語
ませんが、実用フランス語検定試 非常勤講師 文化
7 6月25日(土) 験の受検を希望する方のサポー
8 7月 2日(上) トはいたします。
9 7月 9日(土)
1 0 7月16日 (土)
1 1 7月23日 (土)
講 座名
期 間
会場
受講対象者
募集 人 数
初級フランス諮3
平成23年5月7日(上)--7月 23日(上)
富山大学生涯学習教育研究センター 3階B35番教室
前年度ボンジューノレ 1初級フランス語2を修了された方。
またはどこかで初級程度のフランス語を学習された経験がある方。
20名
回数 期 日 題 R 講師氏名 所属 ・職名 専攻分野
1 5月 7日(土)
2 5月 14日(土)
3 5月 21日 (土) 教科書にそってフランス語の基
4 6月 4日 (土) 礎文法と会話表現を習得する。テ
5 6月 11日 (上)
キス卜は前年度初級フランス語
6 6月 18日(上)
2の終了時点から始める。講座内
清水まさ志
富山大学 ・ フランス言語
で試験のたぐいは一切ありませ 非常勤講師 文化
7 6月25日(土) んが、実用フランス語検定試験の
8 7月 2日 (土) 受検を希望する方のサポートは
9 7月 9日 (土) いたします。
1 0 7月 16日(土)
1 1 7月23日(土)
??
中国語講座(会話中心の中級クラス)講座名
期間
会場
受講対象者
募集人数
平成23年 5月 7日 (土)~ 7月 30日(土)
回数
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
1 0 
1 1 
1 2 
1 3 
富山大学生涯学習教育研究センター 第4研修室
市民一般
15名
期 日 題 目
5月 7日(土) 自己紹介
5月 14日(土) 私達の大学
5月21日(上) 学生生活
5月28日(上) 良い友達
6月 4日(上) 私の趣味
6月 11日(土) 留学計画
6月 18日(土) スホーツ
6月25日(土) 中問料理
7月 2日 (土) 友人の誕生日への贈物
7月 9日 (上) 中国の祝祭日
7月 16日(土) 中国の方百
7月23日(土) 旅行
7月30日(土) 総m習 ・まとめ
入門フランス語フランス文化1
平成23年 5月7日(上) ~ 7月 23口 (土)
講師氏名
任建宏
富山大学生涯学習教育研究センター 3階 B35番教室
所属 職名
富山大学 ・
非常勤講師
講座名
期間
会場
受講対象省 初めてフランス語を始める方、または一度フランス語を学習したものの挫折された方。
またフランスの文化に関心がある方。
募集人数 20名
回数 期 日 題 目 講師氏名 所属 ・職名
1 5月 7円(土)
2 5月 14円 (上)
3 5月21 FI (土) 教科75にそってフランス語のiI'..:
4 6月 4日(上) 初歩から始め、基礎文法と簡単な
5 6月 11日(上) 会話表現を習得する議座内で試
富山大学 ・
6 6月 18日(上) 験のたぐいは一切ありませんが、 i行水まさ志 非常勤講師
7 6月25日(上) 実用フランス語検定試験の受検
8 7月 2日(上) を希虫する方のサポートはいた
9 7月 9日(上) します。
1 0 7月 16日 (土)
1 1 7月23日 (土)
日常生活における薬膳理論
平成23年 5月8日(日)~6 月 5 円(日)
専攻分野
中日比較文化
専攻分野
フランス言語
文化
講座名
期間
会場
受講対象者
募集人数
富山大学生涯学習教育研究センター 会議室(最終回は人開発達科学部2棟 2階調理実習室)
市民一般
15名
回数 期 日 題 円 講師氏名 所属 ・職名 専攻分野
1 5月 8日(ロ)
日常生活での薬膳
基礎理論 1 中医学とは
2 5月 15日(n)
日常生活での薬膳理論
基礎理論2 食材と生装
3 5月22日(日)
日常生活での薬膳理論
許 Iro.i告
j甫凹クリニック 伝統医学 ・米病 ・
基礎理論 3 体質と季節別 総合医療研究所・副所長 薬膳
4 5月 29日(日)
日常生活での薬膳理論
基礎理論4 食養を目指して
5 6月 5円(円)
日常生活での薬膳理論
実践編 家庭で作ろう
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講座名
期間
会 場一
受講対象者
募集人数
人を惹きつける驚異のプレゼンテーション技法
平成23年5月9日(月)~ 5月19日(木)
富山大学総合情報基彼センター 第3端末室
実務でプレゼンテーションを使い，改善したいと考えている教員 ・専門職の方
10名
回数 期 日 題 目 講師氏名 |所属 ・職名 | 専攻分野
1 5月 9日(月)
篇異のフレゼン(1 ) 
とにかく聴講し，技法を学ぶ
2 5月 10日(火)
続異のフレゼン(2) 
ストーリーを作る
3 5月 12日(木)
結異のフレゼン (3) 
体験を提供する
5月13日(金)
鰐異のフレゼン (4) 高井正三 ・
4 
仕上げと練習を行う 総合情報基盤センター ・教授
驚異のフレゼン(5) ソフトウェア工学
5 5月 16日(月)
PowerPoint 2010の機能を使いこなす
6 5月17日(火)
驚異のフレゼン (6) 
自己作品のリハーサルと改善
7 5月19日(木)
fi~異のプレゼン(7)
制作発表と，互いの作品の評価 ・討論 ・改善
講座名
期間
会 場一
受講対象者
募集人数
アンニョンハセヨ 韓国語中級1
平成23年 5月9日(月)~8 月 8 日(月) *変吏あり
富山大学生涯学習教育研究センター 会議室
市民一般
10名
回数 J切 日 題 日 講師氏名 所属・職名
1 5月 9口(月) 経験
会話練習 ・間取り ・読芯き
2 5月16 A (月) 会話文作り
3 5月23日(月)
4 5月30日(月) 位以ミ
会話練習 ・間取り ・読芯き
5 6月 6日(月) 会話文作り
6 6月13日(月)
7 6月20日(月) 面J妥 天坂 仁美 (財)とやま国際センター -
会話練習 ・間取り ・読芯き 韓国語講師
8 6月27日(月) 会話文作り
9 7月 4日(月)
10 7月 11日(月)
流行
会話練習 ・間取り ・読J3き
11 8月 1日(月) 会話文作り
12 8月 8日(月)
総まとめ
??
アンニョンハセヨ 韓国語初級 1講座名
期間
会場
受講対象者
募集人数
平成23年 5月 10日(火) ~8 月 2 日(火) *変更あり
富山大学生涯学習教育研究センター 会議室
市民一般
10名
回数 J切 日 題 目 講師氏名
1 5月 10日(火) 家族
2 5月 17円(火)
3 5月24日(火) 交通
4 5月31日(火)
5 6月 7 n (火)
理由
6 6月 1'-1日(火)
7 6月21日(火) 郵便局 天坂 仁美
8 6月28日 (火) 予約
9 7月 5日(火) ネu穫
10 7月 12日(火) 病院
11 7月 19日(火) 忠告と提案、ショ ッヒング
12 8月 2 n (火) 総まとめ
愛を語るフランス文学1
平成23年5月 11日(水)~ 7月27日(水)
富山大学生涯学習教育研究センター 3階 835番教室
所属 ・職名
O!f)とやま国際センター ・
韓国語講師
講座名
期間
会場
受講対象者 フランス文学に限らず文学 ・文化一般に興味のある方。テキストを講説いたしますのでフランス語の初級文
法を修了された}jが望ましいですが、単に講読だけではないので、フランス語力に自信のない方でも内容に
関心のある方なら歓迎いたします。
募集人数 15名
回数 J籾 日 題 目 講師氏名 所属 ・職名 専攻分野
1 5月 11日(水)
フランス文学を読むヒントー恋愛
と結婚制度
2 5月 18日(水)
3 5月25円(水)
4 6月 1日 (水) 受講者との話し合いで講読テキス
5 6月 8日(水) トを選びますが、ラクロ『危険な
6 6月 15日(水) 関係』、スタンダーノレ『恋愛論』、 清水まさ志
富山大学 ・ フランス言語
7 6月22日(水)
ボードレール『悪の筆』、フロベー 非常勤講師 文化
ル『ボヴァリ一夫人』、ブルース卜
8 6月29日(水) 『失われた時を求めて』、サン=テ
9 7月 6日(水) グジュペリ『星の王子さま』など
1 0 7月 13日(水) から作品を選ぶ予定。
1 1 7月20日(水)
1 2 7月27日(水)
講座名
期間
会場
受講対象者
募集人数
中国語入門
平成23年5月 11日(水)--8月3日(水) *変更あり
富山大学生涯学習教育研究センター 会議室
市民一般
16名
回数 期 日 題 日 講師氏名 所属 ・職名 専攻分野
1 5月 11日(水) 発音1あいさつ用語
2 5月 18円(水) 発音2 教室用語
3 5月25日(水) 発音3
4 6月 1日(水) 発音4
5 6月 8日(水) こんにちは
6 6月 15日(水) 学校 富山大学 ・
7 6月22日(水) どこへいくの?
li旬 琳 非常勤講師
8 6月 29日(水) カメラを買う
9 7月 6日(水) 家族を語る
10 7月 13ロ(水) 富士山
II 7月20日(水) 喫茶底、街
12 8月 3日(水) 何をしている ?
アンニョンハセヨ 韓国語中級ステッブアッフ l講 座名
期 閉
会場
受講対象者
募集人数
平成23年5月11日 (水)--8月313 (水) *変更あり
富山大学生涯学習教育研究センター 第4研修室
市民一般
JO名
回数 J切 日 題 目 講師氏名
1 5月 11日(水) 外見の表現
2 5月 18日(水) 性絡
3 5月25日 (水)
間取りと表現
白白会話
4 6月 1日(水) 生活(携都電話)
8日(水)
(インクーわト)
5 6月 読みと表現
6 6月 15日(水) 自由会話
7 6月22日(水) 事件 ・事故(警察)
(忘れ物) 天坂 仁美
8 6月29日(水) 読みと表現
9 7月 6日(水) 自由会話
10 7月 13日(水)
希望(会社)
(したい事)
読みと表現
1 7月 20日(水) 自由会話
12 8月 3日(水) 総まとめ
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英米言語文化
対照言語学
異文化コ ミュニケー
ション
所属 ・職名
(財)とやま国際センター ・
韓国語講師
ドイツ語講座初級 I
平成23年 5月 12日(木)~6 月 30 日 (木)
講座名
期間
会場
受講対象者
募集人数
富山大学生涯学習教育研究センター 3階835務教室
市民一般
10名
回数 期 日 題 目
1 5月 12日(木)
アノレファFく ト、 ドイツ語の発音
ドイツ諮で挨拶をする
2 5月 19日(木)
名前と出身地をいう、否定の表現
数字と数え方
3 5月 26日(木)
天気について話す、人 ・場所、 ミn:物
を表現する、比較の表現
4 6月 2日(木)
疑問詞、情報を求める、不定詞と語
尾変化
5 6月 9日(木) 所有匙詞、複数
6 6月 16日 (木)
生活習慣や食物について話す
時刻lをいう
7 6月 23日 (木)
話法の助動詞
I何をしたいかJをいう
8 6月 30日(木) 日の生活について話す
講座名
期間
会場
受講対象者
募集人数
お金と経済の基礎知滋
回数
1 
2 
3 
4 
J切
平成23年5月 13日 (金)~6 月 3 日(金)
宮山大学生涯学習教育研究センター 会議室
市民一般
20名
日 題 目
5月 13口(金) ライフプランと資産運用
5月 20n (金) 外国債券の運用
5月 27口(金) 投資信託のディスクロージャーの見方
6月 3日(金)
株式チャー卜の凡方
(様々なテクニカルチャートを知る)
アンニョンハセヨ 韓国語入門 l
講師氏名
ウォルフガン
グ ・ツォウベク
講師氏名
北品 克昭
講座名
期間
会 場一
受講対象者
募集人数
平成23年 5月 14日(土) ~8 月 6 日(土) *変更あり
宮山大学生涯学習教育研究センター 会議室
市民一般
10名
回数 期 日 題 目 講師氏名
1 5月 14日(上) 韓国、
2 5月 21日(上) ハンク‘ル文字
5月 28 n (上) 自己紹介3 挨拶
4 6月 4日 (土) 基本文型
5 6月 11日(上) 食堂数字
6月 18日(土)
注文、
6 会話練習 ・間取り ・読芯き 天坂 仁美
7 7月 2日(上) ショッヒング
8 7月 9日(土) 数字(単位)
9 7月 16日(土)
会話練習 ・間取り ・読書き
10 7月 30日 (土)
日常生活
会話練習 ・聞取り ・読書き
1 1 8月 6日(土) 総まとめ
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所属 ・職名 専攻分野
人文学部 ・ ドイツ文学
ドイツ語教授 演I~J学
所属 ・職名 専攻分野
型T村誼券株式会 ファイナンシ
中上
ヤ/レ・アドバイ
ザ-~
所属 ・職名
(財)とやま国際センター ・
韓国語講師
講座名
期間
会場-
受講対象者
募集人数
はじめてのワープロ&表計算ソフト-lVindows7でWord&Exce12010を利用してみようー(前期)
平成23年5月16日(月).. 6月14日(火)
富山大学共通教育棟 4階 教養教育端末室
これからワーフロ ・表計算ソフトを使ってみたいと思っている方
15名
回数 期 日 題 同 講師氏名 所属 ・ 職~
1 5月16日 (月)
Windowsの基礎，
¥'ord 基本線作，文字の入力 、
2 5月17日(火)
Excel 基本j桑作，データの入力 ・計
算，表の作成 総合情報基撒セ
Word 基本傑作，新しい文芯の作成， 上木 佐季子 ンター ・講師
3 5月23日(月)
文書の編集 (lVord担当)
4 5月24日(火) Excel 数式と関数，グラフの作成
5 5月30日(月) Word 表の作成と編集 総合情報基盤セ
6 5月31日(火) Excel 表の編集 木原寛 ンター・教陵
Word イラスト ・写真 ・図形の追加 (Excel担当)
7 6月 6日(月)
と調整
8 6月 7日(火) Excelの活用
9 6月13日(月) Word 確認問題，まとめ
1 0 6月14日 (火) Excel 確認問題，まとめ
講座名
期間
会場
受講対匁符
募ー集人数
eBook (電子S籍)端末を活用した ICT社会の楽しみ方
平成23年6月6日(月).. 6月 10口(金)
富山大学総会情報基盤センター会議室 第3端末室
市民一般でeBookを所有している方
10名
回数 期 日 題 日 講師氏名 所属 ・職名
1 6月 6日(月)
出版に変革をもたらす電子3符とその
具体的な使い方
屯子出版の実情を電子書籍製作の具体
2 6月 7日(火) 的な工程と方法 向井E三 ・
屯子芯籍が変える本を巡る常識と著作 総合的報基盤センター ・教授
3 6月 9日(木) 権の動向を概観 ソフトウェア工学
屯子出版ビジネスを概観し， I屯子書籍
4 6月 10日(金) の未来像と屯子書籍端末を活用した
ICT社会の楽しみ万
講座名
期間
会場
受講対象C
募集人数
発達障害児の豊かな世界~幼児期の発遣を支える~
回数
1 
2 
3 
平成23年6月11 日(上)~平成 23年 6 月 25 日(上)
富山大学共通教育棟 4階 A43番教室
発達障害児 ・者のサホートに関心のある方
30名
期 日 題 目 講師氏名
発達障害のある子どもを取り
ソノレト
6月 11日(土)
巻く環境
西村 使紀
美
柴田礼子
幼稚園における表現活動~特
6月18日(土) 岩本洋子
性を活かす活動~ 西村優紀美
佐藤秀明
6月25日(土) 発達障害幼児の支援の在り方
伊藤裕美子
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所属 ・職名
東尽都自閉症協会会員
保健管理センター
-准教{受
NPO法人日本エデュァイ
メントカレッジ ・理事
日吉台光幼稚園 ・園長
保健管理センター
. i佐教授
NPO法人ここねっと発達
支援センター ・理事
旭ケ丘幼稚園 ・教諭
専攻分野
教育工学
情報教育，
物理有機化学
I 専攻分野
専攻分野
当事者研究
発達障害臨床
研究
音楽臨床
幼児教育
発達障害臨床
研究
発達陣古者支
援
幼児教育
ムーブメン ト遊びを通して学ぶソーシャルスキル教室講 座名
期間
会場
受講対象者
募集 人 数
平成23年6月19 日( 日 ) ~平成 2 3年 11月6n (日) *変更あり
富山大学人開発達科学部 ・上市ことばの教室
年長~小学校2年生までの子どもと保護者
12組
回数 期 日 題 自 講師氏名 所属・職名
1 6月19 A (日)
冗気に返事しよう ・自己紹介をしよ
う(情報交換タイム)
2 7月17日 (日)
「どうぞJrありがとうJの練習をし
ょう(子育て勉強タイム①)
3 7月30日 (臼)
自分の気持ちを伝える練習をしよう 人開発達科学部 ・
(子育て勉強タイム②) 阿部美穂子 1佐教授
4 8月21日(日)
友達を応援するときのやり方を練習
しよう(子育て勉強タイム③)
5 1 0月 9日 (日)
友達と交替して遊ぶ時のやり方は?
(子育て勉強タイム0)) 牒原 佳子
]MIET認定ムーブ
友達と協力するには? メント教育 ・療法
6 1 0月23日(日)
(子育てスキノレのまとめ) 上
7 1 1月 6日(日)
チームで遊ぼう
修了式
講座名 ジョイジョイクラブで遊ぼう、話そう
障苔のあるお子さんのきょうだいの育ちをサホー卜する家族セミナー
wl 間 平成23 年 6 月 26 口(口)~平成 2 4年 2 月 1 9 n (日) *変更あり
実 施 場所 富山大学人開発達科学部 11 2教室、21 1教室、第 1体育館
調理 ・小児栄養実験室 (8月28日のみ)
受講対象者 障害のあるお子さん(年齢不問)と、そのきょうだい(小 ・中学生のみ)と保護者
募集人数 20組
回数 期 日 題 目 講師氏名 所属 ・職名
阿部美穂子 人開発達科学部 ・1佳教
1 6月26日(日)
授
時原佳子 ]A^IET認定ムープメン
ト教育 ・療法土
① 家族でムーブメント遊びを楽し 石井郁子 星倭国際高等学校富
2 7月24日(円) み、親子のふれあい体験をします。
山学習センタ一指導
② きょうだいチーム「ジョイヒヨ 員
ンJ、障害のある子どもチーム「ジョ
3 
8月28日(日) イケロJ、保誕者チーム「ジョイワンj
(向上) (同上)
(拡大パー ジョン) に分かれ、毎回テーマを決めて、;降
諏)J智広 機1兵きょうだいの会
義や話し合いをします。またペアレ 代表
4 1 0月 2日(日) ント ・トレーニングによる子育てス
阿部美穂子 人開発達科学部 ・准教
キノレアッフ演習を行います。 授
5 1 0月30日 (口) ③ 8月は時間を拡大し、きょうだ
藤原佳子 ]AMET認定ムープメン
い支援会代表の諏方先生の体験に基 ト教育 ・療法士 .
6 1 1月27日(日) づく講演会と、 おやつ作りを します。 石井郁子 昼縫国際高等学校富
7 1 2月18日(日) 山学習センタ一指導
員
8 2月19日 (日) 高橋 彩奈
]AMET認定ムーブメン
卜教育 ・療法士
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専攻分野
特別支援教育
特別支援教育
専攻分野
特別支tEt教育
特別支控教育
特別支援教育
(向上)
特別支援教育
特別支援教育
特別支屡教育
特別支援教育
特別支援教育
講座名
期間
会場
受講対象者
募集人数
回数 期
ゼロから始める楽しいフログラミング入門~JavaScript編~
平成23年7月11日(月)~7 月 2 2日(金) *変更あり
宮山大学総合情報基盤センター 第3端末室
市民一般の方で，初めてフログラミングを経験して，楽しみたい方
10名
日 題 目 講師氏名
1 7月 11日(月)
JavaScriptでビジュアノレ¥Vebフログ‘フ
ミング
2 7月 12日(火)
JavaScriptでプログラムを作成，制御
情文，配列，関数，
イベント処理とオブジェクト操作，マ 高jド正三 ・
所属 ・職名
3 7月 15日(金)
ウス， フォー ム， ・・ 総合情報基盤センター ・教綬
4 
5 
6 
7月19 A (火)
ダイナミック HTMLによるグラフ儲画，
イメージを動かす，
7月21日(木)
データ構造とアノレゴリズム，再帰HI昨造，
ソーティング，
7月22日(金)
楽しいフログラミングの方法とフログ
ラミング ・テクニック
山歩きの楽しみ
平成23年8月4日(木) ~8 月 6 口(土)
立山一五色ヶ原
ソフトウェア工学
講座名
期間
会場
受講対象者
募集人数
市民一般(但し、岩場や雪渓がある8-9時間の行程なので、体力に自信のある方)
15名
回数 J切 日 題 日 講師氏名 所属 ・職名
1 8月4日(木)
1日目、富山駅前発、天狗平、室堂、
奥大日岳方面往復、室盆山荘泊 増岡恭次郎 理学部 ・客員教授
8月5日(金)
2日目、ーの越、東ーの越往館、浄土
2 山、ザラ峠、五色ヶ原山荘泊
理学部 ・1佐教綬
3日目、鳶岳往復、五色ヶ原散策、ザ 唐原 一郎
3 8月6口(土) ラ峠、t争上山、室堂、富山駅前泊、
図面工作科教科Sの積極的活用を通した指導と評価のあり方
平成23年8月29日(月) *変更あり
専攻分野
専攻分野
植物形態学
植物形態学
講座名
期間
実施場所 特に美術科の免許をおもちでない普通の学級担任の先生方を歓迎します。指導経験が浅く，図画工作科の日々
の指導にお悩みの先生方(講師の方も含む)にも、少しでも自信をもっていただけるようお話し、たします。
富山大学人間発達科学部3練 5階(図工 ・メディア室)
10名
期日
8月29日(月)
題 目
図画工作科教科書の積極的活用を通し
た指導と評価のあり方
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講師氏名
隅敦
所属 ・職名
人開発達科学
部 ・准教t受
専攻分野
美術科教育
講座名
期 間
会場
受講対象者
募集人数
現代生物学入門
平成23年8月 27日(土)--8月 28日(日)
宮山大学理学部A棟 2階講義室A238教室、 B棟2階実験室 s201教室および総合研究棟6階など
高専生、短大生、大学生および社会人
25名
回数 期 日 題 目 講師氏名 所属 ・職名 専攻分野
1 8月27日(土) (講義)藻類の進化と地球の歴史 i!ff温{言
理工学研究部(理 泌類系統分類学
学) ・教授
2 8月 27日(土) (講義)組物の磁の多様性 岩坪美兼
理工学研究部(理 組物細胞分類学
学) ・教授
(講義)生物多係性を富山湾の動物から
3 8月 27R (土)
探る 理工学研究部(理
(デモ)海産動物の生活史と生体構造
小松美英子
学) ・教授
!fl)J物の系統発生
に関する実験と観察
4 8月 27日(上) G蒜義)環境要因と生物応答 内山実 理工学研究部(理 比較内分泌学・動学) ・教授 物生理学
(講義)本能行動(照食 ・生殖 ・it'(fiり1)
5 8月 28日(円)
を制御する脳機構のしくみ J11!工学研究部(理
比較神経内分泌
(デモ)自動行動追跡装置を用いた動物
松田恒平
学) ・教授
学・比較行動薬理
の行動解析
H寸岨. 
6 8月 28日(日) (講義)崩れる遺伝子の常識 山田恭司
理工学研究部(理 他物分子遺伝学
学) ・教授
(講義)遺伝子の働きと細胞機能
7 8月 28日(日) (デモ)緑色蛍光タンハク質を用いた細 若杉達也
理工学研究部(理
胞小器官の検出
学) ・教授
組物分子生物学
講座名
期間
会場
受講対象者
募集人数
愛を諮るフランス文学2
平成23年9月28日(水)---12月21日(水)
富山大学生涯学習教育研究センター 3階 s35番教室
フランス文学に限らず文学 ・文化一般に興味のある方。テキストを講読いたしますのでフランス語の初級文
法を修了された方が望ましいて'すが、単に議読だけではないので、フランス語力に自信のない方でも内容に
関心のある方なら歓迎いたします。
l5~ 
所属 ・職名 専攻分野題 目 議師氏名回数 J切 日
1 9月28日(水)
2 1 0月 5日(水)
受講者との話し合いで諸説テ3 1 0月 12日(水)
キストを遊びますが、ラクロ4 1 0月 19日(水)
『危険な関係』、スタンダール
5 1 0月26口 (水)
『恋愛論』、ボードレール『悪
富山大学 ・ フランス言語6 1 1月 2日(水)
の事』、フロベール『ボヴァリ 1行水まさ志 非常勤講師 文化7 1 1月 9円(水)
一夫人J、ブルースト『失われ
8 1 1月 16日(水) た時を求めて』、サン=テグジ
9 1 1月30日 (水) ュヘリ『昼の王子さま』などか
1 0 1 2月 7円(水) ら作品を選ぶ予定。
1 1 1 2月 14日(水)
1 2月21日(水)1 2 
? ?
夢大学in工学部2011・フチ科学教室
平成23年 10月1日(士)
富山大学工学部
講座名
期間
会場
受講対象者 小学生 ・中学生・高校生 ・市民一般(講座によって対象者が異なることがありますので、ホームページで詳細
を確かめて応募してください。)
募集人数 354名
回数 題 目 講師氏名 所属 ・職名 JJ~攻分野
面白い光と色の世界 岡田 裕之 工学部 ・教授 有機テ'パイス1 (定員 午前 5~ ・ 午後 5 名) 工学部 ・准教授中 茂樹
2 
プフズマを使って鋭を作る
山崎登志成 工学部 ・准教授 薄膜工学(定員午前6名 ・午後6名)
3 
止まらない?不思議なコマ 山田茂 工学部 ・准教授 生産精密加工学
(定員午前5名 ・午後 5名) 高野登 工学部 ・助手
音"・“超音波"をiJlJる、作る、考える ニ原毅 工学部 ・教授 超音波計測
4 (定員午前 10名 ・午後 10名) 桐 昭弘 工学部 ・技術職員 超音波計測
国代発造 工学部 ・准教授 光計ij[IJ
5 
みかんで発泡スチロールのリサイクル?
i1J，t明誠 工学部 ・助教 高分刊ヒ学
(定員午前 10名2回・午後 10名2回)
化学合成にチャレンジ~いろいろなエスアノレを
6 作ってみよう(定員 午前 16名 ・午後 16名) 阿部仁 工学部 ・教綬 有機化学
7 きおくのしくみ(定員 午前20名 ・午後 20名) 囚端俊英 工学部 ・准教授 脳 ・神経科学
8 
飛び込め!3Dの世界
堀田裕弘 工学部 ・教授 メディア情報通信
(定員午前 10名2回 ・午後 10名2回)
9 
遺伝子の本体DNAを日で見てみよう 磯部正治 工学部 ・教綬
遺伝子工学
(定員午前 12~， ・ 午後 12 名) mr事信幸 工学部 ・If主教授
1 0 
放射線を見てみよう
佐山 三千雄 工学部 ・講師 放射線化学
(定員午前 16名)
1 1 
熱に応答するフラスチックを使って体温計を作 星野 一宏 工学部 ・准教授
生物反応工学
ろう(定員午前 10名 ・午後 10名) 高野真希 工学部 ・助手
1 2 
工作!メカ昆虫2 佐伯 I享 工学部 ・教授 機能制御工学
(定員午前 10名 ・午後 10名) 絡爪隆 工学部 ・助教
1 3 
世界の来てまでとんでQ! 止公凹 健一 工学部 ・教授 組成制御工学
(定員午前20名 ・午後 20名) 川畑常民 工学部 ・助教
1 -l
電気化学で作ろう!黄金色に蹄くオリジナルへ 砂田聡 工学部 ・教授 環境制御工学
ンダント(定員 午前 10名 ・午後 10名)
町村浩之
ガラスでオリジナルマドラーを作ろう! (定員
雌岡和典 創造工学センター
1 5 
午前5名 ・午後5名)
回村隆文 技術部 ・技術職員
機械工湯
白川博樹
岩崎裕樹
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講座名
期間
会 場一
受講対象者
募集人数
中級フランス語2
平成23年 10月 1日(土) ~ 1 2月 10日(上)
富山大学生涯学習教育研究センタ- 3階 B35番教室
前期中級フランス語1を修了された方。
またはどこかで初級程度のフランス語を学習された経験がある方
20名
回数 期 日 題 目 講師氏名
1 1 0月 l口(土)
2 1 0月 8日(土) 教科芯にそってフフンス語の
3 1 0月 15日(土) 基礎文法と会話表現を習得す
4 1 0月22日(土)
る。テキストは前期中級フラン
5 1 0月29日(土) ス3吾1の終了H寺点から虫台める。
6 1 1月 5日(土)
講座内で試験のたぐいは一切
ありませんが、実用フランス語 清水まさ志
7 1 1月 12臼(土)
8 1 1月 19日(土)
検定試験の受検を希望する方
9 1 1月26日(土)
のサボートはいたします。11 
1 0 1 2月 3口(土)
月 19日はボジョレー ・ヌーボ
ーハーティーを行う。
1 1 1 2月10 n (土)
アンニョンハセヨ 韓国語入門2講座名
期間
会場
受議対象者
募集人数
平成23年 10月 1日(上)~ 1月28日(土) *変更あり
富山大学生涯学習教育研究センター 会議室
市民一般
10名
回数 期 日 題 目
1 1 0月 1日(土) 韓国
2 1 0月 8日(土) ハングノレ文字
3 1 0月 15日(土) 自己紹介
前期の復習
4 1 0月22日(土) 時間
会話練習 ・間取り ・読古き
5 1 0月29口(土)
約束
6 1 1月 12日(土) 天坂
7 1 1月19日(土)
会話練習 ・間取り ・読書き
8 1 1月26 A (土) 位置と方向
9 1 2月 3日(土) 会話練習 ・間取り ・託苫き
10 1 2月 17日(土) 電話
11 1月 21円 (土) 会話練習 ・間取り ・読古き
12 1月28日(土) 総まとめ
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講師氏名
仁美
所属 ・職名 専攻分野
富山大学・非常勤 フランス孟語
講師 文化
所属 ・職名
(財)とやま国際センター -
韓国語講師
講座名
期間
会 場一
受講対象者
募集人数
初級フランス3否4
平成23年 10月 1日(土)~ 1 2月 10日(上)
富山大学生涯学習教育研究センター 3階835番教室
前期初級フランス語3を修了された}j。
またはどこかで初級程度のフランス語を学習された経験がある方。
20名
回数 期 日 題 目 講師氏名 所属 ・職名 専攻分野
1 1 0月 1日(土)
2 1 0月 8日(土) 教科占にそってフランス語の
3 1 0月15日(土) 基礎文法と会話表現を習得す
4 1 0月22日(土) る。テキストは前期初級フラン
5 1 0月 29日(土) ス語3の終了時点から始める。
6 1 1月 5日(土)
講座内で試験のたぐいは一切
清水まさ志
宮山大学・非常勤 フランス言語
ありませんが、実用フランス語 講師 文化
7 1 1月 12日(土) 検定試験の受検を希望する方
8 1 1月 19日(土) のサポートはいたします。11 
9 1 1月 26日(土) 月 19口はボジョレー ・ヌーボ
1 0 1 2月 3日(土)
ーハーティーを行う。
1 1 1 2月 10日(土)
講座名
期間
会場
受講対象者
募集人数
入門フランス語フランス文化2
平成23年 10月1日(上)~ 1 2月 10日 (上)
富山大学生涯学習教育研究センター 3階 835{s:教室
初めてフランス語を始める方、または一度フランス語を学習したものの挫折された方。
またフランスの文化に関心がある方
20名
回数 期 日 題 目 講師氏名 所属 ・職名 専攻分嬰f
1 1 0月 1日(土)
2 1 0月 8日(上) 教科，!}Iこそってフランス語の
3 1 0月 15日(土) 最初歩から始め、基礎文法と簡
4 1 0月 22日(土)
時1な会話表現を習得する。テキ
ストは前期入門フランス語フ
5 1 0月29日(土) ランス文化lの終了時点、から始
6 1 1月 5日(土) める。講座内で試験のたぐいは 清水まさ志
富山大学・非常勤 フランス言語
講師 文化
7 1 1月 12日(土) 一切ありませんが、実用フラン
8 1 1月 19日(土)
ス語検定試験の受検を希望す
る方のサポートはいたします。
9 1 1月 26日(土) 1 1月 19日はボジョレー ・ヌ
1 0 1 2月 3日(土) ーボーノξー ティーを行う。
1 1 1 2月 10日(土)
?。
講座名
期間
会場
受講対象者
募集人 数
伝統食と しての和菓子を学ぶ
回数
1 
2 
3 
」
期
1 0月
平成 23年 10月2日(日)'"-' 1 2月4日 (日)
富山大学人開発達科学部 2棟2階調理室
市民一般
30名
日 題 目
-和菓子の歴史について
2日(口)
• rつぶあんJのとり方と
「つぶあんjを使った基本的な和
菓子を楽しむ
• rこしあんJのとり方と
1 0月 16日(日) 「こ しあんJを使った和菓子を楽 し
む
1 1月27口(日)
• r求肥jの作り方と I求肥Jを使っ
た和菓子を楽しむ
-自然の忠み ・素材から作る
1 2月 4円(日) 薯菰(じ Eうよう)まんじゅう
-総指
講 座名
期 間
会場
受講対象者
募集人数
とやま学一近世富山の史料を読む(後期)
平成23年 10月3日(月)'"-' 2月 13日(月)
富山大学人開発達科学部2fJi 3階ワークスへース
市民一般
15 ~， 
回数 期 n 題 目
1 1 0月 3円(月) 「町1今味所触留J1 
2 1 0月31日(月) f悶TI今味所触留J2 
3 1 1月 1-l日(月) 『町吟味所触留J3 
4 1 1月28日(月) ')'(.築資料を読む
5 1 2月 5日(月) rlDTI今味所触留J4 
6 1 2月 19日(月) nlTn今l床所触留J5 
7 1月 16日(月) rl丁目今lt長所触留J6 
8 1月30日(月) 「町吟味所触留J7 
9 2月 13 n (月) 「町吟味所触留J8 
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講師氏名 所属 ・職名 専攻分野
海井 保子 「食育研究会いただ 栄養学 ・食脊
きます !J代表
引網 康博 和菓子職人 和菓チ作り
引網康博 和菓子職人 和菓子作り
引網 康博 和菓子職人
持団公仁子 地峡述燐推進機構 食生活・食文化
生渡学習部門 ・教授
講師氏名 所属 ・職名 リ子攻分野
深井 甚三 人開発達科学部 近世史
力日路 達行 富山市郷上博物館 近世史
深井 甚三 人間発達科学部 近世史
講座名
期間
会場
受講対象者
募集人数
アンニョンハセヨ 韓国語中級 2
平成23年 10月3日(月)"-1月30日(月) *変更あり
富山大学生涯学習教育研究センター 会議室
市民一般
10名
回数 期 日 題 目 講師氏名 所属 ・職名
l 1 0月 3日(月) 前期復習
2 1 0月 17日(月 ) 故障
1 0月24日(月)
会話練習 ・間取り ・読書き
3 会話文作り
4 1 0月31日(月) 変化
5 1 1月 7日(月)
会話料l習 ・間取り・読.!fき
会話文作り
6 1 1月 14日 (月) 情報
7 1 1月21日(月)
会話練習 ・間取り ・読占き
天坂仁史
(財)とやま国際センター ・
会話文作り 韓国語講師
8 1 1月28日(月) 真実と偽り
9 1 2月 5日 (月)
会話練習 ・間取り ・読.!fき
会話文作り
10 1 2月 12日 (月) 悩み
11 1月 16日(月)
会話縦型 ・間取り ・読占き
会話文作り
12 1月23日(月) 韓国語で発表
13 1月30日(月) 総まとめ
講座名
期間
会場
受講対象者
募集人数
マリ ・クリスティーヌと異文化の旅一小泉八雲をテーマにして一
平成23年 10月」日(火)"-11月29日(火)
富山大学黒田講堂会議室
市民一般
28名
回数 期 日 題 日 講師氏名
1 1 0月 4日(火) 西洋の怪談と日本の怪談
平川 祐弘
2 1 0月 5日(水) 夢幻能青柳
3 1 0月 18日 (火)
天B:i院鰐姫とその時代
寺尾美保
一女性がみた拡末明治一
4 1 1月 1日(火) 小泉八雲と方薬集 石王丸夏陽子
5 1 1月22日(火)
ラフカディオ ・ハーンと口本
村井文夫
の仏教の関係
異文化と小泉八雲
6 1 1月29日(火)
総括
7リ・7リスティーヌ
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所属 ・l磁名 専攻分野
比較文化史家
東京大学名誉教綬
比較文化
冗尚占集成館学芸員
日本近代史
明治大学大学院在籍
rl>J岡市万葉歴史館・主
万葉集
任研究員
人文学部 ・教授
比較文学
比較文化
異文化コニュニケ-~- 比較文化
富山大学 ・客員教授
異文化コミュニ
ケーター
講座名
期間
会場
受講対象者
募集人数
中国語入門
平成23年 10月5日(水)~ 1月 19日(木)
富山大学生涯学習教育研究センター 会議室
市民一般
16 ~ 
回数 期 円 題 目 講師氏名 所属 ・職名 専攻分野
1 1 0月 5日(木) 食べ慣れる?
2 1 0月 13日(木) ァーブルの上には
3 1 0月20日 (木) スキー
4 1 0月27日 (木) あなたはテニスがうまいの?
5 1 1月10日 (木) 動物園
6 1 1月 17日(木) 中国語になった日本語
7 1 1月 2-l日 (木) 春休み 陶琳
8 1 2月 1日 (木) 空港で
9 1 2月 8日(木) 空港の外
10 1 2月 15日(木) 街には
11 1 2月22日(木) ホテノレ
12 1月 12日(木) 部屋の中
13 1月 19日 (木) 私のお金すべて佼われてしまった
アンニョンハセヨ 韓国語ステッフア ッフ 2講座名
期間
会場
受講対象主
募集人欽
平成23年 10月5日(水) ~]月 2 5日(水) *変更あり
富山大学生涯学習教育研究センター 第 4研修室
市民一般
10名
回数 期 n 題 目
1 1 0月 5日(水) 前期復習
2 1 0月 12日(水) 失敗
間取りと表現、自由会話
3 1 0月 19日(水)
4 1 0月 26日 (水) 会社.
5 1 1月 2日(水)
読みと表現、自由会話
6 1 1月 9日(水) 消費、節約、読みと表現
7 1 1月 16日(水)
自由会話
天坂
8 1 1月30日(水) 韓国、読みと表現
1 2月 7日(水)
自由会話
9 
10 1 2月 14日(水) 旅行、読みと表現
11 1月 11日(水) 自由会話
12 1月 18日(水) 自由会話
13 1月25日(水) 総まとめ
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英米言語文化
富山大学 ・ 対照言語学
非常勤講師 異文化コミュニケーシ
ョン
講師氏名 所属 ・ 職~
仁美
(財)とやま国際センター・
韓国語講師
???????
受講対象者
募集人数
ヨーロッハの食文化を“味わう"
平成23年 10月6日(木)-. 1 1月 17日(木)
百山大学生涯学習教育研究センタ一 第」研修室、
(第5. 6回は人間発述
市民一般
12名
回数 J切 日 題 同 講師氏名 所属 ・職名 専攻分野
1 1 0月 6日(木)
ヨーロッハの食の歴史 l
ヨーロッハ社
徳橋 日程 人間発達科学部 ・教授 会史
2 1 0月13日(木) ヨーロツバの食の歴史2
3 1 0月 20日(木) ワインを知る 武田 民知子 ル ・ポワソニエ、オーナーソムリエール
4 1 0月 27日(木) チーズを深める
加藤千明 料理教室フロメァウス主宰、バァィシエ
1 1月 9日(木)
食文化体験1 一北陸とヨーロ ーーノレ
5 
シハの食の融合一
武田 民知子 ル ・ホワソニエ、オーナーソムリエール
6 1 1月17日(木)
食文化体験 2 一フランスとイ
武田 民知子 ・加藤 千明 ・徳橋日程
タリアの食卓から一
講座名
期間
会場
受講対象者
募集人数
シニアの ICT社会の楽しみ方
平成23年 10月6日(木)~ 1 1月 10日(木)
富山大学総合情報基盤センター 第3端末室
60歳以上 70歳未満のシニアの方で. ICTに興味のある方
10名
回数 J切 日 題 自 講師氏名 I所属 ・職名 専攻分野
1 1 0月 6日(木) iJ)J画共有サイト YouTubeなどの楽しみ方
高井正三 ・
2 1 0月 13日(木) 岡{象共有サイト Picasaなどの楽しみ方 総合情報基盤センター ・教授
デジタル画像を動画にする PhotoStory3
ソフトウェア工学
3 1 0月20日(木)
の楽しみ方
Twitterなどのコミュニケーショサイト
上木佐季子
斗 1 0月27日(木)
の楽しみ方
総合情報越盤センター ・講師
制作発表と ICT社会の楽しみ方
教育工学
5 1 1月 10日(木)
講座名
期 間
会場
受講対象者
募集人数
現代教育の諸問題多様なアブローチを学ぶ
平成23年 10月6日(木)~ 1 0月27日(木)
富山大学生涯学習教育研究センター 第 4研修室
市民一般
10名
回数 期 日 題 目 ;辞師氏名 所属 ・職名 専攻分野
1 1 0月 6日(木) 子どもとは/大人とは何者か 野平慎二
人間発達科学部 ・教 教古目品オニ，
授
2 1 0月 11日(火) 子どもの貧困 仲嶺政光
地域連携推進機構 ・
教育の社会史
生涯学習部門准教授
3 1 0月13日(木) 聞かれた学校づくり 笹田茂樹
人間発達科学部 ・准
教育行政学
教授
4 1 0月 18日(火) 今求められる「学力Jとは何か 北田佳子
人間発達科学部 ・准
教育方法学
教授
5 1 0月20日(木) 現代教育政策の方向とは 広瀬信
人間発達科学部 ・教
教育史・教育学
授
6 1 0月 25日(火) 教育「問題Jとは何か 久保田 n:巧 人開発達科学部 ・准 教育社会学
教授
7 1 0月27日(木)
おとなになって学ぶということ
藤田公仁子
地域連携推進機構 ・ 生涯学習論・社
lま? 生涯学習部門教授 z42=hZ竜割ヌ=円t 
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アンニョンハセヨ 韓国語初級2講座名
期間
会場
受講対象者
募集人数
平成23年 10月7日(金) ~ 1月27日(金) *変更あり
富山大学生涯学習教育研究センター 会議室
市民一般
10名
回数 1切 日 題 目
1 1 0月 7日(金) 前期復習
2 1 0月 14日(金) 経験
3 1 0月21臼 (金)
趣味
4 1 0月28日(金)
5 1 1月 4円(金)
就業
講師氏名 所属 ・職名
6 1 1月 1]日(金)
(財)とやま国際センター ・
7 1 1月 18日(金) 流行 天坂 仁美
8 1 1月25日(金) 故障
9 1 2月 2日(金) 変化
10 1 2月 6日(火) 情報
11 1 2月 16日(金) 真実と偽り
12 
13 
講座名
期間
会場
受講対象者
募集人数
阿数
1月20日(金) 悩み
1月27日 (金) 総まとめ
外国のことぼと文化を楽しく学ぶ~これからはじめたい方へ~
平成23年 10月7日(金) ~ 1 1月 11日(金)
富山大学生涯学習教育研究センター 第 4研修室
これから外国語を学んでみたいと思っている方(初心者)
15名
期 日 題 日 講師氏名
韓国語講師
一
所属 ・職名
1 1 0月 7円(金) 英語 場江耕一 特定非営利所助法人海竜 ・理事長
2 1 0月 1-l日(金) フランス3吾 清水まさ志 富山大学 ・非常勤講師
3 1 0月21日(金) ドイツ;吾 j黒間際 人文学部 ・1佐教綬
4 1 0月28円(金) 中国語 {壬u!宕 富山大学 ・非常勤講師
5 1 1月 11 n (金) 韓国語 天坂仁美 側とやま国際センター ・韓国語講師
中国語講座(会話中心の中級クラス)議座名
期間
会場
受講対象者
募集人数
平成23年 10月8日(上)~ 2月4日(土) *変更あり
富山大学生涯学習教育研究センター 第4研修室
市民一般
15名
回数 期 日 題 目 議師氏名
1 1 0月 8 n (土) 紹介
2 1 0月22日(土) 中国の大学
3 1 0月29日(土) 趣味について
4 1 1月 5日(土) 私の一日
5 1 1月 12日(土) 私の友達
6. 1 1月 19日(土) 旅行
任建宏
7 1 1月 26日(土) ご馳走になる
8 1 2月 3円(土) 中華料理
9 1 2月10日(土) 買物
1 0 1 2月17日(土) 北爪の四合院
1 1 1月 21日(土) 春節
1 2 1月 28日(土) 中国語を学ぶ
1 3 2月 4日(土) 総復習 ・まとめ
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所属 職名 専攻分 野
富山大学 ・
中日比較文化非常勤講師
講座名
期間
会場
受講対象者
募集人数
回数
1 1 0月
富山から発信する「食jの魅力
平成23年 10月9日(日).......1 2月 11日(日)
笛山大学人開発達科学部 2移転2階 調理室
市民一般
32名
J切 日 題 自
-富山の水を知る
9日 (円) -だしのとり方、お吸い物
-地産池n'iのお料理づくり。
-富山の米 ・野菜 ・魚介類のコラボ
2 1 0月 23日(日) を!
-美味しさ追求、洋風献立。
-富山のf.i.lをまるごとの煮魚に !
3 1 ]月 6日 (口) -伝統的お総菜に挑戦。
-富山の昆布を知る
4 1 2月 11日 (n) -昆布文化と料理で知る食べ方、
行事食を再点検。
-総括
ドイツ語講座初級H
平成23年 10月 13日(木).. 1 2月8日(木)
講師氏名 所属 ・職名
東山潤子 冗県立雄峰品等学校専
攻科教諭
深井保子 「食育研究会いただ
きます !J代表
東山 i倒子 冗県立雄峰品等学校専
攻科教諭
伊牒良子 けん食倶楽部
点山潤子 冗県立ま!t峰向等学校専
攻科教諭
松下郁子 けん食倶楽部
東山潤子 冗県立雄曲争点l等学校専
攻科教諭
i事}Iニ保子 「食f研究会いただ
きます !J代表
旅田公仁子 地域連機推進持椛
生涯学習部門 ・教授
講 座名
期間
会場
受講対象者
募集 人数
富山大学生涯学習教育研究センター 3階B35番教室
市民一般
10名
回数 期 円 題 日 講師氏名 所属 ・職名
1 1 0月 13日(木)
前期に習ったことの復習
個人的な窓見や好みをいう
2 1 0月 20日(木)
分離動詞と非分離動詞
代名詞と疑問代名調
3 1 0月27臼(木)
休日の計画を立てる
過去分詞と現在完了形
4 1 1月 10日(木)
過去の出来事をいう
手紙を~~く ウォルフガン 人文学部 ・
5 1 1月 17日(木)
命令と要求の表現 グ ・ツォウベク ドイツ語教授
疑問詞と人称代名詞の3格
6 1 1月24日 (木)
定冠詞と前置詞
3格支配の動詞
7 1 2月 1日(木)
目的について話す
旅行について話す
8 1 2月 8日(木)
個人的な狙いを百う
復習
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専攻分野
調理全般
栄養学 ・食f
調理全般
調理全般
調理全般
栄養学 ・食T7
食生活・食文化
qβ岡h 
専攻分野
文化人類学
民衆演劇学
ロシア語初級 ・中級
平成23年 10月 13日 (木)~ 1 2月8日(木)
富山大学人文学部 316教室(ロシア言語文化演習室)
講座名
期間
会場
受講対象者
募集人数
ロシア語の基本的な文法を学んだ方ならどなたでも参加できます。
10名
回数 J切 日 題 目
3 ~I a K 0 ~! C T B 0 (ロシアと日本につ
1 1 0月 13日(本) いて私たちが知っていること)
nYTeUJeCTBl!e 
2 1 0月20日 (木) no POCCHI! 
(ロシア探訪)
n Y T e w e C T B H e 
3 1 0月27日(木) 日 o 只n0 !I I! I! 
(日本探訪)
九¥oii ropo且 一 Baw ropOLl 
」 1 1月10日(木) (モスクワと富山)
1 1月17口(木)
CYBeHl!pbl H nO且 ap J< I! 
5 (名産品、おみやげ品)
CTHJlb )l{1!3HI! 
6 1 1月24日(木) (生活スタイル:日常生活と趣味)
o 6 ~! e !I 1 e ~! C R 
7 1 2月 1日 (木) p e l.e n T a ~! H I 
(レシヒを教え合いましょう)
BCTpe'la J<YJJbTYP(お互い
8 1 2月 8口(木) の文化の何に興味がありますかっ)
講座名
期間
会場
受議対象者
募集人数
ドイツ歌曲を歌おう!(ハー ト 3)
平成23年 10月 15日(上)~ 1月28日(上)
富山大学共通教育棟C22m:教室
市民一般
30 :j!，
回数 J明 円 題 目
1 1 0月15日(土)
2 1 0月22日(上)
歌う姿勢・発声法・ドイツ語の発音な
1 0月29日(上)3 ど、歌曲を歌うための基礎、および音
4 1 1月19日(土) 楽を美しく演奏する表現法などにつ
5 1 1月26円(土) いて、段階を踏んで学んでいきますの
6 1 2月10日(上) で，初心1tでも大丈夫です。詳細は講
~の初同にお話しします。
7 1月21日 (土)
8 1月28日(土)
議座名
期間
会場
受講対象者
募集人数
映像で知る世界の文化
平成23年 10月 16日(日) ~ 1 2月 11日(日)
富山大学生涯学習教育研究センター 会議室
市民一般
20名
講師氏名 所属 ・職名 専攻分野
マノレガリータ・カ 前大阪大学 ロシア語教
ザケーヴィチ 外国語教師 Ti法
講師氏名(所属職名 ・専攻分野)
大前 さち子(声楽家 ・ソプラノ)
海老原あゆみ(ピアニス卜・伴奏担当)
回数 期 臼 題 目 講師氏名 所属 ・職名 専攻分野
1 1 0月 16日(日) アジア 1
2 1 0月30日(日) アジア 2
3 1 1月 13日(日) 東ヨーロッパ 末岡 宏
人文学部・教授 国際文化論
4 1 1月27円(日) ファンアメリカ
5 1 2月 11日 (日) アフリカ
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議座名
期間
会 場・
受講対象15-
募集人数
はじめてのワーフロ&表計算ソフト-Windows7でWord&Exce12010を利用してみようー (後期)
平成23年 10月17日(月)"" 1 1月15日(火)
富山大学共通教育棟 4階 教集教育端末室
これからワーフロ ・表計算ソフトを使ってみたいと思っている方
15名
回数 期 日 題 目
1 1 0月17日(月)
lVindolVsの基礎，
Word 基本操作，文字の入力
2 1 0月18日(火)
Excel 基本操作，データの入力 ・計
算，表の作成
Word 基本操作，新しい文必の作成，
3 1 0月2-1日(月)
文書の編集
4 1 0月25n (火) Excel 数式と関数，グラフの作成
5 1 0月31円(月) ¥Vord 表の作成と編集
6 1 1月 1 Fl(火) Excel 表の編集
7 1 1月 7 n (月) ¥Vord イフスト ・写真 ・図形の追加と調整
8 1 1月 8日(火) Exce1の活用
9 1 1月14日(月) lVord 確認問題，まとめ
1 0 1 1月15日(火) Exce1 確認問題，まとめ
Lーーーー
講 座名
期間
会場
受講対象1f
募集人数
身近な法律の話
平成23年 10月 19口(水)"" 1 1月 15日(火)
富山大学生涯学習教育研究センター 第 l研修室
市民一般
16名
講師氏名
上木佐季子
(lVord担当)
木原克
(Excel担当)
所属 ・職名 専攻分野
総合情報基盤セ 教育工学
ンター ・講師
総合情報基盤セ
ンター ・教授 情報教育，
物理有機化学
同数 期 日 題 目 講師氏名 所属 ・職名 専攻分野
.6. 
τ~ 
1 
2 
3 
4 
5 
1 0月19日(水)
身近な刑事法の話
一裁判l員制度と死刑について
身近な憲法の話
1 0月25 n (火) 一議法をなぜわぎわざ制定するのか
身近な信託法の話
1 1月 1口(火) -{:¥.託とはどんなもの?
1 1月 8日(火)
身近な会社法の話
一最近の新聞記事を題材として
身近な独禁法の話
1 1月15日(火) -富山地区の事件を中心として
一ー
分子モデルで理解する蛋白質の構造
平成23年 10月22日(土)
富山大学生涯学習教育研究センター 第 l研修室
波漫 一弘
栗田 {圭泰
福井修
石田 lt 
中出孝典
主に小学校 ・中学校・高校や予備校の教師の方および蛋白質に興味のある方
10 ~ 
経済学部 ・
准教授
経済学部 ・
准教授
経済学部 ・
教授
経済学部 ・
l佐教授
経済学部 ・
教授
期日 | 題 目 | 講師氏名 | 所属 ・職名
1 0月 22日(土) 蛋白質の構造入門
モデノレ制作 小野 H~ 工学部 ・1佳教授
-73-
刑事法
憲法
金融取引法
商法
独占禁止法
専攻分野
生命分子工学
大人のための小学校ものづくり体験
平成23年 10 月 25 日(火)~ 1 2月20日(火)
富山大学人開発達科学部 3棟5階(図工 ・メディア室)
講座名
期間
会場
受講対象省 油絵や彫刻までは自信が持てないけれど、絵を描いたり、ものをつくったりすることに興味をもっていらっ
しゃる社会人の方。小学生の子どもさんのいらっしゃる父母や祖父母の方も含む。
募集人数 20名
回数
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
J切 日 題 目
1 0月25日(火)
1年ホリ袋を使ったふくらむおもち
や
l 1月 1日(火)
2年ストロ を使った動くおもちゃ
1 1月 8日(火)
3年合成粘土を使った素敵なお城
1 1月15日(火)
4年空き箱や段ポ ルを用いたころが
るおもちゃ
1 1月29日(火)
5年デジタルカメラを使って簡単アニ
メーション
1 2月 6日(火)
6年板材を使ったノ、ズル(1 ) 
1 2月13日(火)
6年板材を{吏ったハズル (2) 
1 2月20 FI(火)
完成作品鑑賞会と;律義「子どもの造形
とものづくりの未来J
esook (電子書籍)の作り方 ・出版の仕方
平成23年 11月1-!日 (月)~ ] 1月2-1円(木)
富山大学総合情報基盤センター 第3端末室
講師氏名
島常 教
講座名
j切間
会 場
受~I'~対象15-
募集人欽
e-sook (電子書籍)の作りを目指したい教員または専門職の方
10名
回数 期 日 題 n 講師氏名
1 1 1月1-!日(月)
esookとは何か， esookを作るため
の準備
2 1 1月15日(火)
esookに使われるフォーマット
3 1 1月17日(木)
Adobe出版ソフトウェア InDesign
の使用法(1 ) 
所属 ・職名 専攻分野
人開発達科学部・准教
美術科教育
受
所属 ・職名 専攻分野
4 1 1月18日(金)
Adobe出版ソフトウェア InDesign 高井正三総合情報基盤センター -教授
の使用法(2 ) ソフトウェア工学
5 1 1月21日(月)
InDesignから EPUsへ
6 1 1月22日(火)
InDesignから PDFへ
7 1 1月24日(木)
esookの配信， esookの未来像とこ
れからの課題
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〔健康・スポーツ講座〕
ゴルフ(初級者)コース
平成23年8月4日(木)-..8月 26日(金)
講座名
期間
会場
受講対象省
募集人数
呉羽カントリークラブ練習場およびコース，古沢ゴルフクラブ
市民一般
回数
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
20名
期 日 時 間
8月 4日(木) 18 : 30-..20 : 30 
8月 5日 (金) 18 : 30-..20 : 30 
8月22日(月) 6 : 0-.. 8 : 00 
8月23日(火) 6 : 0-.. 8 : 00 
8月24日 (水) 6 : 0-.. 8 : 00 
8月25日(木) 13: 0-..16: 00 
8月26日(金) 6 : 0-.. 8 : 00 
親子スキー教室
平成24年 1月21日(土)-. 1月 22日(日)
牛岳混泉スキー場
講師氏名
西川友之
大川信行
佐伯聡史
鑑田 1笠
講座名
期間
会場
受講対象者
募集人数
講師
親子ただし、子どものスキーレベルが未経験者から初心者
月刊
時間
20車E
人開発達科学部 ・教授
人開発達科学部 ・教佼
人開発達科学部 ・准教授
1/21 (上)
9 : 00-"18 : 00 
(811寺問)
堀田朋基
鳥海清司
佐伯聡史
I/22(臼)
9 : 00-"17 : 00 
(7時間) ( 15時間)
〔体験講座〕
入門ピラティス #2 
平成23年4月7日(木)-. 9月22日(木) *変更あり
富山大学生涯学習教育研究センター 会議室
所属 ・職名
人間発達科学部 ・教綬
人開発達科学部 ・教授
人間発達科学部 ・1住教授
呉羽カントリークラブ所属フロ
講座名
期間
会場
受講対象者 健康に関心と興味を持っている市民一般平成22年度前期に実施した当該誘座に参加した方の受講も可能で
す。(ただし、妊婦の方はご述慮下さい。{本に都合がある方は、前もって医師に相談してください。)
募集人数 6名
回数 J切 日 題 目 講 自市 氏 名 所属 月経 名 専攻分野
1 4月 7日(木)
2 4月21日(木)
3 5月 12日(木)
4 5月26日(木)
富山大学 ・
5 6月 9日(木)
6 6月23日(木)
レクチャーと数種類のエク
キタノ・アスカ 非常助活師 英語教育
ササイズを行います。 FTP認定ピラティス
7 7月 7日(木) インストラクター
8 7月21日(木)
9 8月 4日(木)
10 8月25 S (木)
11 9月22日(木)
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【高岡キャンパス】
〔教養講座〕
講座名
期間
会場
受講対象者
募集人数
漆と親しむ 一変わり塗りを用いた、だ円主主の制作一
平成23年4月8日(金).. 6月 10日(金)
富山大学高岡キャンハス 演習室 H-182
市民一般
10 ~ 
同数 期 日 題 自
1 4月 8 口(金) 今回の概要説明、コクソ彫り、木固め
2 4月 12円(火) コクソかい、下地付け(表)
3 4月 15日(金) 内角引きサピ、下地付け(裏)
4 4月 19日(火) 下地研ぎ、下地付け(表)
5 4月 22日(金) 下地研ぎ、下塗り(表)
6 4月 26A (火) 研ぎ、仕掛け置き
7 5月 10日(火) 下地研ぎ、下塗り
8 5月 13日(金) 研ぎ、色漆塗りこみ
9 5月 17口(火) 研ぎ、色涼塗りこみ
1 0 5月 20日(金) 研ぎ、色捺塗りこみ
1 1 5月 24日(火) 研ぎ、塗りこみ
1 2 5月 27日(金) 研ぎ、塗りこみ(事)
1 3 5月 31 日(火) 研ぎ、胴宿り、スリ漆
1 4 6月 3 日(金) スリ漆
1 5 6月 7日(火) 仕上げ磨き
1 6 6月 10日(金) 講評
塑造人体ヌード制作議座名
期間
会場
受議対象者
募集人数
平成23年4月 13日 (水).. 7月27日(水)
富山大学高岡キャンハス 彫塑室 町一12
市民一般及び学生
8名
回数 J切 日 題 目
1 4月 13n (水) デッサン(ヌード‘モデノレ)
2 4月 20円(水)
デッサン(ヌードモデノレ)
固定ポーズ決定
3 4月 27日(水) 心俸造り(ヌードモデル)
4 5月 11 日(水) モデリング(ヌードモテソレ)
5 5月 18 日(水) モデリング(ヌードモデル)
6 5月 25日(水) モデリング(ヌードモデル)
7 6月 1 n (水) モデリング(ヌードモデ‘ノレ)中間講評
8 6 月 8 日(水) モデリング(ヌードモデ、ノレ)
9 6月 15日(水) モデリング(ヌードモテ'ル)
1 0 6月 22 日(水) モデリング(ヌードモテ'ル)
1 1 6月 29日(水) モデリング(ヌードモデ.ル)
1 2 7月 6 円(水) モデリング(ヌードモデル)
1 3 7月 13 日(水) 石膏取り
1 4 7月 20日(水) 石膏取り
1 5 7月 27日(水)
着色技法
;諺評
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講師氏名
林 暁
南藤晴之
高橋誠一
小)1 太郎
講師氏名
後藤敏伸
斎藤晴之
米納宗宏
所属 ・職名 専攻分野
芸術文化学部 ・教
漆工
授
芸術文化学部 ・准
様工
教授
芸術文化学部 ・准
教授
i奈工
芸術文化学部・助
教
漆工
所属 ・職名 専攻分野
芸術文化学部 ・教
彫刻・環境造形
授
立体造形・漆造
芸術文化学部 ・准
汗5
教授
彫刻家
彫刻 ・型取り
入門フランス語フランス文化1
平成 23年5月9日(月) ~ 7月11日(月)
富山大学高岡キャンパス
講座名
期 間
会場
受講対象者 初めてフランス語を始める方、または一度フランス語を学習したものの挫折された万。
またフランスの文化に関心がある方
募集人数 20名
回数 期 日 題 日
1 5月 9 日(月)
2 5月 16 日(月)
3 5月 23 日(月) 教科書にそってプランス語の最初歩か
4 5月 30 日(月) ら始め、基礎文法と簡単な会話表現を
5 6月 6 日(月) 習得する。講座内で試験のたぐいは一
6 6月 13 日(月) 切ありませんが、実用フランス語検定
7 6月 20 日(月) 試験の受検を希望する方のサホートは
8 6月 27 日(月) いたします。
9 7月 4 日(月)
1 0 7月 11 日(月)
講座名
期 間
会場
受講対象者
募集人数
初心者のためのCAD入門
平成23年 5月 10日(火) ~5fl2 6 日(木)
富山大学問i岡キャンハス メディアノレーム C-223
市民一般
10名
回数 期 日 題 目
1 5月 10日(火)
コンヒュータの基本偽作
CADの基本持作
2 5月 12日(木) CADによる製図方法 1
3 5月 17円(火) CADによる製図方法2
4 5月 19R (木) 簡単な家具図面の作成
5 5月 24日(火) 簡単な住宅平面図の作成
6 5月26日(木) 自由課題の製図
講 座名
期間
会 場
受誹対象者
募集人数
国学探訪一遠近法からI泣近の国学事情まで一
平成 23年 5月 17日(火) ~ 5月31日(火)
富山大学高岡キャンハス 演習室 H-282
市民一般
20名
回数 期 日 題 目
1 5月 17日(火) 国学の最新動向
2 5月 24日(火) 述近法(1)
3 5月 31日(火) 述近法(2)
キi密鋳造技法で作る小物
平成 23年8月7日(日) ~9 月 1 1日(日)
講師氏名
清水まさ志
講師氏名
堀江秀夫
講師氏名
辻合秀一
講座名
期 間
会場
受講対象者
募集人数
富山大学高岡キャンハス 演習室lト182，精密鋳造室，鋳造研究室
中学生以上
7名
回数 期 日 題 目 講師氏名
1 8月 7 日(日) 講座内容の説明.蝋原型制作
2 8月 21日(日) 蝋原型制作
清水克朗
3 9月 4 日(日) 湯道づくり、鋳型づくり
4 9月 11 日(日) 鋳込み.仕上げ
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所属 ・職名
富山大学 ・
非常勤講師
所属 ・職名
芸術文化学部 ・教
授
所属 ・職名
芸術文化学部・准
教授
所属 ・職名
芸術文化学部 ・准
教授
専攻分野
フランス 22E
文化
専攻分野
木材工学
専攻分野
CG・画像処理
専攻分野
美術鋳造
講座名
期 間
会場
受講対象者
募集 人数
地域生活学一みんなで考える「新J富山駅ー
平成23年 9月 14日(水)~ 1 0月26日(水)
富山駅前CiC3階 学習室5
市民一般
20名
回数 期 日 題 目 講師氏名
1 9月 14日(水) 「新J富山駅に向けた課題 武山良ニ
2 9月 21 日(水) 祭り ・イベントと観光 竹内 潔
3 9月 28日(水) 環日本海の中の宮山 龍 世祥
4 10月 5 日(水)
富山の都市と股村.環境保全
大西宏治
と都市生活
5 10月 8 R (土) 岩瀬:酒と北前船 桝田隆一郎
6 10月 12日(水) 減災論からみた伝統的集落 刷~ 圭太郎
7 10月 19日(水) コミュニティの再構築 伊藤俗夫
8 10月 22日(土) 高岡:金屋町の町並みと工芸 大熊敏之
9 10月 26日(水) みんなで考える「新J富山駅
全員
(外部講師を除く)
テンヘラ画講座名
wl 閉
会場
受講対象者
募集人数
平成23年9月 15日(木)~ 1 2月1日(木)
富山大学iGil司キャンハス 共通造形室 B2-113他
市民一般
15 :Y-， 
回数 期 円 題 目 講師氏名
1 9月 15円(木)
テンペ ラ画技法と基底材について
パネノレへの下地情え
2 9月 22円(木)
ノ、ネルへの下地俳え
キャンパスへの下地権え
3 9月 26円(月)
メプィウム作り
制作準備(イーゼル)
4 9月 29日(木)
下塗り
エスキース*IJ作 ・素描
5 10月 3 円(月)
6 10月 6 日(木)
7 10月 13日(木)
彩色(キャンパス)
8 10月 17日(月)
9 10月 20円(木) 安達博文
1 0 10月 24日(月)
1 1 10月 27日(木) 彩色(キャンパス)完成
藤井武
1 2 10月 31A (月) 講評
1 3 11月 7 日(月) エスキース制作 ・索拙(パネル)
1 4 11月 10日(木)
1 5 1 月 14日(月)
1 6 11月 17日(木) 彩色(ハネノレ)
1 7 11月 21日(月)
1 8 1 月 24日(木)
1 9 11月 28円(月) 彩色(パネル)完成
20 12月 l日(木)
講評
片付け
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所属 ・職名 専攻分野
芸術文化学部 ・教授 都市民観
人文学部 ・准教授 文化人類学
経済学部 ・教授 環境経済学
人文学部 ・准教授 人文地理学
桝悶酒造庖・代表取締役
人間発達科学部 ・教授 環境社会
芸術文化学部 ・教授 文化政策
芸術文化学部 ・准教授
工芸デザイ
ン史
所属・職名 専攻分野
芸術文化学部 ・教
授
絵阿
春時会員 絵画
入門フランス語フランス文化 1
平成 23年 10月 3日(月) ~ 12月 12日(月)
富山大学高岡キャンパス
講座名
期間
会場
受講対象者 初めてフランス語を始める方、または一度フランス諮を学習したものの挫折された方。
またフランスの文化に関心がある方。
必集人数 20名
同数 期 日 題 自
1 10月 3日(月)
2 10月 17日(月) 教科芯にそってフランス活の長初歩
3 10月 24日(月) から始め、法礎文法と簡単な会話表現
4 10月 31日(月) を習得する。テキストは前期入門フラ
5 11月 7日(月) ンス語フランス文化 lの終了時点か
6 11月 14日(月) ら始める。講座内で試験のたぐいはー
7 11月 21日(月) 切ありませんが、実用フランス高検定
8 11月 28日(月) 試験の受検を希望する方のサポート
9 12月 5日(月) はいたします。
1 0 12月 12日(月)
講座名
期間
会場
受滋対象者
~)dtミ人数
楽しい初級英会話
平成23年 10月4日(火) ~ 1 2月 13日(火)
hl山大学:iUi岡キャンハス 泌習室1-1-283
中学3年生以上
8名
|口l欽 ;切 日 題 円
1 10月 4日(火) -やさしい英語を使ったフリートーキ
2 10月 18日(火) ング
3 11月 1日(火)
4 11月 15日(火) . rこうすれば伝わるJ茶話表現のわIi
5 11月 28日(月) 習
6 12月 13日(火)
d梓座名
J~I 間
会場
受排対象者
募m人数
テラコッタぬ~f匁制作Z
平成23年 10月 6日(木)~ ] 2刀 1日(木)
宮111大学I\:~岡キャンパス 彫箆!室 sI-112
市民一般及び学生
15名
[口l数 3切 日 題 円
1 10 月 6 日(イて) デッサン、ァラコッタ顕{匁制作
2 10月 13 日(木) アフコッタ頭f匁制作
3 10月 20 日(木) テフコッタ顕伶制作
4 10月 27 日(木) テフコッタ顕{象lJilJ作
プフコジタ顕f1b!IlIJ作
5 11月 10 日(木) 中開講評
6 11月 17 日(木) アフコッタ頭倣制作
7 11月 24 日(木) アフコッタ頭倣制作
8 12月 l日(木) J梓評
やさしい英会話~入門 ・海外旅行で使える英語~
講師氏名
j，!(水 まさ志
講師氏名
渡辺康洋
講師氏名
後H苓敏{巾
総座名
WI 閉
会場
受講対象者
弘:集人数
平成23 {j三 10月 14日(金) ~ 1 2月 20日(火)
富山大学日間キャンパス 演習室 11-283
中学3年生以上
10名
同数 期 日 題 円 講師氏名
1 10月 14 円(金)
-やさしい英語を使ったフリートーキ
2 10月 25 日(火)
3 1 1月 8 日(火)
ング
4 11月 22 日(火)
-世界の観光地を紹介した英文テキス 渡辺康洋
トのリーデイング練習とQ&A
5 12月 6 日(火) -旅行中に使う簡単な表現の練習
6 12月 20 日(火)
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所属 ・職名
富山大学 ・
非常勤講師
所属 ・職名
」芸術文化学部 ・教
授
所属 ・職名
芸術文化学部 ・教
授
所属 ・職名
芸術文化学部 ・教
f受
m:攻分野
フランスヨ J吾
文化
専攻分野
観光英JE
専攻分野
彫刻 ・広li境造形
専攻分野
観光英日吾
【杉谷キャンパス】
〔教養講座〕
講座名
期間
受講対象者
募集人数
[E-learning]北陸がんフロフェッショナノレフログラム インテンシブコース
平成23年4月1日(金)......配信
医師、歯科医師 :学位(博士)あるいは、診療科の専門医 ・認定医を有するもの。
薬剤師 :資絡取得後、 3年以上の臨床経験を持つもの。
看護師 :資絡取得後、 3年以上の臨床経験を持つもの。
診療放射線技師 :資絡取得後、 3年以上の臨床経験を持つもの。
管理栄養士 :資格取得後、3年以上の臨床経験を持つもの。
臨床検査技師 :資格取得後、 3年以上の臨床経験を持つもの。
定員制限なし
科 目 講座名 対象者
1 服1Ï~薬物学特論
2 腿部欣射線医学特論
3 がん緩和医療学特論
4 がん外科学特論
5 臨床!I車協学特論 医師、歯科医師、薬剤師 、看護師、診療政射線技師、管理栄養七、臨床検査技師
6 服務病理学特論
7 臨床栄養学特論
8 臨床統計学特論
9 臨床統計学演習
1 0 コンサノレテーション論
講座名
期間
会 場
受講対象者
募集人数
薬用植物の育て方 ・殖やし方 初級編
平成 23年 4月 23日(士)..10月 29日(上)
富山大学杉谷キャンハス 薬学部附属薬用他物園
植物の紘培に興味があるが、あまり経験の無い方でこれから試して見たい方
15名
回数 期 日 題 目 j梓師氏名 所属 ・職名 t与攻分野
黒崎文也 :応用植物困 准教授
1 4月 23日(上)
オリエンテーショ ン 辰}6良秋 薬用植物園
薬用植物学t番手E 高足泰畠 薬用植物園
藤野!貰春 薬用植物園
2 5月 28日(土) 挿 し木、接ぎ木の実演(予定)
3 6月 25日(土) 取り木、植えをFえ 辰尾良秋 薬用植物園
4 7月 30日(上) 囲内見学、植え答え 高尾泰昌 薬用植物園 薬用植物学
糸葉シャクヤクの掘り上げ、 勝野旋春 i応用植物困
5 8月 27日(土)
株分け、 苗作り
黒崎文也 薬用植物園 准教授
6 1 0月 29日(土) 鉢上げ、結果確認、総評
辰尾良秋 薬用植物園
薬用植物学
高尾恭邑 薬用植物困
藤野府春 薬用植物園
??
講座名
期閉
会場
受講対象者
募集人数
回数 J切
メタボリツクシンドローム対策議座 ーメタボ検診の実際ー
平成23年 7月 30日(上)
富山大学附属病院 2階検査部
市民一般
20名
日 題 自
メタボリック検診の
慨要
メタボリツクシンドロー
ムとlまつ
メタボリツクシンドロー
ムと疾患
講師氏名 所属 ・職名
」ヒ品烈{ 臨床分子病態検査学・教
授(検査部 ・部長)
戸混一之 第一内科 ・教授
薄井勲 第一内科 ・講師
1 7月30日(土)
食生活改善のポイント 矢後忠子 栄養管理室長
検診結果の個別説明 北品勲 検査部 ・部長
講座名
期閉
会場
受講対象者
募集人数
回数
9月
2 9月
JlI 
仁井見英樹
原国健右
保健指導の概要 北林正子
身体計測 看誠師
採血 ・採尿 ・血液検査
宇治義則
他 9名
くすりを安心して効果的に使うには?
平成23年9月3日(土) ~ 9月 10日(土)
富山大学杉谷キャンハス看護学科練1階 (1L降高室)
くすりに!fI!.1沫のある市民一般
10名
検査部 ・副部長
検査部 ・部門長
看護部 ・師長
検査部 ・技師長
臨床検査技師
日 題 円 講師氏名 所属 ・職名
3 n (土) くすりの効き方の個人差 ・男女差 佐久間 勉 大学院医学薬学研究部 ・准教授
3日(土)
-fH9Jかっ安全な楽物療法の開発を
回口 雅宣
大学院医学築学
R指した臨床薬物動態試験 研究部 ・准教授
3 9月10円(土)
ドラッグデリパリーシスァムに基
奥野白土
大学院医学薬学
づく薬物治療の最適化 研究部 ・准教授
4 9月 10日(土) 生体リズムと薬物療法 藤秀人
大学院医学薬学
研究部 ・教授
専攻分野
臨床検査医学
内科学
内科学
栄養学
臨床検査医学
臨床検査医学
臨床検査医学
看護学
臨床検査学
臨床検査学
専攻分野
薬物代制学
薬剤学
薬品物理化学
医療薬学
講座名
期間
会場
受議対象者
募集人数
保健師 ・ 訪問看護師のためのケーススタディ~あなたの看護実践を“ことば"にしよう!~
平成23年9月3日(土) ~2 月 18 日(土)
回数
1 
2 
3 
4 
富山大学杉谷キャンパス看護学科棟7階(カンファレンスルーム)
保健師、訪問看護師
5名
J切 日 題 目 講師氏名
講義「地峡看護領域におけるケース
9月3日(土) スタディ ・業務研究とは」
課題と今後の取り組み方針
10月22日(土)
課題報告と検討
田村須賀子
課題報告と検討
12月24日(土) 講義「ケーススタディ ・業務研究の
まとめ方j
課題報告と検討
2月 18日(土) 講義「地域看護領域における実践活 春山早苗
耳切を見直す ・評価するとはj
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所属 ・職名 専攻分野
大学院医学薬学
地域若様学
研究部 ・教授
自治医科大学看
護学部 ・教授
地域看護学
講座名
期 間
会場
受溝対象者
募集人数
再生医学について考えてみませんか。 Part5 
平成23年 9月 10日(土)
宮山大学杉谷キャンハス医学部研究棟4階 (104講義室、 再生医学教室等)
中学生、 高校生および再生医学に興味をお持ちの方
30名
回数 期 日 題 目 講師氏名 所属 ・職名 専攻分野
一階堂敏雄 大学院医学薬学研究 再生医学 ・分
部 ・教授 子生物学
吉閏淑子 大学院医学薬学研究 再生医学 ・組
部 .i佐教授 織学
再生医学について考えてみませんか。 阿部索典 大学院医学薬学 再生医学 ・細 l
1 9月 10日(土)
Part 5 研究部 ・助教 胞工学
小池千加
大学院医学薬学 再生医学 ・分
研究部 ・助教 子生物学
杉本 j問 大学院医学薬学 限科学 ・分子
研究部 ・助教 生物学
講座名
期 間
会場
受講対象者
募ー 集 人数
こころの病気を探求する Part 1 
平成23年 11月 5日(土).. 1 1月 12日(土)
富山大学杉谷キャンハス 臨床講義室(2) 
市民一般(中学生以上)
130名
回数 J切 n 題 目 講師氏名 所属 ・職名 専攻分野
1 11月5日(土) こころの病気とお薬 新回 j享美 大学院医学薬学研究部 ・教授
i終物治療学
こころの病気の原閃を 新囚伴走 大学院医学薬学研究部 ・教授
2 1月 12円(土) 調べたり、新しいお菜を 宮本高明 大学院医学薬学研究部 ・1佐教授
つくるための実験方法 宇野 恭介 大学院医学薬学研究部 ・助教
? 。
大学開放推進懇話会資料(抜粋)
? 。
富山大学の大学開放
大学開放は，研究，教育とともに大学の重要な機能であり，大学の持つ知的 ・人的・物的資源、
を市民に提供したり，研究・教育の担い手として市民を迎え入れることと考えています。
富山大学では現在，次のことを行っています。
1 公開講座の開設
子どもから高齢者まで市民一般を対象に，多様なテーマと形態で講座を開設しています。
2 オープン・クラス (公開授業)の開設
各学部及び教養教育が開設している授業を市民一般にも公開し 生涯学習に対する社会的
要詰に応えるとともに，地域社会と大学との連併を深めています。
3 高大連携
高校への出張講義，高校生を対象とした公開講座，オープン ・クラスの開設など地域の教育
機関との連携を深めています。
4 研究・教育に関する情報の地域社会への提供
学習情報の提供として，教員の研究テーマ，論文及び著書に関するデータ，講演 ・講座
テーマを公開しています。
5 社会人の正規学生としての受け入れ (社会人特別選抜制・編入学の柔軟化)
正胤の教育課程を社会人等に開般し，特別な入学試験を行っています。
6 履修形態の多様化 (科目等履修生・研究生等の受け入れ等)
正規の教育課程において，多種多機な履修形態を設けています。
フ 施設 ・設備 (附属図書館・スポーツ施設等)の一般市民への開放
附属図書館の一般利用に代表されるように，施設 ・設備を学外の人々の学習のために提供
しています。
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富山大学開設公開講座
開設年度 講座数 開設時間数 募集人員 延受講者数 修了者数
t首座 時間 人 人 人
平成元年 5 109 275 91 52 
2 3 53 115 97 71 
3 3 55 125 125 75 
4 5 95 165 160 92 
5 7 110 180 152 122 
6 12 173 360 256 165 
7 12 211 320 278 228 
8 9 121 270 287 220 
9 13 176.5 430 302 260 
10 13 168.5 355 284 255 
11 13 178 360 308 261 
12 16 192 472 353 324 
13 38 443.5 1.013 575 528 
14 43 526.5 1.045 542 497 
15 44 528.5 808 708 660 
16 36 418 645 571 526 
17 43 574.5 776 518 476 
18 69 1，075 1，237 901 837 
19 69 999 1，278 831 783 
20 79 1.198 1，584 1，016 872 
21 82 1，339 1，321 991 863 
22 82 1.279 1，469 946 836 (680) 
23 84 1.321 1，753 
1177 1069 (651) 
( )内は、受講者数を実謝で示す
?
?
? 。
平成23年度公開講座実施一覧
-五緬キャンハス 平成24年2月9日現在
開股 昨'k ~"'百&， 1) (" ~ IJ 庖 名 開段潮間 的問 受鴎対象 人以 '十 男 '^ 
偏.，
l 京鹿~園企業しもう 17-10'27 30 可E庭菜園初心音 15 16 7 9 16 
短いn唱障で気持ちを長現する英語講座 =3 
2 ーポエムやホス~-表現にIl鞍するー {日中ク 1 7-8 1 13.5 中級レベル以上の市民一般 。- q 2 2 
ラス)
3 入門ヒラγィス ;:2 I 7-9 22 I ~ 健康に関心と興践を持っている市民一般 6 6 。6 6 
1 とや L学近世富山的史料を統む{前期} 1 1-7 I 13.5 市民一般 15 9 7 2 自
5 簡1¥な英勝ディスカ γションを通じたコンハセー
シJンカフェ = 2 (日中クラス) 1 1-825 13.5 中傾レベル以上山一般市民 6 9 3 
t、 7 
レベル7γフし上う '英語ディスプrJ"/ションを過
6 じf-コンパセーシ Jンカフェ =2 (l宜的クラ 1 1-915 15 中唱レベル以上山一般市民 6 6 3 3 
λ} 
7 む11'しの省物から4功‘る日本舗の歴史 I 15-7 zt.) 10 市民一般 20 9 s 9 
8 1 1富山ω~(\ft "J:.化をIJlI:と料理体験を過して学ぶ 1 16-9 10 13 ー股市民 32 12 5 ， 12 
9 中悶liでIk曲を続むう 121-630 15 初暗中国語文E去を一通り終えられたJ; 10 7 3 7 
10 トイツ散幽を歌おう! (ハー ト 2) 1 23-; 30 16 市民一般 30 19 ; 15 
前年JtフフンスZ画スアッ7 ・アァ72を修了さ
1 中崎フランス1&1 5 I-IJ:?3 q・~:! れたn.または初級程度的フランス絡を学習さ 20 15 I1 12 
れた経験があるH
Ili年度ポノジュール'初級フフンス語2を修了
12初級フランス163 5 7-7123 。， されたJ;. tたは初級段度的フランス絡を学符 20 12 3 。1 
された経験がある }j
13中国師綿P.I!(会話中心的中級クラス) 5，7-7 30 26 市民一俄 15 15 9 6 9 
初めてフランス絡を始める方、または一度フラ
1 入門ツラノス36ソヲン λ文化 l 5 7、7123 2圃9幽 ンス絡を常利したものの按折された}j tたフ 20 9 唖 9 
フノスω文化に関心があるH
151 n常生活にお.tる1:;鳩理輸 5 8、65 1 市民一般 15 20 2 18 19 
1 6 人生:ë:~つけるJU込山フレゼンテー シヨノ筏法 5 9、5119 1 J!f~でプレゼノ介ーン 1 ンを i車い. 改善したい 10 ') ') 3 と考えている教員 ・国軍門騒の}j
17γン"-'ンハセヨ 健同1/1中時 l 5 9-8討 :!6 市民一般 10 日 3 b 昌
18アノニ Jンハセヨ 純国語初級 1 5 10-8 2 26 市民一般 10 1 10 1 
19I-tをi/lるブランス文学 1 51-; :!i 18 ヲヲンス文字.ニ限らず文学 ・文化ー債に興特山 15 10 • 5 8 ある}j
:!O 中団結入門 51-8'3 26 市民一般 16 11 3 13 
21 アンニコンハセヨ 4奪回路中滅ステッブ，""'/プ l 5 1-8 '3 26 市民一般 10 1 3 昌 7 
・22 ドイツ錨揖1宜初級1 5 12-6 '30 12 市民一般 10 12 8 10 
:!3 お色と経済ω必礎知徹 5 13-6:3 6 市民一般 20 13 8 5 1 
21 7ンニ，ンハセヨ 繰回路入門 1 5 11 -~ 6 26 市民一般 10 18 11 16 
はじめてのワーフロ&Jt計算ソフト これからワーフロ ・長官+算ソフトを使ってみた
25 ー ‘ indo，， ::;7で~ol d&ExceI2010を利用してhょう ー 5 16-6 1 15 いと思っている}j 15 10 6 10 (前期)
26 
色。品。k(貫ti-.m~.iI末を活用した10社会的業L 66-6110 10 市民一般でeBookを所有している'}j 10 3 . 3み)，
27 
姥u!陣脊liω豊かな世界~幼児期的確還を支える 6 11-6 25 18 発注崎存児 ・者同サホー卜に関心のあるH 30 I1 1 
28 
ムープメント.nびを過して学ぶソーシャルスキル
6 19-11 6 10 年民、小学2年生主での子どもと保J著者 12 15 10 5 15 靴型匝
/Jイ:/Jイタップでllflfう、信そう 隊司事的あ
r.i梅山ある千どもと .その兄格{小 ・中学生ω29 るお止さんの~ζ うだいの育ちをサホート寸る京 6 ::!6-:! 26 18 20 II 1 3 1 
峡セミ J-- み}ル{雫海苔
30 
ゼロh・ら始める駐しいプログラミング入門 ; 1-721 15 市民一舵のl王で、初めてプログラミングを経験 10 13 8 5 12 .. J~\..~Script舗~ して.業しみたい方
31 山歩さ叫1駐しみ 8 1-86 15 市民一舵(ただし、岩場や雪誌がある8-9的問 15 13 5 時 13 ω行位なので.体力に自恨のある }j)
32 ゴルフ{初級高}コース 8 1-肋26 15 市民一般 20 13 6 7 12 
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座 開般 受鰍対象 募集
世揖針紘
茸T骨巴II 名 開Ilt期間 時間 人数 骨十 男女 備l!
33 図画工作料教科書の積極的活用を過した指却と評
信のあり方 8
/26.829 6.5 小学伎の学級担任の先生.または講師の方 10 3 。3 3 
34現代生物学入門 8/27-日'28 1 高噂生、短大生、大学生及び社会人 25 6 5 6 
35震を語る7ランス文学2 9/28-12121 18 市民一般 15 6 2 6 
36夢大学 In工学綿2011.プチ斜't4控室 10 1 1-4 小学生 ・中学生 ・高校生 ・市民一般 351 292 292 
前期初級7フンスmlを終了された方 主たは
37中級7ランス価2 10 1-12 10 22 初級限度の7ランス需を学習された経験がある 20 1 2 9 9 
方
3817ンニョンハセヨ 健回路入門2 10 1-1 '28 26 市民ー般 10 17 13 12 
前期初級フ7/ス1&3を終了された)j_ 主たは
39初級7ランス154 10 1-12，10 22 初級筏度のフランス悟を学習された経験がある 20 12 2 10 1 
恒
初めてフランス語を始める応、または -IJt7ラ
10入門フランス絡フランス文化2 10，1-12 10 22 ンス"を学智したむのの俺折された方 主たフ 20 1 2 12 10 
ランス的文化に関心がある)j
41伝統食としての和恵子を学ぶ 10.2-12 1 10 市民ー般 30 1 2 12 11 
12とやま学ー近世富山の史料を鋭む{後期) 10:3-2/13 13.5 市民ー般 15 10 7 3 9 
1317ンニョンハセヨ 縛国籍中級2 10 3-1 30 26 市民一般 10 9 2 7 9 
41 
マリ ・タリスァィーヌと異文化的旅
10. 1-11 '~9 9 市民 自ー主 28 35 12 23 29 小泉八~をァーマにして
15中国15入門 105-1 18 26 市民 般ー 16 17 10 7 s 
1617ンエョンハセヨ 鱒開15スチップアップ2 105-1 '25 26 市民ー般 10 8 2 6 8 
げヨーロ γハ的食文化を.，tわう" 10 6-11 17 9 市民 a般 12 1 2 9 1 
18シニアのICT社会的唱しみ)j 106-11 10 10 6001以上70繊米満のシェアの)jで‘ ICTlこ拠時の 10 昌 7 8 あるh
19 現代教育的J~I問問 多様な7ブローチを学ふ 10 6-10. ~7 10.5 市民一舵 10 3 2 3 
50 アンニ J:/ハセヨ 緯国籍m級2 10.7-1 '27 26 市民一般 10 10 9 10 
51 外国のニと1'と文化を裂し〈乍ぷ~これからはじ 107-11 I1 7.5 ニれから外開拓を乍んでみたいと思っている方 15 2 2 q ・.めたい)jへ~
52 中国mllll'l(会話中心的中級クヤス) 108-2 1 26 市民ー般 15 日 6 3 9 
53 富山から発情する 『食d の魅力 109-12 1 12 市民一般 32 自 l 8 8 
51 ドイツmlllFll初級日 10.13-12 8 12 市民 4 般 10 10 3 7 9 
55 ロゾア将初級 ・中級 10 13-12'8 12 ロシア絡の越本めな文法を学んだ方 10 7 3 7 
56 ドイツ歌幽を敬おう!(ハー ト3l 10.15-1 28 16 市民ー般 30 12 3 9 1 
57 映像で知るt吐界的文化 10 16-12 1I 5 市民一般 20 7 6 6 
はじめてのワープロ&友計算ソYト ニれからワープロ ・?を肝算Yフトを使ってみた
58 -Windows7でWordlExcol2010を利用してみよう 1017-11 15 15 15 9 3 6 s 
{後期} いと思っている方
59 身近な法像的16 10 19-11 15 5 市民ー般 16 6 1 9 6 
60 分子モデルで理解する蛋白質的情造 10.22 主に小乍校 ・中学校 ・高校や干備校の教師の)j 10 。およびたんぱく貿に興味のある方
61 大人のための小学校ものづくり体験 10 25-12 20 16 絵を猫いたり、ものをつくったりすることに興 20 。・， 。。. ? 吋E今持っている社会人的);
62 e阪地k(也子司書符)の作り )j・出版の仕方 1 14-11'れ 14 o-Bookの作成を目指す教員、または専門臓の占 10 5 。- 3 5 
63 枝子スキー教者 1 '21-1'22 15 子どものスキーレベルが年経験者から初心li'U) 20 12 8 12 貌干
~ 631lJ彊 ゅω5 1325 913 218 403 867 L_ 
-87-
.高岡キャンパス
m 鹿 名
iF.と税しむ
64ー変わり塗りを用いた.だ円盆の制作一
65 担造人体ヌード制作
66 入門7ランス語7ランス文化1
67 初心者のためのCAD入門
68図^"'j"f.勧 →童近法から般近の図学事情主でー
691f1密鋳造筏法で作る小物
70地敏生活学 みんなで考える『新j富山駅ー
71テンベラ画
72 入1"17ランス価フランス文化 1
73 臨しい初級英会話
74テラコッタ頭像制作
75やさしい英会館~入門 ・梅外旅行で使える英m-
計 121lt1i! 
-杉谷キャンパス
Z揖 F担 名
IE-j回 rning)北陸がんブロ7エγシ3ナル策成
76 プログラムインテンシプコース (10科目}
71 司E悶姐物の育てJi-殖やし方f 初級編
78 般新仰心肺草書生法を乍r!う
79 ヒトはも、つから人となり、人でなくなるのか一一生命働理学入門
80 
メデポリツクシンドローム対策講座
メ9ボ検診の実際ー
81 くすりを安心して効果的に使うには。
82 
保健師 ・紡問看縄師のためのケーススタディ
~あなたの1i:t実践を Mことば"にしよう!-
83 再生医学について考えてみ主せんか Part5 
81 こニろの病気を陀ポする Part 1 
'十 91lt庖
-3キャンパス合計
凶 84講座
開段期間
4 8-6/10 
4 13-7 '27 
5，9-7/1 
5. 10-5.'26 
5/17-5:31 
8 7-9 1 
9 14-10'26 
9 15-12 1 
10:3-12 12 
10，4-12 13 
10/6-12/1 
10/14-12/20 
開般期間
11-配1冒
1/23-10 29 
5 14.6/25.7.9 
-色固とも同じ
内容
7 '2-7 '23 
1/30 
9 3-9 10 
9 3-2118 
9110 
1/5-1112 
開Iit 受Z障対象 募集 作成# 基(lfl 備巧時間 人数 計 男 女
32 市民一般 10 8 2 6 s 
30 市民一般及び学生 8 12 6 6 10 
初めてフランス舗を始める方、または一度7ラ
15 ンス1置を学習したものの控訴された方，また7 20 8 2 6 7 
ランスの文化に関心がある}j
12 市民一般 10 16 13 3 16 
6 市民一般 20 。l 
28 中学生以上 7 1 2 9 11 
16，5 市民一般 20 6 2 4 
60 市民一般 15 17 6 1 13 
初めて7ランス慨を始める}j、主たは-1:7ラ
15 ンス絡を学習したものの控折され1:-Ji，また7 20 19 18 11 
ランスの文化に関心がある方
9 中学3年生以上 8 10 3 7 7 
16 市民一般及び常生 15 15 7 8 11 
12 中学3年生以上 10 15 2 13 12 
251. 5 163 138 18 90 114 
1用般 受疎対象 募集 -:X:.Ji rr.t 偏.，時間 人数 2t 男 女
医師、歯科医師、薬剤師、看穫師、 n機敏射線 定員 修fして制限 3 銭面直.管理栄黄土.臨床検査技師 なし 、ー'<'‘
12 
植物の稜f告に輿'1<はあるが、殆ど経験の無い方 15 9 3 6 9 でこれから試してみたい身
3 心腕髭生に関心のある市民一般 30 。。。。中1
12 医判官従事者、市民.'/:.生 25 。。。。1'1 
5 市民ー般 20 16 13 3 16 
6 くすりに興味のある市民一般 10 6 4 2 6 
14 保健師、紡問膏縄師 5 4 。4 4 
中学生、高位生および再生医学に興味をお持ち
30 27 23 21 の方
市民一般{中常生以上} 130 31 13 18 26 
60 265 96 37 56 88 
回
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平成23年度公開講座受講者データ
男女別人数比率
年代別人数比率
年代 人数
10代以下 26 
20代 47 
30代 64 
40代 161 
50代 164 
60代 147 
70代 129 
80代~ 65 
不明 28 
男女別年代別人数比率
男
年代 人数
10代以下 8 
20代 23 
301吃 6 
40代 32 
501吃 36 
60代 31 
70代 115 
80代~ 62 
不明 4 
140 
120 
100 
80 
60 
40 
20 。
10代以下 20代
% 
3.1% 
5.7% 
7.7% 
19.4% 
19.7% 
17.7% 
15.5% 
7.8% 
3.4% 
% 
2.5%1 
7.3%1 
1.9%1 
10.1 %1 
1.4九l
9.8%1 
36.3%1 
19.6%1 
1.3%1 
30代
男女別人数比率
E 
r -一一一一
平成23年度公開講座受講者(年代別)
女
年代
10代以下
20代
30代
40代
50代
60代
70代
80代._
不明
男女別年代男IJ人数比率
40代 50ft 60代
-89ー
28 26 47 
164 
人数
t 18 
24 
58 
129 
128 
116 
14 
3 
24 
」
161 
% 
3.5% 
4.7% 
11.3% 
25.1% 
24.9% 
22.6% 
2.7% 
0.6% 
4.7九
l…下・2M¥;
ロ30代
ロ40代
1・50代
ロ60代
1・70代 i'ロ80代- I 
・不明 | 
ZE 
70代 80代~ 不明
郡市別人数比率
郡市 人数(人)
下新川郡
黒部市 9 
魚津市 10 
滑川市 26 
中新川郡 28 
富山市 472 
射水市 71 
高岡市 128 
氷見市 15 
小矢部市 12 
砺波市 16 
南砺市 17 
県外 9 
不明 17 
男女別郡市別人数比率
郡市 1人数(人)
男 票部市 4 
魚津市 4 
滑川市 8 
中新川郡 13 
富山市 172 
射水市 32 
晶岡市 45 
氷見市 9 
小矢部市 4 
砺波市 1 
南砺市 7 
県外 7 
不明
郡市 人数(人)
下新川郡
女 黒部市 5 
魚津市 6 
滑川市 18 
中新川郡 15 
富山市 300 
射水市 39 
晶岡市 83 
氷見市 6 
小矢部市 8 
砺波市 5 
南砺市 10 
県外 2 
不明 16 
% 
0.1% 
1.1% 
1.2% 
3.1% 
3.4% 
56.8% 
8.5% 
15.4% 
1.8% 
1.4% 
1.9% 
2.0% 
1.1% 
2.0% 
% 
1.3% 
1.3% 
2.5% 
4.1% 
54.3% 
10.1% I 
14.2% 
2.8% 
1.3% 
3.5% 
2.2% 
2.2% 
0.3% 
% 
0.2覧
1.0% 
1.2% 
3.5% 
2.9% 
58.4% 
7.6% 
16.1% 
1.2% 
1.6% 
1.0% 
1.9% 
0.4% 
3.1% 
71 
郡市別人数比率人数(人)
男女月IJ郡市}lIJ人数比率人数(男)
4 
172 
男女男IJ郡市人数見IJ比率人数(女)
16 1 
39 ......... / 
目下新川郡
・皿師市
ロ量添市
ロ滑川市
.'"桜川IS
ロ富山市
・射水市
ロ高岡市
.氷見市
園小夫前市
ロ碕置市
ロ南扇市
圃県外
置不明
-富山市
ロ射水市
・高同市
ロ氷見市
.'1、長創市
-射水市
ロ高岡市
|・然見市
園小長鶴市
ロ砺車市
ロ爾碕市
園県外
-不明
*受講者データは、工学部に直接申込みのある「夢大学in工学部2011・ブチ科学教室Jの受講者(292名)を除いた
もの
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公開講座受講料
富山大学における授業料その他の費用に関する規則(抜枠)
時間 受講料
5時間以下 I 5， 300円
5時間超え--1 0時間以下 I 6， 300 
10時間超え--15時間以下 I 7， 300 
15時間超え--20時間以下 I 8， 300 
20時間超え--25時間以下 I 9， 300 
25時間超え--30時間以下 I 10，300 
30時間超え--35時間以下 I 11， 300 
35時間超え--40時間以下 I 12，300 
40時間超え--45時間以下 I 13，300 
45時間超え--50時間以下 I 14，300 
(以下略)
? ? ?
外国語の公開講座コースレベル選択の目安
めやす 団
入門 これから会話をはじめる方。語学から長い間離れており，話すことも聴くことも自信がない方。
初級 ゆっくり話せば簡単な会話が理解できる方。基本的な文法や，簡単な作文ができる方。
中級 通常会話であれば要点を理解し応答にもそれほど不自由しない方。表現力の不足があっても自己の意見を伝える語棄を備えている方。
上級 聴くことも話すこともナチュラルスピードで対応でき，ディス力ッションに参加できる力がある方。
?? ?
平成23年度前学期
オープン・クラス受講登録状況
学部等 科目数 延受講者数
教養教育(五福) 29 48 
教養教育(五福夜)
人文 27 42 
人開発達 1 18 
経済 7 9 
経済(夜) 2 2 
E里 8 8 
エ 5 5 
芸術文化 7 13 
大学院(経済)判 2 25 
大学院(理工) 。 。
教養教育(杉谷) 。 。
医学部 。 。
計 99 171 
(135)*2 
*1北陸銀行との連機による寄附講義(企業等からの講師派遣による講義)
*2 ()内は受講者数の実数を示す
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?
???
???
?
?
??
?
?
0 
254 
オープン ・クラス受講科目別集計
?
?
?
?
????
?
? ? ? ?
?
? ???
?
??
???
?
?
???
?
????
??
??
?
????????????
?
???
?
? ???????????????????????
??
???
?
ー ←ー 一ー
一ー
ツォウベク
ツォウベク
ツォウベク
十
+ 
-ー
????
守r
???
????????
?
+ 
+ 
担当教官
市村俊信
仰嶺政光
熊谷隆之
高橋 浩二
j墨田 稔
坂本信幸
奥野美友紀
奥野美友紀
鼓みどり
八木保夫
秋葉悦子
立石孝夫
鈴木基史
金泰吉
大西 宏治
相座圭太郎
篠原寛明
北野博巳
複本勝成
庚林茂樹
龍 世祥
松島房和
近藤 型車良
大野圭介
応広建
4易峰
機山泰行
末岡宏
大工原ちなみ
岡村信孝
永井龍男
永井龍男
末岡宏
田畑真美
岡村信孝
鈴木景二
熊谷隆之
j票田稔
渋谷 由里
高橋浩二
末岡 宏
末岡宏
二村文人
上保敏
大野圭介
森賀 一恵
森賀 一恵
夏嵐
大工原 ちなみ
ウォルフガング
ウォルフガング
ウォルフガング
中津敦夫
ヴェチェスラフ
ヴェチェスラフ
ヴェチェスラフ
溢谷、 川村、鈴木
科目
番号
2留学のすすめ
5現代と教育
6日本の歴史と社会
7日本の歴史と社会
8東洋の歴史と社会
12日本文学
14日本文学
15日本文学
20美術
24日本国憲法
25国家と市民
27経済生活と法
31経済・経営データを読む
32日本の経済と産業
36地減の経済と社会・文化
37地球と環境
39生命の世界
41化学物質の世界
45物理の世界
51コンビュータの話
53環境
58科学と社会
59 フランス~gB ( 3 )
60中国語B(3)
61中国語B(3)
63中国語B(3)
66健康・スポーツ論
70コロキアム(世界の映画)
71英語B(3)
72人間と倫理
2哲学概論
3哲学演習
6東洋思想史
7人間学演習1
8倫理思想
12日本史特殊講義
14古文書学実習
16東洋史概説I
17東洋史特殊講義
18考古学概論
20国際文化入門
25外国語演習(中国語)
30日本文学特殊講義
31朝鮮言語文化特殊講義
33中国言語文化講読
35中国言語文化講読
36中国言語文化演習
38中国語コミュニケーション(会話)
42英米言語文化講読E
51ドイツ語コミュニケーション(会話)1 (1 ) 
52ドイツ語コミュニケーション(会話)I(1)
56ドイツ語コミュニケーション(会話)1 (2) 
59ロシア言語文化演習E
61ロシア語コミュニケーションI(中級)
62ロシア語コミュニケーション1(初級)
65ロシア文化論
69史学概論
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込ー
平成23年度前学期
綬業科目名
今・
+・
???
4 
令
~ 
十
~ 
'ー
~ 
+ 
+ー
+ 
+ 
+ 
学部
?
?
??
???
???
???????????????????????????????
????
?
???
?? ?
??
????
?
?
?
? ????????????????????????????????????????????
????????
|土1
1 5 
45 
25 
25 
1 5 
1 5 
1 5 
1 3 
1 5 
33 
1 5 
1 10 
1 5 
1 5 
220 
1 5 
1 10 
1 3 
22 
1若干名
1若干名
1若干名
1 5 
1 5 
1 3 
1 5 
1若干名
1若干名
1 5 
1 5 
1 5 
1 5 
1 3 
24100 
1若干名
1若干名
2若干名
3若干名
03 
2若干名
2若干名
1若干名
2若干名
171 
???
??
?
?
?
?
?
?
????????
?
? ?
??
??
?
??????、????
?
??????
?
???
?
?
?
?
??????? ?????????????????????????
??
?
??
?
?
? ?? ???
???
?
???????????????????????????
??
?
???????
?
????????????????????????
?
???
?
?
?
?
相 |科目 i学念s I ::: ~ I 
即 |番号|
人間 I 5生涯発達心理学
人間 I 14心理学
人間 I 15公的扶助論
人間 I 16臨床発達心理学
人間 I 17知的障害児の教育E
人間 I 33救急法
人間 I 40 睡眠学
人間 I 44家族関係学
人間 I 45世界環境地理学
人間 I 47地理情報学
人間 I 48人聞社会の地理学
経済 I 3農業政策
経済 I 5中国経済論
経済 ト 10金融論 I
経済 11金融機関論
経済 十 16コーポレート・ファイナンス
経済 令 27特殊講義法と心理学入門
経済 令 42消費者行動論
経済 令 43外国審議読I
経済 ト 44経済学入門
理 i 8複素解析学序論
理 子 9代数学 I
理 +- 16物理学概論 I
理 +- 49進化生態学
理 φ 50生体調節学
理 +- 51分子生物学
理 + 52地球科学概論 I
理 ψ 63気象学概論
工 13電気回路演習2
工 15電磁気学演習2
工 22電磁波工学1
工 寸 29数値解析・プログラミング1
工 107物理学序論
大学院 : 1グローバル時代の企業価値創造特別研究
大学院 2経営戦略論演習
芸術文化 1イングリッシュ・コミュニケーション入門1
芸術文化 3国際観光論
芸術文化 5中国語作文 I
芸術文化 1 生活の中のデザイン
芸術文化 17インクリッシュ・コミュニケーション中級1
芸術文化 22観光英語
芸術文化 30イングリッシュ・コミュニケーション入門1
芸術文化 34異文化理解文献研究(中国語)
，0，、
" 
1-
'回
~ 
+ 
+ 
+ 
φ 
+ 
+ 
?????
?? ?
? ?
?? ? ? ? ?
』?
?? ? ? ? ? ? ? ?
?ーー
録業科目名
?
平成23年度後学期
オープン・クラス受講登録状況
学部等 科目数 延受講者数
教養教育(五福) 17 38 
教養教育(五福夜) 。 。
人文 31 55 
人開発達 10 10 
経済 6 10 
経済(夜) 3 3 
E里 12 13 
工 5 6 
芸術文化 3 6 
大学院(経済)判 13 
大学院(理工) 。 。
教養教育(杉谷)
医学部 。 。
計 89 155 
(98)*2 
*1北陸銀行との連携による寄附講義(企業等からの講師派遣による講義)
*2 ()内は受講者数の実数を示す
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?
???
?
?
????
?
??
?
?
?
科目 I ~m"'~'.1 C .b l .a.c H.I:JitJ.~ I 受講者| 慢業科目名 i 担当教官 | 計番号 I )..x. ~T''T a::::I'_' I l':'.::I..，..A b I
1人間と倫理 田畑真美 1 5 
斗ー 3こころの科学 一 下回芳幸 . 1 10 
7日本文学 呉羽長 35 
8日本文学 奥野美友紀 1 5 
13日本国憲法 宮弁済暢 ~ ~15 
16国家と市民 青木一益 1 10 
18経済・経営データを読む 唐渡広志 I 33 
19世界経済の過去と現在 酒井富夫 710 
26コンビュータの話 戸田英樹 1 10 
34英語B(4) 大工原ちなみ l 
37ドイツ語B(4) Wolfgang Zoubek I 1 3 
38フランス語B(4) 近線 審良 | 
42中国語B(4) 末岡宏 I 35 
46健康・スポーツ論 山崎先也 I 1 10 
50言語表現 佐山三千雄 1 ~旦
53コロキアム(世界の映画) I末岡宏 I 1 20 
55 listening) I湯川 純幸 I 1制限なし
2哲学講読 永井 龍男 | 
9人間学演習 I 回畑真美 | 
13心理学概論 I 海老原直邦 | 
16日本史概説 I 鈴木景二 | 
17日本史特殊講義 熊谷隆之 | 
18古文書学実習 熊谷隆之 I 35 
19歴史文化特殊講義 溢谷由里 | 
24文化人類学概論 竹内 潔 I 1 10 
27比較文化概論 金子幸代 I 1若干名
29比較文化演習 金子幸代 I 1若干名
30日本文化演習 立川 健治 | 
36日本文学特殊講義 二村文人 | 
37日本文学特殊講義 呉羽長 | 主-
38日本文学特殊講義 坂本信幸他 I 510 
40朝鮮言語文化講読 上保敏 | β 
44中国言語文化講読 |大野圭介 | 同一 一一 一一 一 一一46中国語コミュニケーション(会話) 団夏嵐 | 
一三 里;英米言語文化演習 I → 村上恭子 -r1-2 
53英語コミュニケーション(作文)1 北野明日香 I 32-3 
59ドイツ語コミュニケーション(作文)中級 Wolfgang Zoubek I 一一一一 一一 一一一一一一寸一 一寸テ
60ロシア語学概論 卜中漂敦夫 I 1:5 一÷一
62ロシア言語文化演習E ド中湾敦夫 | 415 
旦E之ア語コミュニケーション1 ~ヴエチェスラフ 一一一よ E J 出l限なし
641ロシア語コミュニケーション I ヴヱチェスラフ | 2，制限なし
65ロシア言語文化特殊講義 一一一___Dヱチェスラフ | よ塑里空し
67ロシア文化論 ?ヲェチェスラフ I 1制限なし
68生涯学習概論 藤田公仁子 | 川10
70中国文化論 !夏嵐、磯部、森賀 」 置費
71外国語演習(英語) 小野直子 I 2若干名
立 ドイツ墾主主三士一シヨ当 金量 1(2) 一一→ウォルフガングツォウベク 1若干名
立 ロシア言語文化講読E一一一一 一一一武田 昭文 __t葦王名
2発遼臨床心理学 |下回芳幸 1 113 
10地域交流活動論 H隅敦 | 113 
37環境とリサイクル l片岡弘 | 115 一一38平和学 佐藤幸男 I 15 
49入国妄盃裏面論 佐藤幸男 「一一 1j5 -
5訓ネットワークキ士会史論 徳橋曜 I 1'5 
55ヨーロッパ地域史論 |徳橋曜 | 1Is 一 一57環境歴史学 |徳橋曜 1Is 
601コンビュータ概論 E黒田卓 1 113 
受入可
能人数
オープン・クラス受講科目別集計平成23年度後学期
???
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??
? ???
? ?
学部
|教養
l教養
l教養
教養
教養
教委
教委
教養
教養
教養
教養
教養
教養
教養
教養
教養
教養
人文
人文
人文
人文
人文
人文
人文
人文
人文
人文
人文
人文
人文
人文
人文
人文
区玉一
人文
人文
人文
人文
人文
人文
人文
人文
人文
人文
人文
人文
人文
人文
人間
人間
人間
人間
人間
人間
人間
人間
人間
学部 番号 授業科目名 担当教官
受講者 lm 
富十 能人数
人間 67線形シスァム概論 大森克史 1 3 
経済 1マクロ経済学E 新里泰孝 1 5 
経済 8金融論E 本間哲志 210 
経済 9証券市場論 本間哲志 420 
経済 10 !十量経済学 1 5 
経済 14コーポレート・ファイナンス 森口毅彦 1 5 
経済 24ミクロ経済学 I 大坂 j羊 1 5 --
経済 27生産マネジメント 古川勝 1 20 
経済 28管理会計論 森口殺彦 1 5 
経済 32外国書講読E 星野富一 1 5 
理 2応用数学基礎 池田栄雄 1若干名
理 10代数学立 浅沼照雄 1若干名
理 22電磁気学I 森脇喜紀 1 5 
理 31放射線基礎学 鳥養祐二 1若干名
1里 34量子化学I 野崎浩一 1 5名程度
理 44基礎動物形態学 内山実 1 3 
理 49発生制御学 若杉達也 25 
理 51地球科学概論E 川村隆一 1若干名
理 52地球生命環境理学 竹内章 1 10名程度
E里 53一般地質学 大藤茂 1若干名
理 59地球流体力学 川村隆一 1若干名
t 
63権物生態学
? 
理
ゐー
和田直也 1若干名
工 2量子力学2+ 上羽弘 1 5 
工 3電気回路1 作井正昭 1 5 
~ ← 
工 16システム制御工学2 チャピゲンツィ 1 5 
~ 
Fー
工 21数値解析 吉淳書草夫 1 5 
「ー
工 28微分積分H 角畠 j告 2 10 
~ 4ト
唐j度広志
13 100 大学院 1統計データで読む北陸経済 鈴木基史
芸術文化 5中国語作文E 山田 長 一 ‘「 3若干名
芸術文化
. 
19文化マネジメント論A 伊東順ニ 1若干名
芸術文化 27中国語読解E 山田 虞一
+ 
2若干名
教養教育(杉谷 2科学技術論 盛永審一郎 ‘「 1若干名
」 -gコ ~t 155 
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平成23年度オープン ・クラス受講者データ
平均年齢
60.0才 l 男 159.4才 l
l 女 161.4才 l
年代別人数比率
年代 人数(人) % 
10代 。 0.0% 
20代 15 4.6% 
30代 15 4.6九
40代 25 7.7% 
50代 41 12.6% 
60代 159 48.8% 
70代 60 18.4% 
無回答 1 3.4九
男女別年代別人数比率
年代 人数(人) % 
10代 。 0.0% 
男 20代 12 5.7% 
30代 14 6.7% 
40代 18 8.6% 
50代 15 7.1% 
60代 110 52.4% 
70代 41 19.5% 
無回答 。 0.0九
女
男女別人数比率
ロ11 圃15
.41 
年代 人数
10代 。
20代 3 
30代
40代 7 
50代 26 
60代 49 
70f'吃 19 
無回答 1 
男女別年代耳IJ人数比率
120 
100 
80 
会60
40 
20 
。
20代 30代 40代 50代
年代
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49 
60ft 70代 無回答
ロ10代
.20代
ロ30代
ロ40代
.50代
ロ60代
田70代
ロ無回答
今6
0.0% 
2.6% 
0.9% 
6.0% 
22.4% 
42.2% 
16.4% 
9.5% 
ロ男
・女
郡市別人数比率
郡市 人数(人) % 
下新川郡 5 1.5% 
黒部市 4 1.2% 
魚津市 。 0.0% 
滑川市 8 2.5% 
中新川郡 7 2.1% 
富山市 219 67.2% 
射水市 32 9.8% 
高岡市 39 12.0% I 
氷見市 4 1.2% 
小矢部市 。 0.0% 
砺波市 。 0.0% 
南砺市 4 1.2% 
県外 4 1.2% 
男女別郡市別人数比率
男
郡市 人数(人) % 
下新川郡 5 2.4% 
黒部市 3 1.4% 
魚津市 。 0.0% 
滑川市 7 3.3% 
中新川郡 2 1.0% 
富山市 134 63.8% 
射水市 25 11.9% 
品岡市 26 12.4% 
氷見市 4 1.9% 
小矢部市 。 0.0% 
砺波市 。 0.0% 
南砺市 。 0.0% 
県外 4 1.9% 
女
郡市 人数(人) % 
下新川郡 。 0.0% 
黒部市 0.9% 
魚津市 。 0.0% 
滑川市 0.9% 
中新川郡 5 4.3% 
富山市 85 73.3% 
射水市 7 6.0% 
高岡市 13 11.2% 
氷見市 。 0.0% 
小矢部市 。 0.0% 
砺波市 。 0.0% 
南砺市 4 3.4% 
県外 。 0.0% 
「
.32 
都市男l人数比率
日可可郡
・県御市
ロ魚ヨ阜市
ロ滑川市
・中新川郡
ロ富山市
・射水市
ロ高岡市
・氷見市
・小矢郷市
直日
「一
ロ魚i阜市
ロ滑川市
-中新川<<s
.25 v 
-射水市
ロ高岡市
-氷見市
都市男IJ人数比率(男)
都市周!人数比率(女)
ロ下新川郡
・鳳都市
ロ魚津市
ロ滑川市
・中新川郡
ロ富山市
・射水市
ロ高岡市
・氷見市
・小矢部市
ロ砺波市
ロ南砺市
・県外
? ????
平成 23年度富山県立小杉高等学校校外学修事後研修・発表会
教務部 ・英語科
?????????、 ???? 」??????
。
????????
?
?? ?? ? 」????、?????
????????」?」、? ?? ?? ?
??
ヒ己
日趣1 
1 5時 30分~(金)9日9月平成23年時日2 
小杉高等学校会議室
1人3""""4分程度
液晶プロジェクター，
発表時間
/ξソコン，
所
発表方法
場3 
4 
OHC等使用可能
??、????
??
???? ???? ?? ? ??? ?? ?? ?? ?
?
????? ?????????
?
?
?????
?? ??? ??? ???
?
??
??
?
?
?
??
?
???????5 
校外学修は 1単位分として、小杉l何等学校の卒業単位として認定する。
(出席率 80%以上の条件を満たすこと)
の他そ6 
(富山大学受講生徒)
時間 発友人数 受講科目 担当教富.
l 15: 35""15 : 39 1人 外国文学 吉田 泉
2 15 : 40"-'15 : 44 2人 技術の世界 ノj、熊 組ョ長
3 15: 45"-'15: 49 関本 自紘
4 15 : 50"-' 15 : 54 2人 経済生活と法 立石 孝夫
5 15 : 55"-'15 : 59 中出 孝典
6 16・00"-'16 : 04 3人 西洋の歴史と社会 漆間 真由美
7 16: 05"-'16: 09 
8 16・10"-'16 : 14 
9 16・15"-'16 : 19 2人 哲学のすすめ 永井 龍男
10 16・20"-'16 : 24 
11 16・25"-'16 : 29 2人 日本の経済と産業 金 奉吉
12 16 : 30"-'16 : 34 
プログラム7 
平成23年度サテライト公開講座実施結果 (平成23年12月28日現在)
場所:CiCビル3階 時間 14:00-15:30
回 実施 日 所属 講師 タ イ ト Jレ 参加人数
平成23年 人文学部 海老原直邦 音楽はどのように癒すか?音楽療法の不思 135 5月14日 (土) 議
2 6月1日 (土) 芸術文化学部 立浪勝 健康水泳ってどんな水泳 66 
3 7月9日 (土) 薬学部 笹岡 利安 進歩する糖原病治療2011 76 
4 8月20日 (土) 理学部 松浦知徳 大気 ・海洋・陸域の関係から眺めた富山湾 63 
5 9月10日 (土) 医学部 稲寺秀邦 子どもが健やかに育つ環境を実現するため 26 !こ~エコチル調査の開始にあたって~
6 1月19日 (土) 工学部 阿部仁 暮らしの中の化学物質 47 
7 12月10日 (土) 経済学部 坂田 博美 手芸の魅力とは?パッチワークキルトを通 80 じて
8 平成24年 人間発達学部 隈敦 小学校図画工作科教科書から広がる美術の 26 3月17日 (土) 世界
受講者数合計 519 
平均受講者数 64.88 
平成23年度 北陸4大学連携まちなかセミナ一実施調査表
(富山会場)
日 時 平成23年 10月8日 (土)14: 00-16 : 30
4Z』玄 場 富山駅前C iCビル3F学習室 (富山市新富町 1-2-3)
テー マ 「北陸の美術J
講演 1
「再興九谷焼の生産と流通」
佐々木花江(金沢大学埋蔵文化財調査センター 准教授)
講演 2
「未生の工芸J
宮崎光二(福井大学教育地域科学部・美術教育教授)
コーディネーター 林暁 (富山大学芸術文化学部教授)
受講者数 42名(講師・関係者含む): (昨年度33名)
(北陸先端科学技術大学院大学)
日 時 平成23年 10月29日 (土)14: 00-16 : 00
4Z2玄h 場 1 Tビジネスプラザ武蔵 (金沢市武蔵町14番 31号)研修室2
テ ー マ 「地域を元気にする発想J
「健康づくりは地域づくりJ
講演 1 小林俊哉(富山大学地域連携推進機構地域医療・保健支援部門 特
命教授)
r能登の里山里海Jの世界農業遺産 (GIAHS)認定の意義と活用に向け
講演 2 て」
中村浩二(金沢大学環日本海域環境研究センター 教授)
コーディネーター
山本外茂男 (北陸先端科学技術大学院大学 先端科学技術研究調査セ
ンター特任教授)
受講者数 1 2名 (講師・関係者含む)
-103-
ふるさと文学県民講座実施結果
場所:富山県民会館 時間 :14:00-15:30
実施 日 講師 タ イ ト Jレ 参加人数
平成23年8月6日 (土) 小野 寛 ふるさと文学の魁「越中万葉Jをよむ 41 
9月3日 (土) 盛永審一郎 「丸い石J 45 一映画「おくりびとJにおける生と死
9月13日 (火) 金子幸代 富山の女性作家・小寺菊子の生き方を読む 50 
£ロ』 計 136 
?
平成23年度ふるさと学びあい推進事業「ふるさと学習指導者セミナー」実施要項
富山県民生涯学習カレッジ
1趣旨
「ふるさと教育」を推進する生涯学習団体等の指導者やふるさと学習のボランティアを育成す
る。
2 期間
平成23年5月上旬から9月上旬まで(詳細別紙)
3 会場
県教育文化会館ほか
4対象
・ふるさと学習に関心があり、『ふるさととやま発見教室」の企画案をお持ちの方
-郷土学習を.行うている生涯学習団体、ボランティア、ふるさと富山を学ぶ地域住民、
大学生などで、「ふるさととやま発見教室Jを企画一実施・参画してみたい方
5定員
40名程度
6 内容(詳細別紙)
「ふるさと教育jを推進する生涯学習団体等の指導者を育成するための実践的なセミナーを
実施する。
7 受講料
1.620円
8 募集期間
平成23年4月14日から5月9日まで
9 申込方法
申込書に必要事項を記入の上、切手80円分を添えて、県民力レッジ本部または地区セン
ターの窓口に持参するか、県民カレッジ本部に郵送で、申し込む。
10その他
セミナー修了者を「はつらつ学びのリーダーjとして認定する。
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fふるさと学習指導者セミナーJ学習テーマ、日程、内容、講師
A 3= 
学習テーマ 回・月白 場 学習肉容 主主~
-開様式 -カレッジ聡員.
プ -オリエンテーション
ロ -E韓議(企画立案について) -富山大学ワークショッブグ 事例研究 ①5/14 (土) 企画紹介(ブレゼン) 地減速2権推進t!l機
フ 14:∞-17:∞ 検討会 生涯学習部門
ム 広報研究 グルーピング 教復篠田公仁子先生
1 教 実施会場待望調査
育 -効果的広報
文
{ヒ
プ
4コE〉. -構成約グループエンカウンター -窓山県総合教育センター
館 -グループ肉メンバー紹介 教育相談部
ロ ワークショッブ -役割分担 教育専門負郷国千秋先生
グ イベント企画運営法 ②5/28 (土)
フ 人間関係づくり 09:00-12:00 -富山大学ム 事例研究 -企画の統合、銅盤 地縁遠犠推進者1.
2 -グループ分け 生涯学習部門
教授厳回公仁子先生
③6/:0 4(土) ふるさと発見講Ii -ふるさと発見講座讃師09:00-15:00 (新)11)
現.『教業・実oコースJ -地区センター験員6/25 (土) ・
14:∞-16:00 (砺波) 地 ※希望する地区、コースに参加 -本部磯良
(スタうフとして運営補助)
プ ワークショップ 教 ~ Iサ鎗会(グループ~IJ) -富山大学-企画再機対 地減速線推進織機ロ まちあるき体験、参加 事E -修疋企画発表{プレゼン) 生涯学習部門グ ガイド制作活用法 ④7/ 9 (土) 文 趣旨 教授緩回公仁子先生フ 14:∞-17:00 化 対象ム フィールドワーク 会
3 準備 館 日程期待される効果など
-現地観察 -助言者
-資料収集 -本部除員
現 .・倹値 -各種機関関係者⑤7月 地 -各種機関との調整(グループ毎に日時設定) 等 -広報
-ガイドづくり
-準備、リハーサル
7}'1-9月に実施
ヲ
ロ ふるさととやま F長 -事業実施 -助言者グ 発見教室 内 -写楽評価 -地区センター職員 'フー . 各 考察、.反省、次回への展望. -本部駿負ム (0地区O団体} 土色 -各種機関関係者
4 . 
. -・ . . 
プ 教 ..例報告
ロ ワークショップ 育 -窓見交換 -カレッジ聡員
グ 事例報告 @11/4 (生) 文 -富山大学地域連媒推進tI檎
フ 事例評価 14:00-17:∞ イヒ 生涯学習部門ム 事業総括 dzszh  -総括「生涯学習指導者としてJ 教俊蔵図公仁子先生
5 銭 -閉様式
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主 催:富山大学地時連携推進機構生涯学習部門
協力団体:とやま311ネット
みんなで
考えてみましょう
40人
oOD0eoe 
当日申込みも可能ですが、会1の収容人獄の関係から入湯をお断りする
i聾合もございますので、取前にご連絡いただけますと幸いです.
団 富山大
入壌
無料
募集人数
場所
日時
富山国際会議場 2F特別会議室(富山市大手町1醤2号)
平成24年2月25日目 13:30-17:00 
領毘多義ら コ;
13:00 開場
13:30 講演 f被災地支援活動の中から見えてくるものj
14:30 
特定非営利活動法人白隠痘ピアリンクセンターここねっと ・理事長 佐藤秀閉氏
ワークショップ 各テープル10名臨 で隠し合います
テーマ「災害が起きたらどうなる?J
16:20 報企t:..o.zコz:;;
f災害が起きたらどうする?Jをテーマに地域住民等を交えた「熟議jを行います。
参加者100名を予定していますので、ぜひご参加ください。
*'司自置とは・・・多くの当事轟l、よる UJとr~IIJを.勾与がら".解浪・磁気形成をしていくことです.
申込み・問合せ先¥
富山大学地域連携推進機構生涯学習部門
〒930-8555富山市玉偏3190 TEL 076-445 6956 Fax 076 445 6033 
Mail lifelong@ctg.u-toyama.ac.jp ホームページ http:/www.life.u-toyama.ac.jp
〉を罰催します。
後1.1山県・高山市・高間市・ 2工会猶後恋人富山県祉会編組悔級会・特定非曾串j活動恋人富山県民ポランァィア箆会支lJIセンター
ルシ支障の蔵量発見
富山大学の附贋図曾館カT有するヘルン文庫は、小泉八雲(ラフ力ディオ・ハーン 185Cト1904)の旧蔵書
と『日本:一つの解明n(r神園田本』とも昭ばれる)の手書き原稿からなり、本学の貴重な財産となっています。
この度、これらの蔵書の中から見いだされる新たな価値を、本学客員教授のマリ・クリスティーヌ氏がナピゲ
ートし、綴Jマな分野の有識者に組解いていただき、ヘルン文庫から発見される文化の多禄性について意見交換し
ていただきます。
百房、 平成23年12月13日(火) 1 3 : 30"" 1 5 : 3 0 
11m) 富山国際会議場2F 特別会議室
主催 国立大学法人富山大学地域連携推進機構生涯学習部門
《パネルディスカッション》
テーマ 『ヘルジ文庫から文化の多様嵯を理解する』
パネラー
・ウィリアム・力リー氏 (元上智大学学長、上智大学名轡教授〉
・佃 一司 氏 ((社〉知識資漉掛布陣代表理事、(財)全税共文化財団理事、煎茶道文化協会代表理事〉
・鈴木良雄 氏 (専門図書館協議会事務局長〉
.栗林裕子 〈富山大学附属図書館 司寄〉
ナピゲーター
・マリ・クリスティーヌ 氏 (富山大学客員教授)
0ヘルン文庫の由来:
富山大学の前身綬の一つである|日制富山高等学校の訟立滋備を進めていた初代校長となる南日億::tllßf支lët、実~でラフカディ
オ・ハーンの高第でもあっだ沼郡隆次氏から、ハーンの遺族が故人の蔵書を他ヘ叡りたい憲向であることを聞いて、これを筒綬に
擦り受けたい黙意を抱かれました.その後、同校の創践に私財を役じた馬蝿はる氏に望書附を仰いで隠入は実現し、大正 13王手足2171rlこ挙行された問問制に間約ら寄贈されましだ・現在仏ルン文庫Jは富山大学に受け継がれ、大切にd
[申込み、問合せ〕
国立大学活人富山大学地域連傍推進機構生涯学習部門
干930・8555 富山市五福3190
TEし:076-445-6956
FAX: 076-445-6033 
Eメール:1ifelong@ct疋.u-toyama.ac.io
お申込みは、裏面の申込曹を記入のうえ、12月98(金〉までに
直銭持参、郵送、 FAXまたはEメールにて上記へお申し込み下さい。
詳細は裏面をご覧ください。
? ???
?
/づヅワラス、
冷 生涯学習部門 ¥ 号。
受議生君、ブンサロン
生涯学習部門のサロンが才一ブンします!
-利用時間 * 平B 公開講座のある日 B:30~講座終了後20分
公開講座のないB B:30"-'16:30 
土曜日 公開講座開始20分話~講座終了後20分
-場所 生涯学習教育研究センター 2階
-休憩・ご飲食露所としてお使いくださいc
12月より生涯学習相談会を開催!
月.水，木曜日 15:00'"'"'16:00 
火曜日 14:00'"'"'15:00 
*お休みの81<t1l示でお知らぜします.
専任教員が担当します。
履修相談、お困りごとをお話しください。
温かいお飲物ちご用意しています。
⑬ 生涯学習教育研究センター
富山大学地域連携推進機構生涯学習部門 076・445・6956
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平成 23年度出前講義等実施状況
No. 学部 股名 派遣教員名 依頼機r~1名 実施期n 受講対~~.
人文学部 教授 奥村議 til-山外岡Jlt咋門学校 5)125日(水) 希望 ~-20名
2 人文学部 講師 I:f早敏 富山県立滑川I，f:;等学校 7 Jl 8日(金) 2年'1三(51名)
2{~'t 
3 人文学部 J住教授 川村朋貨 'r:山県立高岡市137i匂学校 7 I11 3 R (水) (20名)
人文学部 l住教佼 竹内潔 富山県立，:'j岡市I17匂学校 7 JI1 311 (水)
2ij:'l， 
(20名)
5 人文学部 教伝 奥村 ;真 ~:nll~，~立1軒高信制'f，均等学校 7f125日(Jl) 1・2!Jジt:(10名)
6 人文学部 教授 ，{事1 }H付 山山県立市助'Ili，¥光，uj匂学校 7 I126 fl (火) 1 ~ 3!F'1: (30名)
7 人文学釘; 1ft教授 停滞大紀 富山県立市助i悩光，:"i'1.l学校 7)126日(火)
1~3 年生
(30名)
8 人文学部 if主教絞 !.(¥川光流 'I:¥"山岡際大学1・tkJi，:"i等学校 9 112311 (金)
2{ド'1:
(10名)
9 人文学部 教t1: 奥村 ;高 長野県鈴ノ刈:IfJI等学校 1 0)18日(1:) 24"1; (13名)
10 人文学部 1ft教授 fj; ~'主 1:fll ~，\立尚問IH尚カ'下校 1 1 I11 7 n (イ，) 2年'1:(40名)
1 人文学部 i住教佼 f~本 ¥tI:;志日1 '1;\' 山 VI~立水陥1171t卒学校 1 2)1 8 1 (~，) 2 !~'I : (301;) 
人文学部 1ft教佼 ~Ji1i ~{ '1:¥11 県立市Iln、ず1+，:'i等学校 1 2!-11 211 (JI) 2匂:'1'.(11名)
13 人文学部 教授 て付文人 };T山県立八l己l11t字学校 12J11-11 (水) 1・2句，'1'.(，141'，) 
1 人文学部 教t1: 中市敦夫 '1;1'1以立只羽。"に.，!-.;;t支 1 2)1 1 6 IJ (令) 24"1'. (37名)
15 人間発述科学羽: 教fえ 野手慎二 'bfll以立滑川正:j守中校 7J181(金)
1 ~3{1ソ1'.
(25名)
16 人間発i主科学部 教佼 t~本 2量 日1~，'，立'''J岡市I~':i. ~字学校 7 )11311 (水) 2fド'1:(20名)
人間発i主将t許認 闘樟自R 1;，¥μ F羊枯t '/;¥'11 ~，~立南砺1;，\野，::，守子学校 iJI2511 (1) 1 ~3年'1 '.(10名)
18 人間発if!科学部 教校 糊凶 J捌:n.; '/;¥11 県立水fl~ ，f:j".i宇中校 1211811 (本) 2年'1:(37t) 
19 人間発i主科学部; 教佼 1I恨 妬 市山県立水焔，:':j".if学校 1211811 (，j，) 2年'1.(11名)
20 人間発i主科学部 J住教佼 怠1~ 文右往 '1:1' 111県立íJ III~ 、ずみs17i等学校 12JJ1311(火) 2 iF'j_ (29名)
21 人lif!発注料中部 教佼 時、IZ il1二 'I~~;山県立八I己r::J勺午校 12JII'll (水) 1.2年'1.('101当)
22 人間発注科学部 教授 投与どり 7:í 11/~，~立呉羽 Ifti等学校 121116日(余) 2句ジlミ(10名)
23 経済学部 教授 ，'t:rl 綾彦 右川県立金沢商業高等学校 5J12-11l(火) :3 4"1 . 
24 経済学部 教佼 償山 戸造. .{'立高間純谷高等学校 6J111l(水) 3均三'1二(20名)
25 経済学部 J仕教授
モヴシュク ・オレ E干潟県立白崎 ~tilf:j等学校 6 J]7 n (火) 3~'1・クサンダー (20名)
26 経済学部 教授 坂幸夫 '，;r111 県守~ "，uj等学院富山佼 6月 10n (金) 1-3年生
27 経済学部 教授 志津田 一彦 白山県立MJ岡Ml等学校 7J16f1(水) 1年'1':(80名)
28 経済学部 l忙殺授 モヴシュク ・オレ 'I;\ïjl~，\立滑川尚等学校 7月811 (金) 2・3年生クサンダー
29 経済学部 教校 機ILJ 望ーE‘ 1:r 山 Vl~立t111岡市I均等学佼 7 n 1 3 1 (水) 2{ド'主(20名)
30 経済学部 教綬 水谷内徹也 i:C山県立1材日1悩野ilE等学校 71J2511 (JI) 2 if.'jミ(19名)
31 経済学部 教授 怯井 Fを幸 '，:WI県立市町悩光t均等学校 71J26日(火) 1-3年生(39名)
32 経済学;m 教t三 坂幸夫 自1I県立政山中部ρi等学校 9 tl1 :31 (火) 1 {I三'1，(280色)
33 主主議守二t買1 教十正 機1 'ー.k・3ヤ・ 受知県立~tl品仏f4等学校 1 0 I~ 2 -11 (JI) 2年'):(~O名)
31 経済学i:'f， 教授 1黄山 -:.J!. '，:CIIl ~，~立水陥 I~':i~と主佼 1 2 JI8 1 (，.f-:) 2
fド'[:
(32・35名)
35 経済学部 数十三 必fl 設Fま '1:nll県立川1いず.7-，.，::，等学佼 1 2 I11 211 (JI) 2年'1:(21名)
36 経済・手首， If(教tx 棚1M f伝れ'，'( 日11以li，ui岡I17i等学校 1 2 I1 1 :.l1 (火) l年生(80名)
37 経済lf:tJs 教佼 償11 .~\ '，:c 11 V，~立 J\J (j:j"!平学校 12Jl1-111(金) 1 ' 2 if.'1: ( 10名)
38 経液学，m 1仕教授 長谷部 ZJ- '{:¥il県立54羽t均等学校 1 2 I11 6 1 (金) 24=-'1:. (22名)
39 思'戸部 客H教授 ヂす月 附y句Z 市山県立'I:C山!Ii，f:i等学校 6 I11 1 (水) 2年'k(10名)
10 f哩学;m 数十え 竹内市 :ぉ'U!段門正式会社 6 JI;1 1 (金) AHL~，人安全衛生協必会 (iO名)
1 J'Jl~戸川 数十三 竹内市 1'=野 ~1~IÚjウド計土地理教-({研究会 8 JI1 011 (水} -A'.t礼会人(10-15名)
思学;'$ 数十え 竹内市 自11?i-，:'j守学校 8JJ261l (全) 1 . 2年'1:(220名)
13 理学$ ift教絞 6血:i 恭，J '，:';11以ナチュラリスト協会 1 0 JI2 1 1 (金) -A'.HL公人(30名)
11 .I'Jl午前; 教tl 樋f1 ')1、行 ~，'， )I:V，~ :UVk 'IU:j等学校 1 0 11 711 (本) 24=-'1. (15名)
15 I~学部 1仕教佼 中林 1J!，'をf 自11V，~ 立7ft川尚匂学校 711811 (余) 1 _:34=-'1， (17名)
16 I史学部 教授 凶付須賀 f μ[川県立令i/{二木，f:i匂王子校 7 )]11 1 (J]) l年'lo(360名)
17 l又~'?m) 講師 rf凶 .'l!:(- i:';11県立川11軒』均等学校 i 111911 (火) 2・3年'1:( I~ 名 )
18 I実学部 1ft.¥'宣伝 問中いずみ 術11~，~立桜井tfJI勺学校 i J120 1 (木) 2・3年生(22名}
19 医学部 I世教授 i'f:t- 1!隠 (;¥11 県立JI.1(:，:'j等学校 12111~ 1 (水) 1 ' 2年'1:(30名)
50 決':;~$ 数十三 細谷健噂 石川県虫干~ìlL二次，..，等学校 7月1fI (J 1 ) l年'主(360名)
51 て，，~士郎 教t1 'TQ1再良，J 名，.1，・ J-;\"i立~t，均等学校 6JJ 9 rl (イ-:) 2年't，
52 て学部 教授 松岡健二 .f1.立iI~休館，:司令学校 6JIIOfl (金) 24=-'1， 
53 て学部 准教授 2をAミ 亮 富山県立す骨川高等学校 7)]811 (金) 2年生
54 主''jさ郎 教授 中ぬ 樹 白山県立市町d悩野17i等学校 7月2511(fl) 2年生
55 て";;:$ 教授 磯部正治 岐阜県立加茂尚匂学校 9111511 (木) 2年生
56 工学部 J仕教授 小野 in 富山国際大学pft以尚等学校 9刀2311 (金) 2年生
57 で.戸部 教授 岡a m之 弘立名 I甘J盆，uj匂乍校 IOJl2111 (金) 2年生
58 工学部 教綬 佐伯 i事 岐阜県立羽品北，t:i等学校 10JJ 3111 (月) 2年生
59 工学:m 助教 筏原克明 岐阜県立1Hfi原商品':j等学校 1 J 1011 (本) 2年生
60 て学部 教授 三原 殺 京都府立裕~t尚等学校 1 J11811 (金) 2年生
61 て学部 諸島H I手本 干ー之 富山県立水t，f"f:i等学校 12月811 (木) 2年生
62 て午部 教授 砂岡 聡 'w山県立山山いずみ刈等学校 12JJ 1311 (火) 2{j三生
63 工学部 講師 関本ハ紘 富山県立八I己高等学校 12J1ト11 (水) 1， 2年生
61 工学部 教授 岡田 m之 富山県立呉羽高等学校 12月1611 (金) 2年生
65 て学部 教授 盛岡 (，'，j樹 受知県立内・j己 'tr~.:j等学校 6JJ611 (!l) 
66 芸術文化学部 ;障師 米川党 石川県立野々，Ii明倫高等学校 6月2811 (火) 50名n皮(2年生対匁)
67 4芸術文化学部 }佐教佼 辻合 j号 15山県立清川I均等学校 7 )1811 (金} 23名位度(I ~3年生)
68 4芸術文化学部 1ft教授 沖拘1:ど 福井県iI.--::"悶11->1匂学|吏 7月11 1 (刀) 企10名(2~3年生)
69 芸術文化学郎 }住教綬 存続 日首之 ';¥11 県立市砺悩野t均等学校 7112511 (月) 20~.10名程度
70 よ芸術文化学部 教授 長IJ fJ' 前山県立l判砺悩光前i勺学校 7月2611(火) 29名程度(1 ~3年生)
71 芸術文化学部 1ft教佼 ~I' fll ~; tu¥井県立武生JU前i等学校 J 1)11711 (本) 20名(2年生)
72 芸術文化学部 1ft教授 辻合 J.j - ぷ立岐阜，It，:可等学校 11 fl19日(土)
16名
(中学3年生~高校2年
生)
73 芸術文化学部 1ft教授 場~ tlit台 岱山b、ずみlu)等学校 12JJI31l (火) 10名m度(2年生)
74 アドミ γション 特命教佼 船橋伸一 愛知県立附J己京高等学校 6刀611 (月)センター
富山大学社会人特別選抜入学志願・受験 ・合格・入学状況
年度 学部 r←f; 手↓ 募集人μ志願省数 受験苫数 合格者数
人 文 ，ー‘『乞jf:・ 手| 3 2 2 
人文学部
3 2 2 
発 達 教 育 学 ド↓ 若下名 2 2 。
人開発達人間環境システム学科 若下名 。 。 。科学部
若干名 2 2 。
車主 済 寸~ 手l 10 23 23 12 
夜間主コース
経済'芋:存I1
t卒1、・』宜二 営 ':j・f; 科 10 20 20 10 
経営法学科 10 13 13 10 
30 56 56 32 
数 (- 科 l 。
23 物 理 ，ー'i:- 手ト 。
化 ，":.キ 手:↓ 。
理学部生 物 tι「主. 科 l 。
j也 球 科 ，ーモF子'J. 手↓ 2 。
生物凶環境科学科 。
年 7 。 。 。
者 Ii控 弓、t・ 手| 若 F名 8 7 
|実学部
若下名 8 7 
i立気電チシステム工'下科 。
知l d日Lじペ ↑17 報 工 二‘子リ 科 。
機械知能システム工学科 。
L 学部生 命 _[ ，ーさ「ま・ 科 。
度 らl 境 応 ) 1 イヒ 斗一.、，じ 手ト 。
1-1- 料 機 ぷHじペ 工 ぷq・2-， 科 。
6 。 。 。
造形芸術コース(1類) 若干名 l 。
ァザイン工芸コ ス 若干名( r 類
芸術テ(サイ lン flI報類コ ス
芸術文化文化 若干名
。
アLサイnンw報類コ ス
学部学 科
文(化マネ日ジメン類トコ ) ス 若下名 。
Ig(1移主主I染l 料下類コ ス 若干名 。
計 若干名 2 2 
AE I 、 J十 46 70 69 35 
入学者数
l 
l 
。
。
。
12 
10 
10 
32 
。
。
。
I 
i 
35 
ノ
t 
平成23年度 富山大学大学院社会人特別選後入学志願 ・受験・合格 ・入学状況
年度 研究科 』与 攻 募集人口 ，tli願-&-数 受験在数 合絡/f数 入学-&-数
人文科学研究科人文科学専攻 行干名 。(修士課程)
経済学研究科地域 ・経済政策 持干名 2 2 
(修 t課程)'u: ユ 業 経 ，ι 軒下名 3 3 3 3 
生命融合 科学 町、知 'f，'/!li)J月前科学 行干名
。 。 。 。
教 rて』 剖;I ~(事情報システム科学 J干干名 2 2 2 2 
( IW士課程)光地ナノ・バイオ符学 計干名
医学者5学教育部 I~ 科 a一'7-・，・. 符干名
(修 k波、程)者 ~~ 一A一i、f:. 行干名 8 8 7 7 
23 医学張学教育部 ~ 科 学 ，fT子名 。 。 。 。(fW l-:iirJ明課程)
医学薬学生命 ・臨床医学 行干名
。 。 。 。
年 .¥'x u 伺~I* 阿統合 l民予 ，fT下名 。 。 。 。
(同士 1県段)
生命薬科っと 行干名 4 
4主 ，寸-:_ー ~';'干名 。 。 。 。
1度 生物|倒環皮科学 行干名 。 。 。 。
F担L学教育凋;電気電子システム工学 行下名 。 。 。 。
( (1主t課程)知能 ↑16斡iて'芋 行干名 。 。 。 。
1制喧知i!:システム工学 行干名 。 。 。 。
物質生命システム工学 ，fT下名 。 。 。 。
校理・ヒュ γン :νλ ~，.1. rf干名 。 。 。 。
JlI! _[学教育部ナノf好機能物質科学 ~7 F:t 。 。 。 。
( IW Iて課 段).rエネルギ一平・ド戸 ~干名
地球生命環境科学 ~'f干名
21 21 22 21 
， ~ 晶 、，ーも t、，-.-.... . .'、i.Jo ，:-ー』
富山大学大学院教育学研究科入学者のうち現職教員数
年度 ~If. 攻 現職教oの入学t-4，主
17 学校教育専攻
教科教台専攻 5 
18 学校教育専攻 2 
教科教育専攻 5 
19 学校教育専攻 ワー
教科教育専攻
20 学校教官専攻 2 
教科教育専攻
学校教育専攻 2 
21 
教科教育専攻 5 
22 
学校教育専攻 2 
教科教育専攻
-14-
科目等履修生在籍状況
(学部)
年度 人文守'部 人問先達 経済午・印 理学部 医学部 薬学部 工学部 芸術文 研究所等 メE民1三ロt 手:I';1:ìtl~ 化学部
21 10 4 G 1 。 2 1 。 19 
22 4 5 。 3 2 。 2 。 17 
23 5 9 2 。 3 。 。 21 
(大学院)
人文科 人r11J 1~述 i主iIf学 芸術文 生命融合 医学会!i 理工'''f:年度 、， 科午研究 研究科 {ヒ，'7:研 fヰ乍t主f-{ 学教育 教育部 合計研究科 干:↓ 究科 tm 青f¥
21 。 1 26 29 
22 。 。 。。 20 20 
23 。 。 。 。。。 97 97 
0科目等履修生
学部や大学院で開設されている授業科目を科目等履修生として履修することが
できます。当該授業科目の試験に合格した者には，所定の単位が授与されます。
。受入れ基準
学 部 高等学校を卒業した者文はこれと同等以上の学力があると認められた者。
大学院(修士課程，博士前期課程)学士の学位を有する者 /1 
大学院(博士後期課程) 修士の学位を有する者 1 
。入学時期等
入学時期 前学期 4月，後学期 10月
在学期間 前学期，後学期とも， 1学期文は 1年間となります。
(受付期間，出願書類等は，学部 ・大学院で異なっています。)
0費用(平成23年度)
検定料 9，800円，入学料 28，200円，授業料 14，800円(1単位当たり)
会科目等履修生として修得した単位は，短期大学や高等専門学校の卒業者が学位
授与機構に学土の学位授与を申詰する時などに，正規の単位として取り扱われま
す。
附属図書館の利用
富山大学附属図書館は，一般市民の方も利用できます。
1 .図書館の構成
附属図古館は次の3館で構成されています。
・中央図書館 (五福キャンパス)
・医薬学図書館 (杉谷キャンパス)
・芸術文化図書館(高岡キャンパス)
2.利用できる資料
原則として，図書館配架の資料
3.利用の範囲
.館内での閲覧
・図書の貸し出し
.所蔵資料の複写
4.手IJ用時間，休館日
<中央図占館>
、|三日 午前 8時45分 ~午後 10時00分
土曜日・日曜日 午前 10時00分~午後 5時00分
休業期間中の平日 午前 9時00分~午後 5時00分
休館:祝日(または振替休日)，年末年始，休業期間中の士 ・日曜日，開学記念日 (10月l日)， 
長季一斉休業日
<医薬学図古館>
平日 午前 9時00分 ~ 午後 8時00分
土曜日 ・日曜日 午前 9時00分~午後 5時00分
休館 :祝日(または振替休日)，年末年始，開学記念日 (10月l日)
<芸術文化図書館>
平日 午前 8時45分 午後 8時00分
土曜日 午前10時00分~午後 4時00分
休業期間中の平日 午前 9時00分~午後 5時00分
休館 :日曜日， 祝日(または振替休日)，年末年始，休業期間中の土曜日，
:[~:架整理日(毎月末日) ，開学記念日(10月l日)，反季一斉休業日
?? ?
5.各図書館独自のサービス
-良重図書の一般公開(中央図書館)
中央図書館では，平成19年度からラフカディオ・ハーン(小泉八雲)の所蔵していた図書「へ
/レン文庫Jを，毎月第2，第 3，第4水R1iH:l1 3時....1 6時にへ/レン文庫ガイドにより定期公
開を実施しています。その他の日に「ヘノレン文庫j の見学を希望される場合，また，その他民ー
霊図書の閲覧を希望される場合は，事前に申込が必要です。
-県内医療関係者への時間外入館{医薬学図S館)
医薬学図書館では， 日中の来館が困難な県内医療関係者を対象に，閉館後も入館できる利用
証を発行し，時間外の利用を可能にしています。
6.学外者利用状況
利用証発行者数 貸出冊数
平成22年度 平成23年4月-12月 平成22年度 平成23年4月-12月
中央図書館 352 324 3， 288 3， 159 
医薬学図書館 332 283 870 979 
芸術文化図書館 90 60 456 410 
iにkI雪ロiー 774 667 4， 614 4， 548 
fへノレン文庫J (中央図書館)学外閲覧者数
平成22年度 534人，平成23年4月""12月 405人
7. ホームページでのサービス
図書館の各種のサービスやお知らせ，開館日 ・開館時間等については，図書館のホームページ
からいつでもご覧になれます。また，図書 ・雑誌の検索も行えます。
http:/www.1ib.u・toyama.ac.jp/
なお，蔵書検索と閉館日については，携帯屯話からもアクセスできます。
平成23年度 施設 開 の状況(五福キャンパス)
間肱路盤名 開雄副間 |目散 時間帯 使用目的・内容曹
|共通教育繍 2341-23"22 8 30-18 30 158 50∞ 3融制・販売
|共通敏胃揖 23523 18 30-21 ()() 3 12 勉強
|共通敏胃樟 23529 8由ト1630 9 316 
|晶通樟胃檀 23529 114∞ーけ曲 3 6 
|共通教育機 2364.5 2 9同ー l ∞ 12 910 第
|共通世宵槽 23619 1 114∞∞ 3 6 心理臨床の研究室
|持通唖宵檀 23623 t "3∞-15∞ 2 20 調漬会
|共通樟宵偉 23628 |抽出ト21曲 3 10 
|共通韓胃檀 2373 830同 1630 8 172 E司法書士民駿
|共通教育棟 2372・ 114∞ 'ー ∞ 3 e 
|共通棺胃樟 23128-238 10 8 900-1700 64 4∞ 富山開教育Q皿金免i
|共通世胃檀 23130・3 2 700司2100 18 100。 【ー第2回全国センターIU(>
|共通世宵樟 2386.' 2 |口 30~1730 15 川師 Sづ〈国軍民蛾
|共通世宵樺 2394 830-1830 10 拍 国軍昔務員I:;:mm種1:iUl1l>;1寓鼠蛾
|共通融宵偉 2396-2399 4 9出〉 岨ー ∞ 28 6∞ ・ー情帽・
|共通教育棟 239 8 00-18 30 9 236 品スト
|共通融商棟 23924・25 2 00・210。 15 民国 巳ネルギー官理士民験
|共通教育棟 23930-2310 : 3 8 30-21 30 26 250 日
|共通敏宵楓 23102 900-12 ()() 3 25 市町哲学』罰究量
l共型空里堕 231016 1 9 00 16 00 7 1.166 宅地盤楠取引主侵害資帽E量破
|共通樟宵檀 231017 118∞-2 曲 3 10 
|共通教育機 231023 8 00-18 ()() 10 5田
|共通融商槽 231029・30 2 30-20 30 16 510 河合盤樋猷
|共通教育棟 23113 s∞∞ 9 e∞ 旭中富山
|共通融胃楓 23116 "2∞ 17∞ 5 150 銅潰会・上眠書
|共通輯胃槽 231122・23 z 00-21 0。 18 1・。。 代々木ゼミナールセンタ
l共通教育線 231125 |同国 ∞ 2 100 針潤白
l共通帳宵櫨 231121 8 00~16 30 9 51 OE，IC公開テスト
共通敏宵練 231216 118 00 21曲 3 10 
l共通軸宵揖 24 I 29 8∞ 16 30 9 576 ITOEIC公開テスト
l人文学嗣 2342-23430 5 14帥∞ 15 25 |絵画制帽
人文牢鶴 2357-23528 4 114曲ー ∞ 12 16 |韓画制作
人文牢・ 23619 9 00-17 00 8 40 '2011 
、文牢部 2364......23625 4 114 00-17 00 12 16 l桔画制帽
、文学部 2372-23730 5 14 00 17 00 15 25 |韓画制作
人文牢郵 2386-23821 3 14 00-17 00 9 15 1絵画制作
人文牢固 2393・10 2 14叩 17凶 6 10 |絵画制悼
、文学園 '23101三 2主型29 5 14 00-17 ()() 15 20 |措置制伸
、文掌観 231120 9 ()()-18∞ g 却 11年枝畢鼠肢
、文牢鶴 231112.26 2 14 00-17 00 6 。 |腫画制帽
人文牢飢 123123-231224 4 14∞∞ 12 12 |絵画制作
人文牢師 24 I 7....28 3 14 00 17 00 9 15 |腫画制帽
2348-23421 6 18 00-19 00 6 同 |ボランティア活動由説明書
23619 9∞ 15伺 6 15 |担宵情報1
2379 900-180。 9 40 |コンピュ-1 t会・碕究発表会
23721・22 2 18 00 20 00 ‘ 国23821 B 9 00-17∞ 8 20 |地租凶コン噌
23821 ∞ 17∞ 3 6 
23918 14 00-17 00 3 6 
231023 80。→ 00 9 S回 -横定民帳
231030 s 7∞ 18∞ 1 80 |セミナー
23103。 1400・170。 3 
231120 ，. 00-17 00 3 
231218 1400-1700 3 心理臨底由研究金
24122 14∞ l ∞ 3 心理臨床的研究壷
L間帯温u茸剖 24219 14 00-17 ()() 3 7 ，.~):F・瞳l
|人問先遣科学師 24325 14 ()()-17 0。 3 7 
l経書牢圃 23521・22 2 8 00-18 00 13 600 2怪者l:iUl】
|経費牢個 2365 800.17 00 9 500 
|経璃牢郡 23618・19 2 9∞ 18∞ 12 l∞ アジア!量牢章旗
|経済牢陣 23625.26 2 6 30-16 00 12 920 富山市瞭蝿t;;m鉱験【上値申値}
|経済学剖 2394 8 30-16 00 8 10∞ 品質i
|経潰牢個 23917・18 2 6 3。ー 1700 12 3∞ 富山市臆員協flLtU
|経漬牢圃 231022・23 2 8 00-17 00 12 回 国困層ピジ't.; 18回全国文章
|経講竿陣 231113 7 00-17 00 10 ?∞ 車届 fス盤過保安貴怪曹鼠蟻他
|経璃牢飾 231126・27 z 8 00-18 00 13 250 
|経5青学飾 23123・4 2 00-20 00 25 500 応用i
|経蒲字縮 23121。 8 00 " 00 6 290 慣鼠
|経済軍部 231223 7002000 13 2田 慢鼠
!理学鶴 23416-234円 2 |日同岨曲 8 213 シンポジウム
|理牢嗣 23625 "空回寸I凹 4 40 r宜 l F骨担金
|理牢郁 2373 7似>-20∞ 13 337 2011年11>;1回
|理学嗣 23 112∞-16∞ 4 日本生帽牢オリンピック2011予選
|理掌剖 2385 "3∞∞ 4 36 平成2
|理学帽 231015 1 "3∞ 18∞ 5 120 第7園田
|理牢圃 231119・20 2 '9骨 17∞ 14 16。
二牢剖 23520 113骨 17回 a 田 MEと，
二牢師 23522 8冊 1ー8∞ 10 e回 '量士・
|工学郵 23619 ' 8回-18∞ 10 600 玄・|工牢郵 23626 ' 7凹ー 1830 12 4伺 |率成23写皮|工学館 2373 800-18∞ 10 4田
こ牢飾 23710 7似)-18∞ 640 t補者鉱蟻
こ牢揮 23722.23 2 800-18創3 14 刷。
|工学部 23724 8 30-11 00 9 455 スート
工 牢陣 23911 9 ]0-17 00 8 250 
工学偲 23925 7 30-16∞ 8 3∞ 1ス主任娃術者以蛾
こ牢圃 231026 14 30 11 30 3 120 
??
開肱施殴名 開鰍期間 回数 時間帯 旭'"崎間蝕 使用量ベ人闘 使用目的同容帯
工牢部 2311 10・1 2 1 9∞-16∞ 14 120 踊習量
工牢都 2311 12 1 11000・1800 8 120 内樋アジア史学童2011年度式会
工牢部 2311 13 1 I 8 00-18 00 10 513 平成23匁度行政書士銀験
工学部 2311 19 1 1 8 00-11 00 9 5開 富山県内小中・高・特別室温牢枝韓圃圃と父1lI.県民による韓宵研究の翼路交流会
工牢飾 231125 I 113 00-・1700 ‘ 20 電子情鰻通信牢金利ーシァJ:;'仔対IJji萌究室工牢部 23122 I '1400・2100 7 拍 高分予牢金峰清書・交流会
エ牢師 23124 7曲目∞ 13 50・ 2011 年篇2回目草錨健力櫨定
工牢師 24129 ， I 8 00，18伺 10 5日 日本;量平健力構定
総合情報碁盤センター 23922 2 1 9似ト16曲 7 40 富山県署極t:I書簡橿
!lr2ブロヴヲミンゲ錨草草 2364・18 2 1 9 00-17 00 16 40 ハソコン占島総鴎作田牢智
大牢童堂 231217・18 2 1 9∞17∞ 16 400 2012年度輔入牢生に封して住まいの酎腹
大牢宣盆 24 I 7-9 3 1 9 00-11 00 24 6回 2012年度輯入牢生に封して住まいの舵健
文学童堂 24211・12 2 I 9 00-17∞ 16 400 2012匁贋輯入学生に封して住まいの鞘旋
字生会館【ホル} 2341-2344 4 I 9 00 17 00 27 7曲 平成23年度新入学生のための住まいの紹介及び斬生活用品販売
学生童館tホ J叫 23525 1 11400-21 00 7 150 2011年度富山大牢生活t晶問組合能代金実施
牢生書館{ホ Jレ} 23613-23616 4 1 9 00 18 0。 36 800 字生白ための圃科白隠車点檀および吉本市
学生書館【ホル} 2311 15-2311 18 3 1 9 00.18 00 36 300 学生のための岨房用品辛量生向け在穫帯販売および恒軒自伝車点樟
持過敏宵観
23723・24 2 1 800・1700 15 100 事52回日本社会医学金総量
人開発達科牢圃
工学部 2386・7 2 1 7 30.18 00 14 z‘。
経涜牢部 23813・14 2 1 7 30.20 00 16 210 河合~文学入鼠楓鉱
経蒲牢都 23820・21 2 1 7 00-21 00 17 310 
共通韓首領
人文学部
人問先遣科学部
経済牢師 23921-23924 4 1 8 00-20 00 '3 100伺 日本楠湿牢書
理学割
工学創
第'体育館
人文学園
人問先遣寺本学部
231016 700・'・ 30 12 1325 平成23年度枇周情蝿処理妓嗣宥鼠験経済牢醐
工学園
鳳図舗. 2349-23417 7 1 8側)22 00 102 160 公漬
鳳困銅賞 2358 1 1 9副)18創3 9 10 トレナ抱噂
嵐田銅賞 23520・21 2 I 1 00曲2230 25 160 雄官
鳳因調. 23527・28 2 1 8 30-18 00 15 I()。電!Il牢壷プラズマ研究金
鳳田~. 23625 1 11200-1700 5 30 練習・蝿裏金
鳳国債盆 23625 I I 14 00-22∞ 8 200 富山子ども劇噌情豊
鳳国協堂 231 J 1 11230-1630 ‘ 130 踊潰鳳田僧堂 2376 1 115 00 21∞ 6 30 踊置・先表曲
鳳周筒貧 2378・9 2 1 8 00.22 00 15 16。ライブ
鳳田島盆 2379 118002000 12 70 演書会
鳳田偏重 23710 1 I 9 00-17 00 s 33 韓奮
鳳国間. 23716 1 I 8 00-16 00 8 80 ライブ
鳳国情堂 23723 I 112 00 16回 ‘ 150 セミナ属国情. 23724 1 I 10 00 -18 00 8 350 軍主色
鳳館組. 23727 1 113 00-17伺 ‘ 60 日本債縄牢壷研究分科書鳳回111: 23730 1 112 30 16 30 4 80 世間シンポジウム
属国鴎: 2384 1 I 8 30-16 30 8 50 想路量
鳳国間盆 2387 1 I 8 00-19 00 1 100 *，電車色
鳳国鴎. 238 r 1 1 112刷ト1800 6 20 ワ クショップ
属国情. 23827 118301130 9 国 鴎宮会
鳳回~. 23827 I J 930-17訓3 8 '日 富山教急医館学童
鳳回調: 23831 I r 18 ()()守2100 3 20 組奮
鳳田偶. 2393 I 11200-1800 6 同 碩瞳童
鳳困踊. 2394 。12()()-11 00 5 65 唖缶量
鳳田情宜 2398 。1400-18 00 a‘ 200 牢書絹演会
鳳田縞盆 23910 1 1 9 00-19 00 10 30 障冒
鳳図踊. 23917 11900.1700 8 60 セミナー
胤困銅賞 23918 I 112 00 21 00 9 50 雄官
鳳田踊盆 23923 1 113 00 11 00 
4‘ 4∞ 同演書
黒田繍盆 23924 9伺 -12伺 3 20 1tS' 
鳳田銅盤 23930-23 101 2 111 00.20 00 9 60 スピ チコンテスト
瓜田踊盆 23102 1 113 00 17 00 a‘ 2∞ 学会党量
鳳国鴎盤 231014-目1016 3 110 00-'8 00 2。 1日珂 上醜壷
鳳田111. 231016 1 I 9 00-17 00 8 30 イベント
鳳図絹盆 231020・21 2 1 8 30・1830 2 240 シンポジウム
鳳国間盆 231022 I I 8 00-19 00 1 170 牢舎
鳳国情宜 231029 9 00 18 00 9 40 櫨奮
鳳田信盆 231030 8 00 12 00 4 350 高校入1(ガイゲンス
鳳回路盆 23 1030 I 113 00-17 00 4 100 踊演会・よ融会
蝿国情盆 23113 1 11330-1730 4 500 縞演会
胤回鵬II 2311 13-231126 4 10∞16∞ 31 120 措膏
鳳田鶴II 231123 9回)-1800 9 40 陣習
鳳田IIl 231127 1 11000-21 00 " 90 リハサル鳳田鶴II 23122 1 11900-2100 2 20 組曹
鳳国民盆 23123 1 11000唱 1800 8 40 H官
鳳田鶴童 23123 111430-1830 • 200 担金'11清会
鳳田踊盆 23126 1 11500ι21 00 6 40 輔宮
鳳図個室 231210 1 1800噛2100 13 40 Il'&'・2寓寝室
鳳回IIl 23127-231211 3 1000晶2100 19 270 リ，、ーサル・公演量
鳳国間盆 231213 I r 1800 21 00 3 20 観音
鳳図踊堂 241 16 1 11200-1500 3 120 うシンポジウム
鳳田鍋堂 24121 13似ト1600 3 25 リJ、サJ"
蝿図鵬盆 24124 8 30・1630 8 50 思t重量
蝿田踊輩 24130 1 112 00司 1500 3 120 絹庫
.回鴎盆 24211 1 1 9 00 21 00 12 50 合奏蝉智
合 すー 282 1.902 54.362 
施股別集計
草壁今戸田 。 自 量置 唖圃 o 使用λ監。 。 。 。4 12 1曲 1.950 
32 70 541 26.722 
16 23 178 5980 
22 23 188 7332 
瞳E'
14 40 140 1.579 
2 7 40 。 。 。。 。 。 。。 。 。 。
18 21 77 899 
直空塑 8 9 52 開7
大学童堂 3 7 56 14凹
鳳困鴎蛍 55 73 541 7513 
1112"1ロ ラミンヴ鋪車室 2 16 40 
宮町 175 282 1.902 54.362 
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平成23年度 施設開放の状況 (杉谷キャンパス)
開放施綾名 開放期間 日数 時間帯 時結間べ数 延使べ用人員 使用目的・内容等
薬学部研究練 23.04.10 12:00-14 :00 2 20 薬局実務実習説明会
医学部研究練 23.10.06・20 2 9:30-17:30 16 80 実務実習(薬局)講緩
看護学科棟 23.05.29 8:00-14:00 6 120 in9回北陸リンパ浮nlo習会
者援学科練 23.10.15 8:00-17:00 10.5 70 第23回北陸病理集絞会・症例倹討会及び脈事会
看経学科棟 23.11.30 18:30-20・30 2 30 南砺市ナースブラクティショナ一的ナース養成講習会
宥Ii学科様 23.12.10 9:00-16:0。 7 100 第 12田富山大学者磁学会学術集会
共同研究機 23.09.10 14:00-18:00 4 40 北陸実験動物研究会第41回研究会
講毅実習機 23.07.03 11:00-17:00 6 300 平成23年度接骨学術研修会
議事E実習機 23.10.22-23.10.23 2 9:00-17:00 1 650 平成23年度2級土木絶エ管理技術検定総験
講援実習練 23.11.02'09・16 3 13:00-16: 15 9.75 132 E揖緩受講
議毅実習機 23.11.13 1 1 :00-17 :00 6 300 第23回富山県接骨学術研究会
議援実習練 23.1 1.13 13:00-17:00 4 50 第2回北陸獣医画像診断研究会セミナー
講義実習練 23.11.23 9:00-16:00 7 50 日本脳卒中学会過渡的a定専門医CBT実施会場
体育館 23.10.09 8:00-19:00 11 200 第7回富山県テコンドー選手権大会
附属病院棟 23.04.14 18・00-20:00 2 50 医療コンフリクト・マネジメントセミナー導入編
附属病院棟 23.05.15 9:00-17∞ 8 100 富山県言箆聴覚士会総会及び特別鱗演会
附属病院機 23.05.28 12:00-16:00 4 50 富山県診療情報管理研究会及び総会
附属病院棟 23.06.18 8・30-16・00 7.5 30 輸血検査実技研修会
附属病院棟 23.06.25 -23.06.26 2 8:00-19:00 17 340 
日本医学放射線学会第150田中部地方会・日本綾医学会
第73回中部地方会・日本IVR学会第31回中部地方会
附属病院棟 23.07.01 17:00-19:0。 2 80 糠尿病発症l、おける消化管の役割の講演会
附属病院棟 23.07.10 8:00-15:∞ 7 20 教平成育2講3年演度会日本東洋医学会北陸支部特別講演会・夏季
附属病院棟 23.07.20 18:00-21 :00 3 30 精尿病治療薬の適正使用を考える会
附属病院棟 23.09.01 17:00-21・00 4 30 肺癌学術研究会
F付属病院棟 23.09.30 18:00-21 :00 3 20 糖尿病に関する学術研究会
附属病院棟 23.10.01 11 :00-17:00 6 150 第29田富山県感染対策研究会
附属病院棟 23.10.02 8:00-16:00 8 150 M189回北陸登形外科集E員会
附尿病院機 23.10.15 15:00-17:00 2 50 富山県惨療情報管理研究会
附属病院棟 23.10.16 9:00-16:00 7 150 第11回北陸言語聡覚学術集会
附属病院機 23.10.20 18:00-21 :00 3 20 平成23年度精度管理微生物部門翻査結果報告検討会
附属病院棟 23.10.21 18:00-20:00 2 80 E膏演会(Meetthe Expert n書原病鯵療のつぼ)
附属病院棟 23.11.11 19:00-21 :00 2 15 第18田中部地区微生物研究班研修会打ち合せ
附属病院機 23.12.11 11:00-17:00 6 200 第303回日本小児科学会北陸地方会・策27回日本小児科学会富山地方会
附属病院練 23.12.17 13:00-15 :00 2 50 富山県診療情報管理研究会
武道館 23.11.19-23.11.20 2 9:∞-17:00 10 50 昇級昇段審査会及び合気道技能講習会
合 計 40 208 3.807 
施訟別集計
開放施設名 回数 日 数 時間数 使用人数
附属病院棟 19 20 96 1，615 
看護学科棟 4 4 26 320 
講毅実習4華 6 9 44 1.482 
福和Jt車 。 。 。 。
武道館 2 10 50 
体育館 1 200 
管理棟 。 。 。 。
薬学部研究練 2 20 
共同研究棟 4 40 
医学部研究練 2 16 80 
合計 34 40 208 3.807 
平成23年度施設開放の状況(高岡キャンパス)
開放施設名 開放期間 日数 1日当人員 使用延べ人員 使用目的・内容等
グラウンド 7/10 90 90 
グラウンド 8/21 540 540 
グラウンド 9/18 250 250 
グラウンド 10/22 140 140 
グラウンド 11/13 40 40 
講義室 6/18 60 60 
講義室 8/23 -8/26 4 36 144 
講義室 8/10 22 22 
講義室 9/29 40 40 
講義室 10/23 450 450 
講義室 11/3 400 400 
講義室 1/26 24 24 
講義室 1/26 24 24 
講義室 12/18 100 100 
講堂外 6/1 300 300 
講堂外 6/26 260 260 
講堂外 10/22 300 300 
講堂外 1/6 150 150 
講堂外 7/3 400 400 
体育館 8/21 50 50 
体育館 9/18 15 15 
体育館 9/18 15 15 
体育館 12/4 10 10 
テニスコー ト 4/9-11/30 701 2，124 8，585 
iE〉3• 計 727 17 12.409 
開放施設名 日数 1日当人員 使用延べ人員
講義歪 12 105 1264 
講堂外 5 282 1410 
体育館 4 22 90 
ゲフンド 5 212 1060 
アー スコー ト 701 12 8585 
合計 727 17 12，409 
新聞記事
-123-
l北日本新聞朝刊(平成23年5月13日)
l北日本新聞朝刊(平成23年11月10日)
-124ー
l毎日新聞朝刊(平成23年8月31日)
l北日本新聞朝刊(平成23年6月19日)
l富山新聞朝刊(平成23年6月19日) l富山新聞朝刊(平成23年8月31日)
l北日本新聞朝刊(平成2湖月31日)
-126-
i富山新聞朝刊(平成23年9月14日)
l北日本新聞朝刊(平成23年9月29日)
????
l北日本新聞朝刊(平成23年9月29日)
l富山新聞朝刊(平成23年12月14日)
※掲載した記事・写真等は、各新聞社の承諾を得て転載しています。
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